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　非ひ合ごう法ほう探さがし物サイト。

──エクスプローラー──

　簡かん単たんに言えば、探して欲ほしいものを依い頼らいし、誰だれかがそれを見つけ出して提てい供きようする。そんな取引を仲ちゆう介かいするブローカーサイトだ。

　表向きは、失なくしたものやプレミアの付いたものなど合法的なものの売買を取り扱あつかう古物商という顔を見せている。

　だがこういったサイトの性せい質しつ上、当然のことながら裏うらの一面を持っていた。非合法と銘めい打うたれているだけあって、とても表おもて沙ざ汰たには出来ないような様々な依頼がここには持ち込こまれる。

　最も扱われている商品はいわゆる賞しよう金きん首くびだ。脛すねに傷きずあるお尋たずね者や夜よ逃にげした多重債さい務む者しや、ついこの間などは宇う宙ちゆう人じんを捜さがして欲しいなどというふざけた依頼までが出されていた。

　そして依頼する者がいれば、当然依頼を請うけて「商品」を探し出す者たちもいる。危き険けんを冒おかして一いつ攫かく千金を狙ねらう、有う象ぞう無象の探たん索さく者しや。その腕うでに性別や年ねん齢れいなどは関係ない。そこは結果を出した者だけが評ひよう価かされる実力世界──。

　そんな世界に生きる彼らは、「エクサー」と呼よばれていた。
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「それにしても遅おそいわね。今日中に片かたづけときたかったのに……」

　水みな瀬せ響ひびきが壁かべに掛かけられた時計に目をやってぶつぶつと文もん句くを言った。響は霧きり元もと透とおるを押おしのけてＰＣデスクに座すわると、宅たく配はい便びんサイトで荷物の配送状じよう況きようを確かく認にんしている。

「何がだ？」

「んー、ちょっとねー」

　言葉を濁にごしながらも、どこか響は落ち着きがない様子だ。

「それよりお前、最近仕事してないだろ。ちゃんと払はらうつもりあるのかよ」

　響は透に二百万円の借りがあるのだ。何度も催さい促そくしているのだが、響は一向に払おうとはしない。

「だってしょうがないじゃない。最近しょぼい案あん件けんしかないんだから」

　響は口を尖とがらせて鼻を鳴らすと、もう一度そわそわと時計を見た。どうも怪あやしい。

「あっ、来た来た」

　響が嬉うれしそうに言って部屋を出ていったのは、それから一時間ほどしてからのことだ。

　マンションの外を見下ろすと、宅配便のトラックが停とまっていた。大きな荷物を抱かかえた青年がエレベーターで上がってくる。

　響は玄げん関かんの外で荷物を受け取ると、自分の部屋に戻もどった。鼻歌でも歌っているのか妙みようにご機き嫌げんな様子だ。

「何だそれ？」

　透が話しかけても響は返事をしない。明らかに何かを隠かくしていた。




　マンションの窓まどから見える大きな公園には、ピンクに色づいた染そめ井い吉よし野のが鮮あざやかに咲さき誇ほこっていた。風に吹ふかれて宙ちゆうを舞まう花びらは、まるで大おお粒つぶの牡ぼ丹たん雪ゆきのようだ。

　透は窓を開けようか一いつ瞬しゆん迷まよったが、結けつ構こう風が強そうなので止やめた。春の日差しが暖あたたかいといっても、トレーナー一枚まいではさすがに肌はだ寒ざむいだろう。

　霧元透がエクサーとなってから二年半が過すぎた。今では最上ランクのＳ級エクサーとして名を売り、訳わけ有ありの人間にとっては冷たい世間の荒あら波なみを、気軽に泳いでいる日々だ。

　養よう護ご施し設せつを脱だつ走そうした三年前の夏、一人で生きていくと決めたはずなのに、今はなぜか凶きよう暴ぼうな女と半はん同どう棲せいのような毎日を送っていた。本当に人生というのは、どこでどう転がるかわからない。

　隣となりの部屋では一つ年上の響が、いつの間にか荷に解ほどきを終えて、黒のジャージにキャミソール姿すがたで透と同じように外を眺ながめていた。

「荷物はもういいのか？」

　響は肩かたを竦すくめただけで、特に反はん応のうしない。

「今年の桜さくらも見み納おさめだな」

『そうね』

　そんなふうに響の口が動いた。響は真まっ直すぐに公園の木々へと目を細めている。栗くり色いろの背せ中なかまである長い髪かみはしっとりと落ち着き、物もの憂うげな表ひよう情じようと相あいまって、思わず見み惚とれてしまうほどの静せい謐ひつさを湛たたえていた。横顔だけ見ていれば、内に秘ひめた激はげしさは少しも見られない。

　部屋の間はもちろん壁で遮さえぎられている。普ふ通つうなら壁かべ越ごしでそんな姿を目にすることは出来ないが、透の特とく殊しゆ能のう力りよくならそれが可か能のうだった。

──フルラスコピー──

　いわゆる透とう視しと呼よばれる能力だ。障しよう害がい物ぶつを擦すり抜けて向こう側を見通す力──。透視だけではなく、更さらに驚きよう異い的な視力も併あわせ持っている。

　なぜ透がそんな能力を持っているのかは、今はとりあえず置いておこう。

　そして響が、聞き取れるはずのない透の呟つぶやきを摑つかんだのも、特殊能力のなせる業わざだ。

　視力と聴ちよう力りよくという違ちがいはあるにせよ、二人とも常じよう人じんを遥はるかに凌りよう駕がする感覚器官の持ち主だった。この能力こそが、二人をＳ級エクサーにまで押し上げた要よう因いんと言っていい。

　その代わり、この能力のせいで様々な思おも惑わくを持った者たちから狙われることにもなった。単たん純じゆんによかったと言える代しろ物ものでもない。

　響は窓を開けてベランダに出ると、透の部屋までやって来た。二つの部屋を仕切るベランダのパネルは取り外してしまっている。二人は自由にお互たがいの部屋を行き来していた。半同棲というのはそういうわけだ。

「いよいよ明日ねー」

　短いようで長かった春休みは今日で終わり、明日から新学期が始まる。例年より開花の遅かった今年の桜は、ギリギリ入学式まで保もったようだ。校門のそばに聳そびえ立っている大木も、きっとまだ花を散らせていないだろう。

「薫かおるちゃんと会うのも久ひさし振ぶりだな」

「これからは毎日会えるわよ」

　深み芳よし薫は透の一つ年下で、しばらく前まで隣の部屋に住んでいたのだが、今は世せ田た谷がやの実家に戻っている。

「楽しくなるわよー」

「そうだといいな」

　響が妹のように思っている薫は、明日透たちの通う国こく流りゆう高校に入学してくる。待ち望んだ三人一いつ緒しよの高校生活が始まるのだ。




　その日の深夜だった。隣の部屋で響は、物音を立てないようにベッドから起き上がると、送られてきたあの大きな荷物を抱かかえ上げた。

「バレてるぞ」

　透がしょぼつく目を擦こすりながらベッドの中から呟くと、響の動きがギクリと固まった。

「どこに行くんだ？」

　透が続けて問うと、響はごまかそうと何かを言っていたようだが、あいにく透には響の声は聞こえない。そのうちに諦あきらめたのか、響は顔を顰しかめて投げやりに荷物を床ゆかに放ほうり投げた。溜ため息は聞こえないが、吐はき出された空気の塊かたまりが目に見えるようだった。

「あーあ、美お味いしい仕事だと思ったのに……」

　透がパジャマのまま響の部屋まで行くと、響は先日名指しで請うけたという依い頼らいについて話してくれた。段ボールに貼はりつけられた伝票には「模も型けい一式」と書かれている。

　響が請けた依頼とは、とある人体模型を求めるものだった。詳しよう細さい内ない容ようによれば、六十年以上も昔にドイツで製せい作さくされた、全身の骨こつ格かくから筋きん肉にく、内ない臓ぞうまでを完全に網もう羅らした代物で、相当に高こう価かなものらしい。

　戦前に製作されたものは既すでにかなりのプレミアが付いているそうで、マニアックなコレクターたちにとって垂すい涎ぜんの的の品らしい。

「人体模型ねえ。ウチの学校にもあったりして」

「へえ、あんた、いい勘かんしてるわね」

　響はおかしそうにくすくす笑った。その態たい度どに透は目を丸くさせた。

「……マジ？」

　どうやら響が目をつけたものは、本当に学校の備び品ひんらしい。

「生物準じゆん備び室しつのロッカーで埃ほこりを被かぶってるの、偶ぐう然ぜん見つけちゃったのよね」

「偶然だぁ？」

　絶ぜつ対たいウソに違いないが、そこは別に突つっ込こむところではない。響の話では、学校に保ほ管かんされている人体模型が、そのプレミアの付いた貴重品だというのだ。

「ウチも結構古い学校だからな」

　創そう立りつ百二十年の式典が去年行われたばかりだから、百年を超えるような骨こつ董とう品ひんが眠ねむっていてもおかしくはないが……。

　それでどうやら、どうせ使われていない忘わすれ去られた模型なら、貰もらってしまおうと考えたらしい。代わりに最新の模型を置いておけば、どこからも文もん句くは出るはずがないというのが、響の主しゆ張ちようだった。

「確たしかにまあ、生徒にとっては最新式の方がいいだろうけど、さすがにそれはヤバいだろ」

　緊きん急きゆう避ひ難なん的に犯はん罪ざいに手を染そめることは透もよくあるので、あまり堅かた苦くるしいことは言いたくないが、それでもこれは明らかな窃せつ盗とう行こう為いだ。生きていくのに必死だった三年前ならいざ知らず、今そのような犯罪行為に手を出すのはリスクが大きすぎる。

「そんなこと言ったって、あんた、あれいくらすると思ってんのよ」

　透は小学生の頃ころに理科室で見た模型を思い出した。精せい密みつ部品を使っているわけではないし、合成樹じゆ脂しを型に塡はめて成型しただけなので、製作には大して手間が掛かかっているようには思えない。

「さあ、十万くらいか？」

「桁けたが二つ違うわよ」

「……は？」

　一いつ瞬しゆん言っている意味がわからなかった。

「だから桁が二つ違うって言ったの」

「……一千万？　あんなのがかっ？」

　つい声が大きくなる。

「これだって百三十万したのよ」

　響は足元の荷物を指差した。

「マジかよ……」

　それ以上、言葉が続かなかった。呆あきれてものが言えないとはこういう状じよう態たいを指すらしい。ボッタクリにもほどがある。

「だからね、こっそり交こう換かんしちゃって依頼人に売りつけようかなって思ったのよ。まあ、バレちゃった以上は仕方ないわ。あんた、この仕事手伝いなさい。二割わりでどう？」

　思わず透は響のがめつさに感心する。

「アホか、五割だろ」

「いいわよ。じゃあ決まりね」

「えっ？　なっ、ちょっと……」

　まさかそれでＯＫするとは思っていなかったので透は慌あわてた。待てと言ったのだが、響はアーアーと耳を塞ふさぎながらバスルームに消えていく。

「やっぱ、まずいんじゃねーか」

「うるさいわねっ。男が一いつ旦たん口にした以上、覚かく悟ご決めなさいよ。情なさけないわね」

　響はドアから顔だけ覗のぞかせて怒ど鳴なった。

　確かにその報ほう酬しゆう額がくは魅み力りよく的だった。侵しん入にゆう先が学校なら難なん易い度も低い。リスクに対してリターンはでかかった。こんな美お味いしい仕事は滅めつ多たにない。

　自じ重ちようするべきなのはわかっていたが、その費用対効こう果かをつい考えてしまったのが失敗だった。天てん秤びんにかけたらどちらに傾かたむくのか、結果は目に見えている。

　その金があれば新しい単車が買えた。ワークステーションもそろそろ一新させたい。後ろめたさを覚えつつも、透はその想そう像ぞうを止めることは出来なかった。金の魅力というのは本当に恐おそろしい。
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　日が昇のぼる直前の、東の空がうっすらと紫むらさき色いろに変わり始めた時じ刻こく──。

　透と響は息を潜ひそめて国流高校の敷しき地ち内で侵入口を探さがしていた。

　響は万一のことを考えて、ニット帽ぼうを被かぶって髪かみの毛が落ちないように気を遣つかっている。七分丈たけのカーゴパンツにタンクトップで、長なが袖そでシャツを重ね着している。風が強いのでかなり肌はだ寒ざむい。

　一方の透は、上下とも黒のジャージに身を包んでいる。こちらもバンダナを巻まいて、現げん場ばに痕こん跡せきを残さないように注意を払はらっていた。

「ちゃんと革かわ手て袋ぶくろしてるか？　指し紋もん残すなよ」

「わかってるわよ」

　生徒玄げん関かんが開いているはずもなく、鍵かぎが外されている窓まどを探して、ぐるりと校こう舎しやを回っていったのだが、なかなか見つからない。暗くて透とう視しは役に立たない。

「みんな真ま面じ目めに日直こなしてるのねー。私が日直のときには、鍵閉しめた記き憶おくなんて全然ないのに」

「それはお前と一緒に組まされた奴やつがやってくれてたんだよ」

　響は透の突つっ込こみを気にも留とめないで面めん倒どう臭くさそうに立ち止まると、腕うでを組んで校舎を見上げた。ここは南校舎の一角だった。

「もうしょーがないわね……」

「どうするんだよ」

「こ・う・す・る・のっ!!」

　透が止める間もなく、響はサバイバルナイフの柄えでガラスを叩たたき割わった。

「わっ、バっ!!」

　透は思わず大声を出しかけて、慌てて口を噤つぐんだ。ガラスの砕くだけ散る音が派は手でに響ひびいてドキリとさせられる。咄とつ嗟さに周囲を見み渡わたして、誰だれか物音に気づいた者がいないか捜さがした。

「…………お前さあ、ちょっと強ごう引いんだぞ。ガムテープ使うとか、もう少し上う手まい方法だってあるのに」

「いいの、いいの、大だい丈じよう夫ぶ。周囲には誰もいないわよ。後でガラス代寄き付ふしとくから。さあ、時間も惜おしいし、ちゃっちゃっとやっつけちゃいましょ」

　透が神しん経けいを尖とがらすのが馬鹿馬鹿しく思えるほど、響は軽かろやかに言って窓を開けた。

　透はもう一度周囲に目を凝こらして、誰も見ていないことを確かく認にんしてから、校舎へと忍しのび込こんだ。さすがに緊きん張ちよう感が増ましてくる。ここで見つかったら、もう言い逃のがれは出来ない。




　生物準じゆん備び室しつは西にし棟とうの二階にある。

「ほらね。製せい造ぞう年月が戦前になってるでしょ。２Ｄサイエンティスト社製せいの骨こつ董とう品ひんよ」

　響は小型ライトでロッカーの中に収おさめられた全身骨こつ格かくを、上から下まで照らし出して確かく認にんした。台だい座ざ隅すみにメーカー名が記されたプレートが置かれているので間ま違ちがいない。

「これが一千万かー」

　透は頭ず蓋がい骨こつを取り外して、顎あごのジョイント部分をカクカクと動かしてみた。透が小学生の頃に見たものとは、精せい巧こうさがまるで違った。異い様ようなほどにリアルで、淡あわい光に浮うかび上がるグロテスクなそれは、暗くら闇やみの中にあってこれ以上ないほどの不気味さを醸かもし出していた。突とつ然ぜん動き出したとしても、違い和わ感はさほどないような何かがある。

「この標本、女なのか。この中ってどうなってんだ？」

「あんた、どこ触さわってるのよ」

　透は下か腹ふく部の筋きん肉にくを取り外そうとして、響に後頭部を叩たたかれた。

「純じゆん粋すいな興きよう味みだ」

「そのわりに、なーんか手つきが嫌いやらしいのよねー」

「邪じや推すいだっつの」

　ジト目で胡う散さん臭くさそうに疑うたがう響から、透は視線を逸そらして周囲を見渡した。

「なあ、ふと思ったけど学校の備品って、結けつ構こう貴き重ちようなものが転がってるんじゃねえか？」

　よくよく眺ながめてみれば、普ふ段だんは目にすることの出来ないようなものが、棚たなの上などに雑ざつ多たに積み上げられている。

「かもねー。学校専門の泥棒もいるらしいしね」

　このような掘ほり出し物に出会うことは稀まれかもしれないが、専門のプロが存そん在ざいするというのも頷うなずける話ではある。だが吞のん気きに観察している時間はあまりない。透と響は、まずは手分けしてすり替かえ用の模も型けいの組み立てに取りかかかった。




　持参した最新式の人体模型はパーツが百以上もあり、組み立てにやたら手間取った。ようやく完成したときには既すでに窓の外はかなり白んでおり、これ以上明るくなると人目にもつきやすくなる。続けて目的の模型の分ぶん解かい作業に入ったが、時間はぎりぎりになりそうで、二人とも次し第だいに焦あせり始めた矢先だった。

「ちょっと待って、誰だれか来たっ！」

「は？　ウソだろ？」

　こんな時間に誰がうろつくというのだ。

　だが響の指差す方に目を向けると、いつの間に入り込んだのか、確たしかに南校舎の一階部分に人ひと影かげがあった。透と響は作業の手を止めて、侵しん入にゆう者しやに集中する。

「誰だ？」

　スーツを着ている点からすると教きよう師しだろうか。だが透はその顔に見覚えがない。響も足音に聞き覚えはないと言っている。ただいつの間にか教きよう職しよく員いん用ようの駐ちゆう車しや場じように、乗用車が一台横づけされていた。

「別のエクサーじゃないだろうな？」

「非ひ公こう開かい案あん件けんだから違うと思うけど……」

　誰でも捜そう索さくに参加出来る公開案件ではないので、エクサー同士で獲え物ものが被かぶった可か能のう性せいは低い。

「でも……近づいてくるわね」

　男は職員室に向かうでもなく、玄関を開放しにいくわけでもなく、真まっ直すぐに西棟に向かってくる。そして南西の角にある階段を上り始めた。しんと静まり返った校舎内で、男の足音がかなり大きく響いてくる。酷ひどく嫌な予感がした。

「逃にげた方がいいな」

「えっ、でも、これどうするのよっ」

　分解を始めたばかりの模型と、組み立て終わった模型が、ロッカー前に二体並ならんでいる。

「仕方ない。このまま持ってくぞっ」

「えっ、このまま？　どこへ持ってくのよっ」

　それには返事をせず、透は台座ごと目的の模型を持ち上げた。慌あわてて響は反対側に回って模型を支ささえた。今は言い争いをしている時間すら惜しい。

　透たちは極力足音を立てないように気をつけながら、男が上ってくる方とは反対の階段に向かった。カチャカチャと模型の立てる音がやけに耳みみ障ざわりだった。




　あの後、男は生物準備室に直行し、ロッカーを覗のぞき込んだ。まさかとは思ったが間違いなかった。透たちは生徒玄げん関かんまで行くと、中から扉とびらの鍵かぎを開けて外に出た。

「他ほかにも、あれを狙ねらってた奴やつがいたなんてねー」

「ああ、間かん一いつ髪ぱつだったな」

　誰かはわからない。もしかしたら先ほど響も言っていた、学校を専門に狙う窃せつ盗とう犯はんなのかもしれない。男は模型がすり替えられたことに気がついたようで、何やら慌てている。

「でも、残念でしたー。お宝たからは私たちが頂いただいたので諦あきらめてちょうだいねー」

　響は校こう舎しやに向かって軽く手を振ふると、透と一いつ緒しよに正門から外に出た。

　本物の人体模型は、その上の階、家庭科室の窓まどの外に隠かくしておいた。そこで分解してもよかったのだが、さすがにもう時間的に無理だった。薫と駅のホームで待ち合わせをしていたし、一いつ旦たんマンションに戻もどって制せい服ふくに着替える必要もある。今日は始業式だけで半日で学校も終わるので、その後に作業を再さい開かいすればいい。そう考えて、透たちは模型を置いて学校を出た。授じゆ業ぎようはないので、家庭科室が使われる心配もない。

　だがこのとき透たちは致ち命めい的なミスを犯おかしていた。Ｓ級エクサーにあるまじき、これ以上ないというほどの決定的な証しよう拠こを現げん場ばに残していたのだ。




　　　　＊＊＊




　数時間後、久ひさし振りに制服に身を包んだ透と響は、もう一度学校に向かった。マンションの最も寄より駅のホームで薫を出で迎むかえる。

「薫ちゃん、久し振り。元気だった？」

「はいっ」

　薫は嬉うれしそうにニコニコしながら大きく頷うなずいた。小こ柄がらで柔にゆう和わな雰ふん囲い気きながら、芯しんの強そうなところもその表ひよう情じようの端はし々ばしで見せていた。

「透さん、似に合あってますか？」

　薫はスカートの端を両手でちょっとだけ持ち上げて、軽く膝ひざを折った。

「ああ。すっげー可愛かわいい」

「ほんと？」

　念願だった国流高校の制服なのだ。嬉しくないはずがない。いつものように肩かたの上で三つ編あみにしたお下げがピコピコと揺ゆれている。

「何よ、私にはそんなこと一言も言ったことないくせに」

「いや、だってマジで可愛いじゃん」

「それは遠回しに私は可愛くないって言ってるわけ？」

「遠回しのつもりはないんだけど」

「もっと悪いわっ」

　思いっきりハイキックが飛んできた。

「おわっ、おま、パンツ丸見えだってっ」

　どうせいつも穿はいているキュロットのつもりで、つい足が出たのだろう。

「見るなっ!!　っていうか、どうせ透とう視しで見えてるんでしょうがっ、この変へん態たいっ!!」

　そう言って響はスカートの裾を太ももに押おさえつけて透を睨にらみつけた。心なしか響の頰ほおが赤くなっている。

　透は何を今いま更さらと呆あきれたが、敢あえて無む駄だな突つっ込こみはしない。

「薫っ、あんたも気をつけなさいよっ」

「大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんとスパッツ穿いてますから、ほら」

　そう言って薫はスカートをえいっと持ち上げた。そしてエヘヘと笑う。

「スパッツぅ？　薫ちゃん、邪じや道どうだよそれは」

「あんた、何言ってんの？」

「冗じよう談だんだ」

　透たちの通う高校は、制服を着ていく決まりはないが、始業式や文化祭のときなど、公式行事のある日は別だ。紺こんのブレザーに白のワイシャツ、濃こいグリーンのネクタイというオーソドックスなスタイルで、女子はチェック柄がらのミニスカートで、紺のニーソックスを履はいている。

　透と薫はきっちりとネクタイを首元で締しめていたが、響はルーズに緩ゆるめてシャツの第一ボタンも開いていた。

　今日は新一年生が入学式を行っている間、二、三年生は新クラスで最初のＨホームＲルームを行い、その後に全学年で始業式を行うことになっていた。




　最も寄より駅に降おり立つと、学校に近づくにつれて見知った顔が増ふえてくる。二週間振りに会う奴らだ。かったるそうに歩いている奴もいれば、ニコニコと楽しそうに友人とおしゃべりしている生徒もいる。

　透は大おお勢ぜいの生徒でごった返している生徒玄関に入っていき、二年生として新しく自分の場所となった下げ駄た箱ばこを開いた。

「ん？」

　上履きの上に茶色い封ふう筒とうが置かれていた。

「何だこれ？」

　手に取って表おもて裏うらを眺ながめていると、真横から男子生徒がぐいっと顔を寄せて覗き込んだ。

「ほっほう、今どきラブレターかよ。やるねえ、霧元くん」

「何だ、椎しい名なか」

　今年も同じクラスになった椎名総そう一いち郎ろうだった。特別親しい友人はいない透だったが、この総一郎はクラスの中では比ひ較かく的よく話をする生徒だ。

　総一郎は相変わらず人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべており、がっしりとした体たい格かくのわりに威い圧あつ感はあまりない。まだ春だというのにいい色に日焼けしており、肩まである茶色の長い髪かみは、脱だつ色しよくを繰くり返したせいでかなり傷いたんでいる。

「何か色気のねえラブレターだな」

　総一郎は胡う散さん臭くさそうに、透が手に持っている封筒を顎あごで示しめした。Ｂ５サイズのそれは封もされておらず、宛あて名なも差出人の名前もない。中には画が像ぞうをカラープリントしたらしきコピー用紙が数すう枚まい入っているだけだった。

　何となく嫌いやな感じがしつつ、透は封筒の中からそれを取り出した。

「っっ!!」

　それが何か理り解かいすると、透はくしゃくしゃになるのも構かまわずに封筒の中に押し込こんだ。

「何だ、何だ？」

　慌あわてた様子の透に、総一郎は興きよう味み深ぶかそうに肩かた越ごしに覗のぞき込んでくる。

「な、何でもねーよ」

　透は後ろ手に隠かくしながら、なぜこんなものがここにあるのか、その理由を考えた。どう考えても、今け朝さの正体不明のあの男しか考えられなかった。

「透っ!!」

　バタバタと駆かけ寄ってくる足音が背はい後ごから聞こえた。振り返ると、響も同じように茶封筒を握にぎり締めていた。

「やっぱりあんたも？」

　透の手に同じものを見とめた響は、表情を険けわしくさせたまま、顔を寄せて小声で言った。

「くそっ、やられたな……」

「まったく、何であんなの見落とすのよ、使えない奴やつねー」

　まるでこれが透のせいだと言わんばかりに、響は文もん句くを言った。

「んだと？　お前こそ事前にちゃんと下調べくらいしておけよ。警けい備びシステムの確かく認にんは基き本ほん中の基本だろうが」

「何よ、私のせいだって言うの？」

「それ以外に何があるってんだっ？」

「だいたい、あんたが玄げん関かんから出ようって言ったんじゃないのよっ」

「お前に任まかせたら、またガラス叩たたき割わると思ったからだろっっ!!」

　最初こそ小声でヒソヒソと話していた透と響だったが、そのうちにヒートアップしてきて、いつの間にか大声で怒ど鳴なり合っていた。通りゆく生徒が何事かと遠とお巻まきに眺めている。

「おいおい、夫ふう婦ふゲンカは家帰ってやれよな」

「何だ、お前まだいたのか。さっさと教室行けよ」

　見かねた総一郎が仲ちゆう裁さいに入ったが、透は吐はき捨すてるように切り返しただけだ。総一郎はにやけ顔を強こわ張ばらせて、珍めずらしくむっとした表ひよう情じようを見せた。

「透さん、響ちゃん……」

　人ひと垣がきの間から、薫が心配そうに現あらわれた。せっかくの入学初日だというのに、ケンカしないでと、その泣きそうな顔が訴うつたえていた。さすがにこれには、透も響もそれ以上言い争うことは出来ない。

　そんな薫を見ていた総一郎は、なぜか悔くやしそうにビシッと透を指差した。

「くそっ、何でお前ばっかり……。えーい、お前が悪い。悪いに決まってるっ。朝っぱらからいちゃついてんじゃねーぞ、ちくしょう」

　そう言って総一郎は、手のひらを力いっぱい透の背せ中なかに叩きつけると、ずんずんと歩いていった。

　封筒に入っていたのは、正門の前で職しよく員いん室しつを見上げている透と響の姿すがたがプリントアウトされたものだった。印字されたタイムスタンプからすると、日付は今日、時じ刻こくは午前五時十一分、市し販はんのレーザープリンターでコピー用紙に出力されたものながら、顔の判はん別べつが出来るくらいに鮮せん明めいな画像だった。

　ここ最近、世間で立て続けに起きている物ぶつ騒そうな事じ件けんを受けて、春休みの間に監かん視しカメラが設せつ置ちされたらしい。職員室の窓まど際ぎわを覗くと、監視カメラの丸みを帯びた広角レンズが、無む機き質しつに朝日を反はん射しやして光っていた。
















　事前の調ちよう査さが甘あまかったのは響のミスだが、今まで監視カメラなど存そん在ざいしていなかったのだから、思い込みもあったし、油ゆ断だんしてしまったのは仕方ないかもしれない。

　ただ問題なのは、この画像をこっそりと下駄箱に忍しのばせた者が、何を狙ねらっているのかだった。コピー用紙以外に何も入っていないので、相手の目的が窺うかがい知れない。

　監視カメラの映えい像ぞうを入手している時点で、相手が学校関係者であるのは間ま違ちがいないと思うのだが、透たちを脅おどすわけでもなく、何かを要求しているわけでもない。職員室で特に騒さわぎになっている様子もなかった。

「何かあったんですか？」

　薫は不思議そうに問いかけた。もちろん透も響も、学校に盗むすみに入ったなどとは言えないので、それには答えられない。薫が知ったら怒おこり出すに決まっている。

　響は透の脇わき腹ばらを突つつくと、薫に聞かれないように「校長室」とだけ透の耳元で囁ささやいた。

　透は弾はじかれるように、職員室の奥おくにあるこの学校で一番豪ごう華かな一室を覗き込んだ。校長は大きな椅い子すにふんぞり返っているが、その前に数人が並ならんでいた。

「あ、あいつ……」

　透の呟つぶやきに響が小さく頷うなずいた。真ん中で姿し勢せいよく立っている男だん性せいに見覚えがあった。今朝のあの男に間違いない。この春、転てん任にんしてきたばかりの新しい教きよう師しだった。




　透と響が職員室の隣となりの進路指し導どう室しつに呼よび出されたのは、それからしばらくしてからのことだ。二年と三年の各教室では、既すでにＬロング・ＨホームＲルームが始まっており、体育館では新一年生の入学式が行われていた。

「貴き様さまら、なぜここに呼ばれたかわかるなっ」

　透と響が進路指導室に入っていくと、パイプ椅子に座る暇ひまも与あたえず、いきなりいかつい顔をした新任の体育教師が透たちを怒鳴りつけた。呼び出したのは、目の前の新任教師で、名前を萩はぎ本もと功こう治じといった。今朝方、透たちと同じように校舎に侵入していたあの男だった。

　まだ三十代後半だというのに、既に頭とう髪はつが相当に心こころ許もとない。耳の横からぐるりと頭とう頂ちよう部ぶを覆おおい、最後に後頭部へと垂たれ流す芸げい術じゆつ的とさえ言えるその髪かみ型がたは、説明するまでもなく、色々な商品についているあれと同じだ。

「お前たちが盗んだものを返してもらおうか」

　萩本は透たちの下げ駄た箱ばこに入れられていたものと同じコピー用紙を机つくえの上に放ほうり出した。透と響の姿がばっちりと映されている。

「知らないわよ。いきなり呼び出して、わけわかんないこと言わないでよねっ」

　響が白々しく憤いきどおって見せた。画像はかなり鮮せん明めいに映っているので、さすがに自分たちではないと言い逃のがれは出来そうにないが、何をしていたのかまでは特定出来ない。あるのは夜明け前の学校にいたという証しよう拠こだけだ。

「自主的に退たい学がくして、盗んだものを大人しく引き渡わたせば、内々で処しよ理りして警けい察さつに届とどけるのだけは勘かん弁べんしてやる」

　そう言って萩本は、懐ふところから二枚まいの書類を取り出して透たちに手渡した。

「うわっ、よくもまあぬけぬけと……」

　響は呆あきれながら用紙をくしゃくしゃに丸めた。用紙の一番上には太字で退学届と記されていた。

……そういうことか

　職員室では人体模も型けいが盗まれたことは話題になっていなかった。つまりこの件は、目の前の萩本しか知らないことなのだ。恩おん着きせがましく内々で処理をすると言っているが、そうではなく、実じつ際さいは大っぴらに出来ないだけなのだ。その理由は考えるまでもない。

「先生こそ、あんなに朝早く何やってたんですか？　まさか泥どろ棒ぼうでもしてたんじゃないでしょうね？」

「ひ、人聞きの悪いことを言うなっ」

　透の突つっ込みに萩本は明らかに動どう揺ようしたようで、一いつ瞬しゆん口くち籠ごもった。どうやら顔を見られていたとは思っていなかったらしい。

「お、俺おれが学校にいたという証拠はあるのか？　評ひよう判ばんの悪い不良生徒と、生活指導担たん当とうの教師とでは、警察はどちらの言い分を信じると思うんだ？　お前らに勝ち目なんかないぞ」

「最近は教師も信用落としてんじゃないの？　学校に泥棒に入る奴やつもいるみたいだしー」

　響の嫌いや味みに、萩本の脂あぶらぎった顔にさっと赤みが差した。

　もちろん警察が介かい入にゆうするような事じ態たいだけは、お互たがいに避さけたいと思っている。

　だから本心を隠かくしたままのこんなやり取りは時間の無む駄だだった。

「先生、腹の探さぐり合いは止やめて、本題に入りましょうよ」

　萩本はあの人体模型が欲ほしいのだ。透たちに先に奪うばわれたのを、何とか取り戻もどそうとしているに過すぎない。だから警察沙ざ汰たにして、あれが表に出るのは本意ではないはずだ。

　だが状じよう況きようだけを見れば、透たちの方が明らかに不利だ。何といっても監視カメラの映像という証拠を残してしまっているし、実際に人体模型を盗み出したのも透たちだ。ただし、模型が透たちの手にある限かぎり、交こう渉しようの余よ地ちは残されている。

「三分の一で手を打ちませんか？」

「何だと？」

「売値の三分の二を俺たちが、三分の一をあんたが取る。これが吞のめなきゃ、出るとこ出て頂いただいて結けつ構こうですよ」

「ちょ、ちょっとっ、勝手に決めないでよっ」

　響が目を剝むいた。更さらに取り分が減へるのは我が慢まんがならないのだろう。

　だが透はそれを目で黙だまらせる。

　萩本は考え込むように押し黙った。条じよう件けんが吞めるかどうかフル回転で天てん秤びんにかけているのだろう。

「……半分だ。それから売買は俺に任まかせてもらう」

……乗ってきたな

「うわっ、がめついおっさんねー」

「いいでしょう。交渉成立ですね」

　三十分後に家庭科室で待ち合わせることにして、透たちは進路指導室を出た。




「で？」

　廊ろう下かを歩きながら、響は透に説明を求めた。

「でって何だ？」

「約束守るつもりなんてないんでしょ」

「さすがよくわかってるじゃないか」

　透は唇くちびるの端はしを持ち上げて皮ひ肉にく気げに笑った。響も同じように意地が悪そうな忍しのび笑いを返す。

「あんたの性せい格かくがぐにょぐにょに捻ねじ曲がってるのは、私が一番知ってるからね」

「お前にだけは言われたくはないな」

　先ほどの交渉はただの時間稼かせぎだ。とりあえず相手の出方を見たかっただけなので、目的が知れてしまえば、後はその対たい策さくを取るだけだ。

「それで、どうやってバゲをとっちめるのよ」

「バゲ？」

「バーコードハゲを略りやくしてバゲ。ぴったりでしょ」

　身も蓋ふたもないあだ名だった。何だか萩本が可哀かわい想そうになってくる。

「まあいい。俺らのネックはあの監かん視しカメラの映えい像ぞうだ。あれさえなければ問題はない」

　問題は、どこにあの映像が保ほ管かんされているのかということだ。監視カメラと記録装そう置ちは職しよく員いん室しつの窓まど際ぎわに設せつ置ちされているが、今け朝さの映像はそれとは別にどこかに複ふく製せいされているはずだ。まずはそれを確かく保ほしなくてはならない。

　普ふ通つうなら短時間でそれを見つけるのは、Ｓ級エクサーの透と響でも困こん難なんなはずだが、幸いなことにここには薫がいる。




　透が教室に戻ると、総一郎は人ひと懐なつっこい笑えみを崩くずさずに透のところまでやってきた。

「お前、何やったんだよ」

　いきなり進路指し導どう室しつに呼よび出されたことを言っているのだろう。クラスメイトも興きよう味み深ぶかそうに透と総一郎の会話に注目している。

「水瀬先せん輩ぱいも一いつ緒しよに呼び出されたらしいじゃねーか。そういうのはもっと上う手まくやれよな」

　総一郎は意味ありげに片かた目めを瞑つぶった。何か勘かん違ちがいをしているようだが、面めん倒どう臭くさくていちいち訂てい正せいする気も起きない。

「金は出せないが、口の堅かたい産さん婦ふ人じん科かなら紹しよう介かいしてやるからさ」

「アホか。そんなんじゃねーよ」

「何だ、産むのかよ？　そうか来年はお前もパパかー」

　わざと総一郎が大声で言うと教室がざわついた。皆みなニヤニヤと笑っている。

「まあ冗じよう談だんはこれくらいにして、本当は何だったんだ？　あの萩本って奴やつのことか？」

　にやけ顔は変わらないが、総一郎の声が少しだけ低くなった。いつも不思議なのだが、この男はどこでここまでの情じよう報ほうを摑つかんでくるのだろう。異い常じように耳が早いというか、情報屋顔負けといっていいくらいの事情通なのだ。

　透が頷うなずくと、やっぱりとばかりに総一郎は肩かたをひょいっと竦すくめた。目が続きを話せと言っている。

「そいつのことを出来るだけ詳くわしく知りたい」

　総一郎は理由を聞かなかった。

「後で昼飯奢おごれよ」

「使える情報だったらいくらでも奢るさ。じゃあなるべく早く頼たのむ」

　それだけを言って透は教室を出た。




　家庭科室の窓から隣となりの体育館が見み渡わたせた。バラバラと生徒が集まってきているが、体育館ではまだ始業式は始まっていない。響が窓を開けて籠こもった空気を入れ換かえている。

　強い風が窓からドアへと吹ふき抜ぬけていって、桜さくらの花びらが数すう枚まいばかり舞まい込こんだ。染井吉野の大木が、西にし棟とうと体育館と渡り廊下に囲まれた中庭に聳そびえ立っている。

　萩本が三階の家庭科室に姿すがたを現あらわした。階かい段だんを全力で駆かけ上がってきた萩本は、荒あらい息を吐はき出しながら、頭とう頂ちよう部ぶを覆おおう髪かみの毛に乱みだれがないか、しきりに気にしていた。何だかその必死な姿が哀あわれすぎて涙なみだを誘さそう。

「はあはあ、人体模型はどこだ？　あの年代で女性型の模型はとても貴き重ちようなんだぞっ」

　萩本は血走った目で透と響を睨にらみつけた。

「透さん、響ちゃん、そんなことしてたんですか？　だから私にディスクを探さがさせたんですね」

　薫がジト目で睨んでいる。否ひ定ていしたいところだが、上う手まい言い訳わけが思いつかない。

「いや、あのさ、こいつに無理やり命令されたんだよ」

「ちょっと、何デタラメ言ってるのよっ!!」

　入学式途と中ちゆうで、響が薫を体育館から連れ出すと、個こ人じん用ロッカーや自動車のダッシュボードの中、職員室の机つくえの周辺など、隙すきを見て萩本の私物を漁あさったのだ。もちろん私物を引っ搔かき回すような真ま似ねをすれば、周囲にいる他ほかの教きよう師しに怪あやしまれるところだが、薫の能のう力りよくである程てい度どの見当はついていたので、あっさりと職員室の奥おくにある個人用のロッカーから見つけ出していた。

「ディスク？」

　萩本が不ふ審しんそうに言った。響がそれを聞いて、にまあと勝ち誇ほこった笑えみを返す。

「これ、なーんだ？」

　響が手に持つ記録用ＤＶＤディスクに目を留とめると、数すう瞬しゆんの後、萩本はぎりりと音がするくらいに歯を食いしばった。一瞬にして顔面が真っ赤に染そまる。

「き、貴き様さまら……最初から取引などするつもりなかったんだなっっ!!」

「申し訳ないですね。ついでに監視カメラの記録装置からも、消去させてもらいました」

　薫の特とく殊しゆ能力とは、驚きよう異い的な嗅きゆう覚かくだ。現げん場ばに残されたどんな匂においも逃のがさない。加えて匂いそのものの分ぶん析せき能力にも優すぐれている。追つい跡せき能力においては透や響の追つい随ずいを許ゆるさない。

「先生って、狂きようが付くほどの人体模型マニアなんだそうですね」

「模型マニア？」

　響が聞き返した。

「ああ、この先生、ＧＩジョーから最近の萌もえフィギュアまで、人型をしたものなら何でも集める人体模型のマニアなんだってさ」

「うげっ、オタク？」

　響は馬鹿にしたように顔を顰しかめてみせた。

「おい、その呼よび方はやめろよ」

「えっ？　何で庇かばうのよ。ああそっか。あんたもパソオタだもんねー。うわっこいつら仲間だっ」

　そう言って響はずざざと後ずさると、透から距きよ離りを取った。薫に気持ち悪いねーと同意を求めている。薫はどう返事をしていいかわからないようで、困こまったように曖あい昧まいに頷いた。

「そういうお前はナイフオタクだろうが」

　部屋に何十本と隠かくし持っているのを、透が見逃すはずがない。

「ちょ、ちょっと失礼なこと言わないでよね」

　響は同類項と見み做なされるのがよほど嫌いやなのか、自分は違うとしきりに弁べん解かいを始めた。

　だが今はそんな言い訳を聞いている場合ではない。話が大きく逸それた。

「ええと話を戻もどすとして、実は転てん勤きん前の学校でも盗とう難なん騒さわぎがあったらしいんだ。そのときは骨こつ格かく標本だったそうだけど、さすがにこう続くと怪あやしいよな」

「くっ」

　萩本が唇くちびるを嚙かんで激はげしく透を睨みつけた。

「ちょっと調べてもらいました。ウチのクラスにそういうのに長たけた奴がいるんでね」

　総一郎の情報はかなり面おも白しろいものだった。昼飯を奢るのはまったく問題ない。お代わりしてくれてもいいくらいだ。

「警けい察さつに行ったら困こまるのは先生の方じゃないんですか？　それに俺たちが犯はん人にんだっていう証しよう拠こはもうないですしね」

「おのれ……貴様ら……さっさと模型を出せっ。卑ひ怯きようだぞっっ!!」

　萩本の目の色が変わっていた。口の端はしからは泡あわまで吹ふき出している。

　あっ、やばいなと思ったときには、萩本はポケットからナイフを取り出して、透たちに突つき出していた。透は咄とつ嗟さに薫を庇かばうように立ち位置を移い動どうして、ポケットに手を突っ込んだ。硬かたい感かん触しよくを確たしかめる。

「往おう生じよう際ぎわ悪いわねー」

　響はぺろりと唇を舐なめ回すと、ブレザーの懐ふところから、萩本が手にしているものよりも刃は渡わたりが倍以上ある漆しつ黒こくのサバイバルナイフを取り出した。萩本が口をあんぐりと開けて、怯おびえたように後ずさった。

「おいナイフオタク、学校にそんなもん持ってくるなよ」

　透は思わず呆あきれた。いつものこととはいえ、物ぶつ騒そうなことこの上ない。

「誰だれがオタクよっ。あんただってその手にスタンガン握にぎってるんでしょっ」

　響が、ポケットに突っ込まれたままの透の右手を見て言った。

　怯ひるんだ萩本は、本当に窮きゆう地ちに立たされたと感じたことだろう。あまり追い詰つめすぎると、碌ろくなことにならないのは、透も響も経けい験けん上よく知っている。

　そのとき透と響は同時に気がついた。透はその姿を、響はその足音を捉とらえていた。

「さっ、諦あきらめなさい」

　響は急いでナイフを鞘さやに戻もどして懐に仕し舞まった。透もポケットから手を出して宥なだめるように両手を前に掲かかげた。

　ここで萩本も諦めておけば、傷きずは深くはならなかったのかもしれない。

　話し声を聞きつけた女教師がこちらにやって来ていたのだ。廊ろう下かから顔を覗のぞかせる。

「あんたたち、ここで何やってるの？　始業式はもう始ま……」

　そう言いかけて女教師の目が点になった。血走った目でナイフを構かまえる萩本。そして怯えた振ふりをする透たち。

「先生、助けて……」

　わざとらしく悲鳴を上げる響に、透は苦く笑しようを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「ちょ、ちょっと待っててっ」

　女教師は生徒を助けようともしないで、そのまま走り去ってしまった。恐おそらく他の教師を呼びに行ったのだろう。

「あーあ、どうやってごまかすのかしら」

「おのれ、貴様らさえ邪じや魔ましなければ……」

　何だか哀あわれだった。確かに透と響がこの学校にいなければ、上う手まく模も型けいも手に入ったのに、邪魔された挙あげ句くにこの不ふ祥しよう事じだ。

「あのー、何か酷ひどくないですか？　だって透さんと響ちゃんだって悪いことしてるのに、この先生だけ責せめられるのって可哀かわい想そうですよ」

「いや、薫ちゃん、それは違ちがうよ」

「そうよ、薫。こいつのは自じ業ごう自じ得とく」

　そう言いながらも、どこが違うのか答えられない透だったし、萩本の自業自得とはいえ、透と響がここまで追い込んだのも確かだった。

「よくわからないけど、模型はちゃんと返して下さいね」

「えー、薫。だってあれのすり替かえに百三十万も払はらってるんだよ。それにもう売っちゃった後だし無理よ」

「響ちゃん、私にウソは通じないよ。その模型って、あそこに隠してある奴やつでしょ。匂においが流れてきてるもの」

　薫は窓まどの外を指差した。薫には必ず匂いでばれる。

「何だとっっ!!」

　萩本はいきなり大声で怒ど鳴なると、窓まど枠わくに向かって駆かけ出した。

「お前らっ、何てことするんだっ!!　日光なんかに晒さらしたら塗装が傷いたむだろうがっっ!!」

　その迫はく力りよくに押おされて、透も響も何も言えない。萩本は窓枠にしがみつくと、そのまま飛び降おりた。

「えっ？　あ、待ちなさいよっ!!」

　呆あつ気けに取られた響は、数すう瞬しゆん遅おくれて勢いきおいよく窓を飛び出した。

　薫が悲鳴を上げて走り寄よる。

　だがすぐその下は、体育館への渡わたり廊下だった。渡り廊下は二階建てで、二階部分は体育館のギャラリーにつながっている。その屋根のところに模型を置いておいたのだ。

　壁かべを透とう視しすると、響が萩本の首根っこを取り押さえているのが見えた。乱みだれた頭とう髪はつがひょろひょろと風にたなびいていた。

　透も窓を越えて渡り廊下の上に降おり立つと、模型を手に取った。萩本はようやく諦めたのか、がっくりと肩かたを落とした。

　そのときだった。萩本はいきなり響を突つき飛ばして、透めがけて突とつ進しんしてきた。

「えっ？」

　油ゆ断だんしていたのだろう。響は突然のことに対たい応おう出来ず、膝ひざくらいの高さに突き出た壁に足を取られ、バランスを崩しながらゆっくりと仰あお向むけに倒たおれ込んだ。上半身は渡り廊下の外に放ほうり出されていた。響は両手をばたつかせたが、摑つかめるものはどこにもない。頭からまっ逆さかさまに階下に落下していく。さすがに三階の高さから落ちたら、いくら響でもただでは済すまない。顔が恐きよう怖ふで引きつっていた。

「響ちゃんっっっ!!」

「響っ!!」

　咄とつ嗟さに身体からだが動いていた。透は突進してくる萩本をひらりとかわすと、模型を放り出して中空に全身を躍おどらせた。必死に響に手を伸のばす。指先に響の制せい服ふくが引っかかった。それを透は渾こん身しんの力で握り締しめた。だがブチブチとブレザーとワイシャツのボタンが弾はじけ飛んで、続けてシャツがビリビリと音を立てて破やぶけ始めた。落下を止めるまでには至いたらない。

……ダメかっ

　その瞬間、響が透の腕うでを摑んだ。間かん一いつ髪ぱつだった。

　透は渡り廊下の屋上に片かた手てでぶら下がりながら、もう片方の手で響を支えていた。二人分の体重を支ささえている右肩が脱だつ臼きゆうしそうなほどに軋きしむ。

　透は左腕を引っ張ぱりあげて響を持ち上げようとするが、さすがにそれは無理だった。利きき腕ではないので肩より上にまでは持ち上げられない。すかさず響は、透の左腕から手を離はなし、渡り廊下の屋上に片手を伸ばしたが、ぎりぎりで届とどかない。

「お、重いー、早くしろー」

「重いって失礼ねっ、じゃあ離しなさいよっ」

「りょ、了りよう解かい」

「ちょっ、きゃ────」

　本当に透が左腕の力を抜ぬいたので、響は慌あわてて透の首にしがみつく格かつ好こうになった。目と鼻の先に響の顔が来る。

「な、何てことすんのよっ。落ちたら死ぬでしょっ!!」

「お、お前が離せって言ったんじゃ……」

（……ていうか、マジで重いっっ）

「た、頼たのむ……早く……」

「ふーん、どうしよっかなー」

　そう言って響はぎゅうっと透の首根っこに抱だきつくと、底意地の悪そうな笑えみを浮うかべながら身体を揺ゆらした。

「お、お前な……」

　状じよう況きようがわかっているのかと怒鳴りたかったが、もうそれ以上声を出す余よ裕ゆうもなかった。右上じよう腕わんの動脈が圧あつ迫ぱくされて、指先の感覚がなくなり始める。そして限げん界かいだと思った瞬間、ふっと身体が軽くなった。

「はーい、おふざけは終しゆう了りよう～」

　楽しそうに笑う響の声を聞きながら、透は安あん堵どすると同時にどっと脱力した。無む性しように目の前の女をどつきたくなる。響の人生はきっととても楽しいものなのだろう。だけどそれに付き合わされる方はたまったものではない。

「あ─────っっ!!」

　そのとき萩本が素すっ頓とん狂きような声を上げて、渡り廊ろう下かの上から地上を覗のぞき込こんでいた。顔面は蒼そう白はくで口がわなわなと震ふるえていた。

　透と響は片手でぶら下がりながら、お互たがいに顔を見合わせた。

「……あんた模も型けいは？」

「あ、あれ？」

　響を助けようと飛び込むまで手に持っていたのは確かだ。だけど今手にしているのは、ビリビリに破れた響の制服だった。

「あれ？」

　響の目が険けん悪あくに吊つり上がり始める。

「お、お前を助けるためだろうが」

「…………」

「お前が油断するのが悪いんだろっ」

　返事は響の頭突きと膝ひざ蹴げりの嵐あらしだった。



















　　　　＊＊＊




　薫は自分のクラスの最さい後こう尾びにて、校長の訓くん辞じを聞いている。透と響は式には出ずに体育館のギャラリーに移い動どうした。響は制服がビリビリに破れてしまい、とても人前に出られる格好ではなかったからだが、透は単にかったるいからサボっただけだ。

　始業式はすぐに終わり、今は新しく生活指し導どう部長となった萩本が、壇だん上じように立って細こま々ごまとした注意事項を説明していた。気が抜けたようにぼそぼそと話すその声は酷ひどく聞き取りにくい。

「でもまあ、これでよかったよ。危あやうく退たい学がくになるところだったんだし」

　透はポケットから折り畳たたまれた退学届とどけを取り出した。

「あんた、まだそんなもの持ってたの？」

　響は透から用紙を取り上げると、紙飛行機を折って窓まどの外に飛ばした。飛行機は真まっ直すぐに桜さくらの木に向かって飛んでいく。

　不意に強い風が中庭に渦うず巻まいて、桜の花びらとともに飛行機はくるくると舞まい上がった。太陽の光を浴びてきらきらと輝かがやいている。

　あの後、萩本と透たちは、お互いに今回の件けんは何もなかったということで手を打った。証しよう拠こは全すべて隠いん滅めつしたとはいえ、透たちが実じつ際さいに盗ぬすみを働いたのは確かだったからだ。萩本が開き直って警けい察さつに届け出たら、まずいことになるのは間ま違ちがいない。

　ただし響は、すり替かえに使った模型の百三十万円を萩本に丸々請せい求きゆうして、それを吞ませることに成功していた。萩本は萩本で、透たちの取り成しで上う手まくごまかせたものの、ナイフを突きつけていた理由や、響を突き落としたことなどを告発されたくはなかったみたいで、その要求は吞まざるを得ないと判はん断だんしたようだ。

「はあ、私の一千万円が……」

　響は残念そうに呟つぶやくと、再ふたたび風が巻まいた。

「あれ？」

　響が指差す先に、舞い上げられたはずの紙飛行機がふらふらと戻もどってきた。そのまま隣となりの窓まどから体育館の中に流れ込んでいく。

　鋭えい角かくなフォルムのそれが、ゆっくりと弧こを描えがきながら館内を舞っていく。そのうちに何人かの生徒が場違いなそれに気がついて、目で追っていく。紙飛行機は壇上に向かって飛んでいった。

「やべっ」

　萩本は手元の資し料りように目を落としているので、それに気がついていない。

　紙飛行機は全生徒の注目を浴びながら、音もなく滑すべるように飛んでいく。そしてそれは、萩本の僅わずかな髪かみと頭皮の間に、すぽっと嵌はまり込んだ。

　体育館の空気が凍こおりついた。誰もが息を吞み、誰もが声を発することが出来なかった。萩本はマイクを持ったまま、固まったように動かない。

　萩本がギャラリーにいる透を見上げた。

「えっ？」

　目が完全に据すわっていた。なぜか透たちの仕し業わざだとバレている。萩本は紙飛行機を髪の間に挟はさんだまま、マイクを口元に近づけた。

「……殺すぞ」

　萩本は本気で言ったのだろう。そういう目をしていた。だけどそれが契けい機きとなった。館内が大だい爆ばく笑しようの渦うずに叩たたき込まれたのを背せ中なかで聞きながら、透と響は渡わたり廊下に向かって一目散に逃にげ出した。
















　非ひ合ごう法ほう探さがし物サイト。

──エクスプローラー──

　依い頼らい者しやと捜そう索さく者しやを繫つなぐブローカーサイト。欲ほしいものを依頼して、探してきてもらう。ただそれだけの情じよう報ほう仲ちゆう介かいサイトだ。

　迷まい子ごになったペットの捜索とか、落とした財さい布ふの捜索、盗ぬすまれた自転車を取り返して欲しいなどなど、警けい察さつに頼たよっていては埒らちが明かない案あん件けんなどを積極的に扱あつかっている。

　ただし非合法と銘めい打うたれているだけあって、そこで扱われる商品には、ろくでもないものも多い。

　売買が禁きん止しされている希少動物の捕ほ獲かくや、闇やみ市場に流れた一万人分の致ち死し量りように相当する青せい酸さんカリの回かい収しゆうだとか、自じ衛えい隊たい演えん習しゆう場じようから盗み出されたマニア垂すい涎ぜんとも言える地対空ミサイルの不発弾だんなどなど、とても表おもて沙ざ汰たには出来ないようなものも多数扱われている。

　そして依頼者がいるなら、探し出す者がいないと、このシステムは成り立たない。どんなに危き険けんな代しろ物ものでも、一いつ攫かく千金を夢ゆめ見て我われ先さきにと引き受けて探し出す者たち──。

　捜索専せん門もんのメンバー、通つう称しよう「エクサー」と呼よばれる者たちである。
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「あのねずみ、絶ぜつ対たいぶっ飛ばすっっ!!」

　水みな瀬せ響ひびきは小こ雨さめのぱらつく通りを、物ぶつ騒そうな独ひとり言を呟つぶやきながら全力で駆かけ抜ぬけた。薄うす黄き色いろのポロシャツの背せ中なかに泥どろが跳はねるのも構かまわずに、水みず溜たまりの中を突っ切っていく。

「この私を怒おこらせたらどうなるか、思い知らせてやるわよっ」

　だがどんなに全力で走ろうとも、前を行く男の背中は一向に近づかない。それどころか、その差はますます広がる一方だった。

「待ちなさいって言ってるでしょっっ!!」

　大声で怒ど鳴なっても、もちろん男の足が止まるわけがない。響は段だん々だんヒートアップしてきて、男を捕つかまえることよりも、男を止めることが出来さえすれば、後はどうでもよくなってくる。

　響は背中のリュックの裏うら側がわから小こ振ぶりのナイフを取り出した。

「死ねーっ」

　響は真っ昼間から人目も憚はばからずに、男にめがけて投げつけた。目の前を横切ったナイフに、通行人がぎょっとしたように腰こしを抜かしている。

　ナイフは銀色の閃せん光こうを引きながら、男の背中に向かって真まっ直すぐに飛んでいく。

……やばっ

　ようやく響は我われに返った。頭に血が上るあまり、まともな判はん断だんが出来なかったらしい。天下の往おう来らいで、人を刺さすのはさすがにまずい。

「ちょっ、それ無しっ」

　小さく叫さけんだが、男に聞こえるはずがない。響は息を吞のんでナイフの行く末を見守る。

　男の背中に突き刺さる直前、男は足をもつれさせてバランスを崩くずし、ほんの僅わずか左に体たい勢せいが傾かたむいた。

「うぎゃっ」

　ナイフは男の耳たぶを僅かに切り裂さいて地面に転がった。

　だから男は幸運だったのだ。響も危あやうく凶悪犯になるところだったのだから、助かったと言える。

　振り返った中年の男は、耳を押おさえて驚きよう愕がくしている。耳たぶから流れ出た血を見て絶ぜつ句くした。

「何だ、お前っ、殺す気かっ!!」

「ごっめーん。ちょっとムキになっちゃった。あんたが止まらないからでしょー」

　響は口では謝あやまってみせたが、これっぽっちも悪いなどとは思っていない。

「ウソつけっ、『死ねー』って聞こえたぞっ」

「えっ？　ウソ。私がそんなこと言うわけないじゃん」

「いや、言ってたよ」

　たまたま通りかかっただけの無関係な通行人が、無む謀ぼうにも響に突っ込こみを入れる。

「外野は黙だまってなさいっ」

　響は自分でも道理が通っていないのはわかっていたが、そんなことは些さ細さいなことだった。目の前には三百万円もの賞金が懸かかった獲え物ものがいるのだ。

　小こ姑じゆうとのように煩うるさい透とおるを黙らせるには、いい加か減げんこの辺りで借金を返しておく必要がある。

　そう、少々の怪け我がなど些細なことなのだ。傷しよう害がい未み遂すいなど所しよ詮せんは未遂なのだ。大した問題ではない。

　興こう奮ふんすると我を忘わすれて無む茶ちやをやるのが響の欠点で、今までにもそのせいで大きな失敗を繰くり返してきたのだが、今はそのことは綺き麗れいさっぱり頭から抜け落ちている。

　中年の男の形をした三百万円は、顔を引きつらせて回れ右をした。そして一目散に走り出す。

「だから待ちなさいって言ってるでしょっ」

　再ふたたび追いかけっこが始まった。

　男は路地裏をデタラメに走っているように見えて、一定の方向に向かっていくので、能のう力りよくを使って先回りすることも出来ない。

　体力には自信のある響だったが、男の逃げ足も相当なものだった。だが男はついに致命的なミスを犯おかした。

　男が逃げ込んだ先、そこは響たちが通う都立国こく流りゆう高校だった。
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　六月の終わり──。

　霧きり元もと透は大きな欠伸あくびをして、教室の窓まどの外を眺ながめた。雨は降ふったりやんだりを繰り返している。生活指し導どうの萩はぎ本もとの長話と同じくらいグズグズとはっきりしない空そら模も様ように、透の気分も朝から盛もり下がったままだ。

　昼休みの後の五時間目──。

　眠ねむくならない方がおかしいというのに、今受けている授じゆ業ぎようは最悪の現げん代だい国語だった。教きよう壇だんにいる担たん任にんの岡おか本もとも、どこかだるそうに授業を続けている。

　現国の授業というのは果てしなく退たい屈くつだ。純じゆん文学をどのように解かい釈しやくしようと読み手の勝手だと思うのだが、教科書的には決まった読み方というものが存そん在ざいしているらしい。

　黒板をノートに書き写すのも馬鹿馬鹿しいので、透は図書室で借りてきた海外ＳＦの短たん編ぺん集しゆうをこっそり読んでいた。超ちよう能のう力りよく者しやが悪の組そ織しきと戦うというブラックコメディな内ない容ようだったが、あまり笑うに笑えない。

　何となく白けてしまって、透は窓の外を眺めた。いつの間にか再び小雨がぱらついて、息苦しいような感覚に包まれる。どこから入り込んだのか、二匹ひきの野の良ら猫ねこが校こう舎しやの壁かべ際ぎわで物もの憂うげに雨宿りをしていた。何だかその顔が悲しそうに見える。

　能力で隣となりの校舎を覗のぞいてみたが、響はまだ登校していなかった。今日はもう来ないかもしれない。

　学校の周辺に限かぎらず、この地ち域いき一帯を朝からパトカーが巡じゆん回かいし続けていた。警けい官かんたちも、ターゲットの捜そう索さくに血ち眼まなこになっているらしい。

　エクスプローラーから緊きん急きゆう依い頼らいがあったのは、今け朝さの登校途と中ちゆうのことだった。依頼はいまだに出されたままで、今いま頃ごろ響は雨の中を走り回っているに違ちがいない。

　頭に血が上って無茶なことをしてなければいいが……と思ったが、その心配は無む駄だなことに気がついて諦あきらめた。あの響が無茶をしないはずがないのだ。
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「こう毎日毎日雨が続くと嫌いやになるな」

「そうねー」

　透は駅から学校までの通学路を響と並ならんで歩きながら、ぶつぶつとぼやいた。

　透も響も雨はあまり好きではない。幼おさない頃、嵐あらしの晩ばんに山中を強行突とつ破ぱしたときの忌いまわしい記き憶おくが、そうさせているのかもしれない。

　隣を歩く水瀬響は、ひょんなことから三か月ほど前に、隣の部屋に引っ越こしてきた。今ではベランダの仕切りを取り外してしまい、半はん同どう棲せいのような生活を送っている。

　二人はエクスプローラーの賞金で生活を送っているエクサーだった。普ふ通つうは高校生などに務つとまる仕事ではないのだが、二人の持つ特とく殊しゆ能力がそれを可か能のうにしていた。

　透は驚きよう異い的な視し力りよくと、物を透すかして見通す力、いわゆる透とう視しと呼よばれる能力を持っており、響はどんな小さな音も聞き逃のがさない圧あつ倒とう的な聴ちよう力りよくを持っていた。

　響は傘かさを傾かたむけて、薄うす暗ぐらい空を見上げている。大きな瞳ひとみには灰はい色いろの雲以外に何も映うつっておらず、物憂げな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。背せ中なかまである色しき素その薄い栗くり色いろの髪かみは、雨の湿しつ気けでしっとりと落ち着いている。

　透たちの通う高校は、入学式などの特別行事がないときは、制せい服ふくを着ていく決まりがないので、生徒たちは皆みな思い思いの格かつ好こうをしてくる。

　響はいつものように丈たけの短いキュロットを穿はいていて、今日は薄黄色のポロシャツを着ていた。薄いはずの胸むねがやや強調されているところを見ると、何らかのトリックを駆く使ししているに違いないが、命が惜おしいのでそのことには突つっ込まない。

　透はＴシャツにハーフパンツ、そしてサンダルだ。雨のときはこの格好の方がいい。素す肌はだは多少濡ぬれてもすぐに乾かわくからだ。

「たまには単車でぶっ飛ばしたくなるよな」

　雨の日のツーリングほど、不ふ快かいで危き険けんなものはない。気を抜ぬくと、濡れたマンホールや横おう断だん歩道の塗と装そうにタイヤを取られてスリップしてしまう。

「私もバイク買おうかな」

「おー買え買え。ただし俺おれに借金返してからな」

「またそれ？　あんたもいい加か減げんしつこいわねー。えいえいっ」

　透のいつもの軽口に、響はうんざりしたように口をへの字に曲げて、傘をくるくると回した。水すい滴てきが飛び散って透の頰ほおに当たる。

「何とでも言え。借金の催さい促そくは俺の趣しゆ味みだ」

　透は水滴を傘でブロックすると、袖そで口ぐちで雨う滴てきを拭ぬぐった。響は楽しそうに傘を回し続けている。

「って、あれ？　その前にお前、免めん許きよ持ってたっけ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。パトカーに追いかけられたって逃げ切る自信あるから」

「そういう問題じゃねーだろ」

　相変わらず響は豪ごう快かいなことを言っているが、それが冗じよう談だんではないところが恐おそろしい。

　今度は透が傘を回転させて、響の顔めがけて水滴を飛ばしていると、透と響の携けい帯たいが震ふるえた。こんな朝っぱらから二人同時に着信するということは、相手が誰だれかは考えるまでもない。

　エクスプローラーからの緊急依頼だった。通つう常じようの依頼はＷＥＢサイトに案あん件けんが掲けい示じされるだけなのだが、こうして緊急依頼が出されたときは、エクサーに依頼メールが流されることがある。

　今回の緊急依頼案件は、西東京地区にいる全エクサーに対して出されていた。

『標的　堀ほり川かわ直なお志し（三十一歳さい）

　概がい要よう　本日午前七時二十八分頃、府ふ中ちゆう刑けい務む所しよを脱だつ走そうした脱だつ獄ごく囚しゆうを確かく保ほのこと

　注意　多少の怪け我がは不問。警察より先に身み柄がらを確保し、エクスプローラー・エージェントに引き渡わたすこと

　報ほう酬しゆう　三百万円』

「三百万～!?」

「三百万～!?」

　透と響の声が綺き麗れいに重なった。響の目の色が変わっている。

「府中刑務所ってすぐそこじゃない」

「しかもこれ、依頼人は堅かた気ぎの人間じゃないな」

　警察よりも先に確保したいなんて、どう考えてもろくな目的ではない。

「ん？　ちょっと待てよ。こいつの名前、どっかで聞いたことあるな……」

「あっ、ほんとだ。えっと、堀川、堀川……」

　やはり響も記憶にあるらしく、首を捻ひねって思い出そうとしている。

「そうだっ、こいつ半年くらい前に騒さわぎになった窃せつ盗とう犯はんじゃないか？」

「あー、そういえばいたわね、そんな奴やつ」

　金持ちの家ばかりを狙ねらう、空き巣専せん門もんの泥どろ棒ぼうで、一時かなり話題になっていた。二十一世紀のねずみ小こ僧ぞうとか言われて、マスコミにも特集を組まれたりしていたはずだ。
















　確たしか相当に逃にげ足の速い奴で、逃げるためなら手しゆ段だんを選ばず何でもやるという話だった。

「かなり往おう生じよう際ぎわの悪い奴みたいね」

「誰かと一いつ緒しよだな」

「え？　誰のこと？」

　響はわざとらしく周囲を見渡している。

「こいつ、何かヤバいもんでも盗ぬすんだんだろうな」

　脱走と同時に賞金が懸かかったのだ。考えられるとしたら、盗んだ品を何としても取り戻もどしたい連中か、それを横取りしたい連中ということだ。

　だが何であれエクサーに捕つかまったら、悲ひ惨さんな道を辿たどることになるだろう。大人しく刑務所で刑期を全まつとうすればよかったのだ。

「まあ、どうだっていいわよ」

「それもそうだな」

　自じ業ごう自じ得とくなので同どう情じよう心しんもあまり湧わいてこない。

「久ひさ々びさの大物案件だし、気合入れないとねー」

「頑がん張ばれよー」

　他ひ人と事ごとのように応おう援えんする透に、響は怪け訝げんそうな表情を見せた。透は傘越しに空を見上げて雨あま粒つぶの落下を眺ながめた。

「何よ、あんたやらないの？」

「雨の中を駆かけずり回るのも嫌いやだし、去年みたいに出席日数が足りなくなるのも嫌だしな」

　それに何より、最近透視をすると頭ず痛つうがするのだが、それが酷ひどくなっているのが気がかりだった。だがそのことは口にしない。

　以前は稼かせげるときに稼いでしまうのが透のスタイルだったが、こと能のう力りよくに関係がありそうな障しよう害がいを思うと、無理はしたくない。しばらくは仕事を控ひかえて様子を見ることに決めたばかりだった。

「まあ頑張って三百万捕つかまえて、それで借金返してくれ。期待して待ってる」

「別にいいけど……なーんか怪あやしいわね。おかしなこと企たくらんでるんじゃないでしょうね？」

　響は疑うたがわしそうに透をじろじろとねめつけた。

「んなことねーよ。単に気乗りしないだけさ。あんまり体調もよくないしな」

　それで納なつ得とくしたのか、透の返事に響はふんと鼻を鳴らすと、くるりと身を翻ひるがえして駅前に向かった。インターネット喫きつ茶さで詳しよう細さいな依頼情じよう報ほうを引き出すつもりなのだろう。

　雨はいつの間にか霧きり雨さめに変わっていた。降ふっているのか降っていないのか、はっきりしないこういう天気が、透は一番嫌きらいだった。
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　二つばかり短たん編ぺんを読み終えて文庫を閉とじた。もう読書は飽あきていた。

　授じゆ業ぎようは終わりに差しかかっていたが、まだ十分ほど時間があった。今は斜ななめ前の生徒が教科書を朗ろう読どくしている。

　透はもう一度欠伸あくびをすると、背せ筋すじをぐっと伸のばした。その瞬しゆん間かん、ハーフパンツに突つっ込んでいた携帯が一瞬だけ震ふるえて止まった。

「すいませーん」

「霧元か、どうした？」

「腹はら痛いたいんでトイレ行っていいすか？」

　腹を押おさえて軽く演えん技ぎをすると、クラスメイトがくすくすと笑い出す。

「仕方ないな、すぐ戻ってこいよ」

「へーい」

　透は口元を緩ゆるめて笑えみを零こぼすと、教室の後ろのドアから廊ろう下かに出た。

　するとそのすぐ後から、クラスメイトの椎しい名な総そう一いち郎ろうまでが教室を出てきた。いつもにやけた笑みを絶たやさない男子生徒だが、それほどその表情に不ふ快かい感はない。

「何だ、お前まで」

　総一郎は相変わらずその体たい格かくを誇こ示じするように、黒のタンクトップに茶色のカーゴパンツというスタイルで、一年を通してあまり季節を感じさせない。透よりも頭半分ほど背せが高く、いい色に日焼けした筋きん肉にく質しつの体格は、少しだけ羨うらやましく感じるほどだ。明るい茶色に染そめ抜ぬかれた髪かみはかなり傷いたんでいる。

「水瀬先せん輩ぱいからだろ？」

「よくわかったな」

　鼻が利きくというか、目め端はしが利くというか、抜け目がない奴やつなのだ。まだ新人ながら、総一郎もれっきとしたエクサーで、外見からはまったくそうとは見えないのだが、情報収しゆう集しゆう能力はピカイチな奴だ。以前は特別に親しいというほどでもなかったのだが、しばらく前の養よう護ご施し設せつに絡からむ事じ件けんで手を借りて以来、教室では一番よく話をする相手となっていた。

　関東でも有力な暴ぼう力りよく団だん組そ織しきの組長の息子むすこだが、一いち応おう学校では秘ひ密みつということになっている。もっとも愛人の子なので、ヤクザと一緒に住んでいるわけではなく、自じ宅たくは至いたって普ふ通つうの母子家庭だ。

「ポケットの上から携けい帯たいを押さえてたからな。どうせ今け朝さの案件のことだろ？」

「そうだった」

　電話のことを思い出すと、透は携帯を取り出して廊下を歩きながら響にかけた。先ほどはワンコールで切れたが、あれは折り返し電話をしろという意味だ。どうせ授業には飽き飽きしていたので、ちょうどよかったというわけだ。

『遅おそい、わ、よっ』

　荒あらい息を吐はく音に混まじって、途と切ぎれ途切れに響の声が聞こえてきた。

「悪いね。椎名の奴が邪じや魔ましてさ」

　デタラメを言うなと総一郎が透の尻しりを蹴け飛とばした。

「で、三百万のねずみは捕まえたのか？」

『今、そっちに、向かって、るんだけど、裏うら門もんの近くに、すばしっこそうな男が、隠かくれてるの、見えない？』

　透は鈍にぶく痛いたむ側頭部を宥なだめつつ、裏門付近をざっと眺めた。だが特に怪しい人物は見当たらない。つまり響はまだ標的を捕まえていないということだ。もしくは捕まえたものの、逃げられたかしたのだろう。

「それは俺にも手伝えってことか？」

『ぐっ……何としても、捕まえるのよっ!!』

　思わず透は口笛を吹ふいていた。一いつ旦たん一人で引き受けた仕事なのに、透の手を借りようとするなど、今までの響からは考えられない。つまり響は相手に負けを認みとめたことになる。

「何だ、そんなに手に負えない相手なのか？」

『ち、違ちがうわよっ。万ばん全ぜんを期したいだけよっ。あいつ、とんでもなく、逃にげ足が速いんだからっ』

　あの響が泣きを入れるくらいなので、やはり相当の相手らしい。俄が然ぜん興きよう味みが湧わいたので、透はそのすばしっこそうな男というのを捜さがした。どうやらねずみ小こ僧ぞうというあだ名は伊だ達てではないらしい。

　総一郎には身み振ぶりでついてきてくれと意図を伝える。

「ん？　あいつかな？」

　その男はプール脇わきのブロック塀べいの下に潜ひそんでいた。敷しき地ちの外からも、プールからも、グラウンドからも死角になっていて見えない場所だ。

　男は囚しゆう人じん服ふくらしき灰はい色いろの作業着を身に着けており、脱だつ獄ごくしてからここまで着き替がえる暇ひまもなく、響や警けい官かんたちに追いかけられてきたものと思われた。五ご分ぶ刈がりにされた頭がキョロキョロと挙動不ふ審しんに動いている。

「じゃあ報ほう酬しゆうは、俺と椎名とお前の三等分でいいよな」

『はあ？　何言ってんのよっ。ここまで追い詰つめたのは私のお陰かげでしょっ。私が三分の二で、残りをあんたたちで分けなさいよ』

　走りをペースダウンしたのか、響は既すでに呼こ吸きゆうを整えていて、当然のように突つっ込こみを入れてきた。

　透の要求は確たしかに虫がよすぎるものだが、響の取り分が三分の二だと、ちょうど二百万になる。これでは透に対する響の借金が消えてしまうのだ。それでは少し面おも白しろくない。響に対しては貸かしがあるから無む茶ちやも言えるのだ。

「お前さあ、強気なのはいいけど、ここで俺たちが横取りすることにしたらどうするんだ？」

『何よ……。あんた、敵てきになるって言うの？』

　携帯の奥から殺気すら漂ただよう気配が伝わってくる。

　透はごくっと唾つばを飲み込むと、小さく息を吸すって一息に言った。

「こっちの条じよう件けんは三等分だ。それ以外は一いつ切さい受けつけない」

　泣きついてきたのは響の方なのだ。ここは強気でいって正解のはずだ。

　響は透の要求を吞のまざるを得ない。ただでさえ一人では手を焼いているというのに、透と総一郎まで敵に回しては、朝からの苦労が水の泡あわになる可か能のう性せいがぐっと高くなる。

　総一郎は透と響のやり取りをはらはらしながら見守っている。

　響が裏門の前で立ち止まり、すうっと大きく息を吸すい込んだのが見えた。

『わかったわ』

　透はほっと胸むねを撫なで下ろす。

『今からはあんたも敵よ。邪じや魔まをしたら容よう赦しやしないからそのつもりでいなさいっ』

「げっ」

　響の目は怖こわいくらいに透すき通っている。裏目に出たと思ったときにはもう遅おそかった。耳みみ障ざわりなノイズとともに通話は切れており、響は裏門を飛び越えて全力で走り出していた。

　透は本気で響を怒おこらせてしまったことを悟さとった。

「どうなったんだよ？」

　総一郎が不安そうに聞いてきた。透の険けわしい表情に嫌いやな予感はしているのだろう。

「悪い。決けつ裂れつした。俺たちを見かけたら問答無用で敵と見做なすってさ。ありゃマジだ」

「ちょ、勝手に俺を巻まき込むなよっっ」

　総一郎は逃げ腰ごしになって透から離はなれた。

「いや、もう手て遅おくれだから」

　透は総一郎にニヤリと笑うと、プール裏に向かって再ふたたび走り出した。しばらくは仕事を請うけないことに決めたばかりだったが、三百万が目の前をうろついているのだ。向こうから獲え物ものが飛び込んできた以上、見すごすのはもったいない。




　　　　＊＊＊




　二十一世紀のねずみ小こ僧ぞう──。三十一歳さい。確かに響でさえも手を焼く相手だった。

　透と総一郎は急いでプール脇に向かったのだが、透たちが駆けつける直前に、堀川はグラウンドに飛び出した。そして体育の授じゆ業ぎよう中の生徒たちが啞あ然ぜんと見守る中、するするとトラックを横切って、渡わたり廊ろう下かから、西校こう舎しやの中に入り込んだ。

　慌あわてて透たちもその後を追いかけたのだが、とにかく堀川の逃げ足は速かった。

「何だ、あれ……」

　一旦走り出した堀川はあっという間に視し界かいから消えていく。

　堀川は追いかけてくる透を見て、馬ば鹿かにしたように嘲あざ笑わらっていた。

「てめえ、待てって言ってんだろっ」

　透もついムキになって叫さけんでいた。どこかで聞いているに違ちがいない響は、ほら見なさいと鼻で笑っていることだろう。

　足には自信のある透だったが、それでもまったく追いつけないどころか、あっという間に引き離された。若わかい頃ころは陸上選手だったのではないかと思えるくらい堀川は素す早ばやかった。だがここは透たちの学校なのだ。地の利がある。

「椎名は向こうに回ってくれっ」

　堀川はどこから透たちが追いかけてくるかわからないが、透は堀川の居い場ば所しよを常つねに把は握あく出来る。この透とう視し能力があるから、透はＳ級エクサーとしてやってこられたのだ。異い常じように耳がいい響もそれは同じだ。

『こっちの出口は押さえた』

　椎名が携けい帯たいで伝えてきた。

「オーケー」

　あの先を進めば、堀川には逃げ場はない。透は総一郎のナビもしながら、先回りの連続で、ようやく堀川を中庭の一角に追い詰めつつあった。

　だがそこで突とつ然ぜん、堀川の動きが強こわ張ばったように固まる。そして急に踵きびすを返すと、迫ってきた総一郎の脇わきを、華か麗れいなステップでかわし去った。

「何やってんだ、お前っ」

『わ、悪いっ』

　いきなり反転して向かってくるとは、総一郎も思っていなかったのだろう。その分、動きが半歩遅れたのだ。

　再ふたたび追いかけっこが始まる。だが、堀川の幸運も永えい遠えんには続かない。北東の階かい段だんを駆かけ上がったのが、堀川の運の尽つきだった。

「チャンスっ」

　階段は透が、東校舎の奥おくからは総一郎が、そして北校舎は授業を終えた生徒たちがぞろぞろと教室から出てきているところだった。もう堀川に逃にげ道はない。

　後は響よりも先に堀川の身み柄がらを拘こう束そくしてしまえば透たちの勝ちだ。

　堀川は挟はさまれたことに気がついたのか、階段を上り切ったところで、足を止めた。北校舎か東校舎か、どちらに逃げるのか迷まよっているのだろう。

「大人しく捕つかまれっっ!!」

　階下から透が叫ぶ。

「やかましいわっ」

　堀川はだみ声で透にそう怒ど鳴なり返すと、あろうことかいきなり、口をもぐもぐさせた。

　透の背せ筋すじがぞわぞわと粟あわ立だつ。

「か～～～～ぺっっ!!」

「うわっっ」

　堀川の口から大きな白い塊かたまりが吐はき出される。透は全身に鳥とり肌はだを立てながら、全力でその場から飛び退すさった。頭上から降ふってきたそれはベチャッという音を立てて階段にぶちまけられた。

「なっ、お前はガキかっ!!」

「うるせえっっ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだった。今までの賞金首案あん件けんの中でも、あんな下らない逃げ方をした相手はいなかった。響が激げき怒どのあまり、透の力を借りてまで捕まえようと思ったのも頷うなずける。

　堀川は総一郎のいる東校舎に走っていく。

「根こん性じようで食い止めろっ。今度は気を抜ぬくなよっ」

『わかってるっっ』

　総一郎は両手を広げると、絶ぜつ対たいに通さないとばかりに腰こしを屈かがめて構かまえた。堀川はその気き魄はくに押されたのか、ピタリと足を止めていた。

「いいぞっ」

　透は階段を上り切ると、堀川に一気に詰つめ寄よった。だがすぐには飛びかからない。

「迂う闊かつに飛び込むなよ」

「ああ」

　透が注意を促うながすと、総一郎は大きく頷いた。とにかく相手は逃げ足が速いのだ。身をかわされたら意味がなくなってしまう。

　透は携帯を仕し舞まうと、いつものスタンガンを取り出してスイッチに指をかけた。透と総一郎は両手を広げてじりじりと堀川に近づいていく。

「くっそぅ」

　さすがの堀川もこの状じよう態たいはまずいと判はん断だんしたようで、ギリギリと歯は嚙がみしている。

「何で追いかけるんだっ」

「何でって、脱だつ獄ごく犯はんは追いかけられて当然だろ。賞金まで懸かかってんだし」

「賞金？　ぬうう。やっぱりあいつらかっ」

　堀川は心当たりがあるのか、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで宙ちゆうを睨にらんでいる。

　そのとき、透の背はい後ごから軽けい快かいな足音が聞こえてきた。なぜか総一郎の表ひよう情じようが引きつったように固まる。堀川も怯おびえたようにじりじりと後ずさった。

　嫌いやな予感がした。それもとてつもなく邪じや悪あくな予感だった。堀川から目を離はなすのは避さけたかったが、振ふり返らないと命にかかわると本ほん能のうが告げる。

　透は恐おそる恐る振り返った。

「だああああっ」

　目に飛び込んできたのは、透の顔面めがけて真まっ直すぐに飛んでくる大型のサバイバルナイフ。それも立て続けに三本。それが透の頰ほおのすぐ横を次々とすり抜けていく。

　多分、透の人生において、かなりのランキング上位に位置する、死に近づいた瞬しゆん間かんだった。

　ナイフはそのまま堀川のすぐ真横の壁かべにぶち当たった音がした。振り返ると、弾はじかれたナイフは激はげしく回転して、堀川の足元、リノリウムの床ゆかに次々と突つき刺ささるところだった。

　そして走り寄ってきた影かげは、透の後頭部にラリアットをかませて押おし倒たおすと、力ちから任まかせに横っ腹ぱらを蹴け飛とばした。

「ぐはっ」

　息が詰つまる。目から火花が散る。

　更さらにその影は、度ど肝ぎもを抜かれて固まっている堀川の顔面に電光石火の拳こぶしを叩たたき入れて、殴なぐる蹴るを繰くり返す。

「はあ、はあ、はあ。私を怒おこらせたらどうなるか思い知らせてやるって言ったわよね。腕うでの一本くらいは覚かく悟ごしなさいよっ」

　響は鬼おにの形相で息を切らせながら、堀川の右腕を捻ねじり上げた。

　だが堀川はなぜか嬉うれしそうな顔で鼻の下を伸のばしている。それほど痛いたそうでもない。関節が柔やわらかいのだろう。

「うへへへへ、もっと密みつ着ちやくしてくれ」

　響はびきっとばかりに青あお筋すじを立てると、無言のまま右腕をへし折る勢いきおいで更に捻り上げた。

「いて、いてててててて、ちょ、すまんっ」

　堀川が情なさけない悲鳴を上げたが、響も今度は容よう赦しやしない。

　透も総一郎も止めるつもりは毛頭なかった。依い頼らい条じよう件けんによると、多少の怪け我がは不問なのだ。右腕の一本くらい、多少の範はん疇ちゆうに入るだろう。だからまったく問題はない。触さわらぬ神に祟たたりなし。

　透は呻うめき声を漏もらしつつ、脇腹を押さえて何とか立ち上がった。もう少しで顔面に突き刺さるところだったサバイバルナイフだとか、ついでに横っ腹を蹴飛ばされたことについて、敢あえて文もん句くは口にしない。あれだけ怒らせてこの程てい度どで済すむなら、ある意味幸運とも言えると、透は自分に言い聞かせた。別に悔くやしくなんかない。本当にないったらない。

　総一郎は自分にまでとばっちりが飛んでこないかと兢きよう々きようとしている。

　膝ひざをついて右腕の痛みを堪こらえている堀川が、何だか哀あわれに思えてきたが、ここまで響を怒らせる方が悪いのだ。油を注いだのは透だが、そんなことは知ったことではない。




　響に命令された透が、携けい帯たいでエクスプローラーのエージェントに連れん絡らくを入れようとしたときだった。

「透さん、響ちゃん、何やってるんですか？」

　体たい操そう服ふく姿すがたの深み芳よし薫かおるが、総一郎の背後、東校こう舎しやの廊ろう下かの奥おくから顔を覗のぞかせた。薫の足元には太ったデブ猫ねこの桃ももが付き従したがっている。

　体育の授じゆ業ぎよう中だった薫は、先ほどのグラウンドでの追いかけっこを見ていたのだろう。両りよう肩かたの上で揺ゆれるお下げが心配そうにふるふると揺れている。

　薫は透や響の妹のような存そん在ざいだ。今年の春に、透たちを追いかけてこの高校に入学してきたばかりで、年は透の一つ下になる。この薫も透たちと同じ能力者で、驚きよう異い的な嗅きゆう覚かくの持ち主だ。

　そのとき、なぜか響に組み敷かれていた堀川の身体からだが、ぴくんと痙けい攣れんしたように震ふるえた。堀川は固かたく目を瞑つぶっている。

「学校に凶きよう悪あく犯はんが逃にげ込こんだみたいだから捕つかまえてたとこよ。危き険けんだからこっちに来ちゃダメよ」

　響の台詞せりふに、総一郎が、どっちが凶悪なんだと突っ込みを入れたそうな顔をしているが、もちろん透も同じ気持ちだ。

　立ち止まった薫の足元から、桃がぼてぼてと近寄ってきた。

「つーか、何でお前が学校に来てるんだ？」

（たまにはいいだろう。私だって退たい屈くつを持て余あますこともある）

　目の前の小動物から、頭の中に直ちよく接せつ意思が流れ込んでくる。

　透は桃を胡う散さん臭くさそうに眺ながめやった。薫の家で留る守す番ばんをしているはずではなかったのか。テレパス能力を介かいして人間の言葉を操あやつる猫など、非ひ常じよう識しきにもほどがある存在だ。様々な思おも惑わくを持った者たちから狙ねらわれている存在なので、迂う闊かつに出歩くのは禁きんじていたはずだ。

「いいじゃねえか、これくらい。なあ、桃ちん」

　桃はシュタッと飛び上がって、総一郎の肩に飛び乗った。透や響とは相あい性しようの悪い桃だが、なぜか総一郎とは気が合うらしい。

（で、いくらなのだ？　お前らがボランティアなどするはずがないものな）

　桃が獲物を見るような目で堀川を見下ろした。するとそれまで大人しくしていた堀川が、響の下で突とつ然ぜん暴あばれ始めた。

「おい、気をつけ……」

　透が、何か様子が変だと声を上げたときだった。

──ぶ～～～

　堀川の下半身から、下品な音が鳴り響ひびく。

「うわっ、臭くさっ」

　直ちよく撃げきを受けた響は、涙なみだ目めになって鼻を肩に押しつけた。

「ちょ、何だ、この臭におい。目に沁しみるっ」

　吐はき気まで催もよおす悪あく臭しゆうに、透も鼻を摘つまんで窓まどを開ける。あまりの馬鹿馬鹿しい展てん開かいに、緊きん張ちよう感が薄うすれた瞬間だった。

「うがああっっ」

──ゴキンッ

　堀川の右肩が外れた音だった。

「なっ!?」

　堀川は右肩の関節を強ごう引いんに外すと、無理やり響の拘こう束そくを振ふり解ほどいたのだ。そして呆あつ気けに取られた透たちの一瞬の隙すきを突くと、総一郎の横を突とつ破ぱして、薫を背はい後ごから抱だきすくめていた。

「薫ちゃんっっ」

「薫っっ!!」

　いつの間に手にしたのか、堀川は響が投げつけたサバイバルナイフの一本を拾って、威い嚇かくするように振り回した。

「え、えっと……ごめんなさい」

　薫は自分が人ひと質じちになってしまったことを理り解かいすると、申し訳わけなさそうに謝あやまった。

　だが悪いのは、明らかに油ゆ断だんした響であり、透であり、総一郎だった。最後に気を抜ぬくなど、プロにあるまじき行こう為いだった。とはいえ、いくら何でも、相手も相当に滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

「お前さあ、普ふ通つうそこまでするかあ？」

　逃げるためには何だってするという噂うわさは、確たしかに本当だったが、唾つばを吐いて、屁へを放つなど、こんな情なさけない逃げ方をした相手は、この堀川が初めてだった。

「ばーか、引っかかる方が悪いんだ」

　堀川はゴキンという顔を顰しかめたくなるような音をさせて肩を入れると、何事もなかったようにナイフを右手に持ち替かえて薫の喉のど元もとに押しつけた。

「うわ、便利な身体ねー」

　響が目を丸くしている。

　堀川は薫を引きずるようにして引っ張ぱっていくと、南東の角の図書室に逃げ込んだ。




　捕まっているのが薫でなかったら、強引に堀川の身み柄がらを押さえにいくところだが、さすがに万が一のことを考えると、迂闊に手は出せないでいた。

「あのー、ところで警けい察さつは呼よばないんですか？」

　薫が困こまったというように胸むねの前で両手を組んだ。

　その考えは透には綺き麗れいさっぱりなかった。響も同様だったようで、くるっと後ろを向いてしまった。透に対たい応おうを任まかせるという意思表ひよう示じだろう。

「そ、そうだ。警察なんか呼ぶんじゃないぞ」

　今頃気がついたのか、堀川が慌あわてて警告を発する。不ふ審しん者しやが校内に入り込んだ時点で、既すでに通つう報ほうがなされているはずだが、人質を取って図書室に立て籠こもっていることまでは、ここにいる透たち以外には誰だれも知らない。

「ほらな。こいつもこう言ってるし。警察に連絡入れるのはまだちょっと待ってよ」

「むー、透さん、何か隠かくしてるでしょ。後ろめたい匂においがしますよ」

　匂いで相手の感かん情じようを読み取ることも出来てしまう薫が、疑うたがわしそうにしている。つまりそういうことだ。警察に堀川を引き渡わたしてしまったら、肝かん心じんの報ほう酬しゆうを貰もらえないのだ。

　仕方ないので、敢あえて透は薫を無む視しして、話題を逸そらしにかかる。薫にジト目で見つめられているのを感じたが、三百万のためにはウソも方便に取って代わる。

「おっさんさあ、今なら脱だつ獄ごくだけで穏おん便びんに済すむんだぜ。女の子を人質にとって怪け我がまでさせたとなると、更さらに何十年も豚ぶた箱ばこ入りだぞ」

　堀川は半年ほど前に窃せつ盗とう犯はんとして捕つかまり、つい先日に地ち裁さいで有ゆう罪ざい判はん決けつを受けて、府中刑けい務む所しよにて服ふく役えきすることになった。金持ち相手の窃盗だけなので、大人しくしていればすぐに出所出来たはずだ。それなのに、入所直後に脱走したのだ。

「だいたい、何で金持ちしか狙わないんだ？」

「何でって、金持ち狙った方が面おも白しろいだろ？」

　堀川はきょとんとしながら、さもそれが当然であるかのように言った。

「えっ？　それだけかよ」

「こいつって、もしかして馬鹿？」

　透も響も啞あ然ぜんとして、お互たがいに顔を見合わせた。

「馬鹿とは何だ、馬鹿とはっ」

　堀川はムキになって目を剝むいているが、馬鹿というより、ガキなのかもしれない。

「じゃあ、何で脱獄なんかしたんだよ」

「嫌きらいな奴やつがいたんだっ。あんなもん飼かってるなんて信じらんねえ」

「何だそれ？」

　とてもまともな理由とは思えない。

「こいつ、親おや父じの知り合いの家にも、盗みに入ったんだぜ」

　総一郎が横から口を挟はさんだ。

「親父さんの知り合いって、やっぱりヤクザの組長か何かか？」

　暴ぼう力りよく団だんの組長宅たくに盗みに入るなど、無む謀ぼうもいいところだ。ある意味、その度ど胸きようは尊そん敬けいに値あたいするが、やはり馬鹿と言った方がいい。

「賞金懸かけたのって、多分その人なんじゃねえのかな。相当激げき怒どしてたって話だし」

「何だ、怨えん恨こんのセンか。じゃあ、捕まったら東とう京きよう湾わんだな。おっさん、ドンマイ」

「何がドンマイDon't　Mind!だっ。気にするわっ。くそっ、置物を壊こわしたくらいであの爺じじいめっ」

「置物？」

「何でもねえっ、そんなことより、お前ら、一体何者なんだっ？」

「まあ、ある意味同類って奴だな」

　忌いま々いましげな表ひよう情じようの堀川に、透はニヤリと笑い返した。

「えーと、つまりこれ、仕事なんですね。だから警察呼ばれるとまずいんだ……」

　薫が横から口を出して、透を軽く睨にらんだ。自分の命よりも報酬の方が大事と判はん断だんされたら、機き嫌げんも悪くなるだろう。

「あ、いや、あのさ、薫ちゃんの安全が第一だってのは本当だよ」

　透はしどろもどろに弁べん解かいを続けたが、薫は口を尖とがらせてそっぽを向いてしまった。透は慌てて話を逸らす。

「ところで、何でこいつ捕まったんだ？　確か現げん行こう犯はんじゃなかったか？」

　透の記き憶おくでは、ニュースではそのように報道されていた。

「それがよくわかんねえんだけど、盗みに入ったビルの一階にペットショップが入にゆう居きよしていて、その前で倒たおれていたんだとさ。狙ねらっていたオーナーの自宅は最上階で、そっちは被ひ害がいに遭あった後だそうだ。何で倒れていたのかは、その本人に聞いてくれよ」

「ペットショップねえ……。そういや、おっさん、さっきは桃を見て、すげービビってたよな」

　更さらに言えば、中庭に追い詰つめたときも、堀川は全身が強こわ張ばったように一いつ瞬しゆん動きを止めたことがあった。あのとき校こう舎しやの壁かべ際ぎわで雨宿りをしていた生き物を、透は覚えている。

「な、何のことだ？」

　堀川は白を切ってごまかそうとしたが、目が泳いでいる。明らかに動どう揺ようしていた。

「なるほど、そういうことも含めて、ねずみ小こ僧ぞうなわけか」

「うっ……」

「刑務所で猫ねこが飼われてたんだな。嫌いな奴って猫のことだろ？　だから逃にげ出した。組長宅で壊したっていうのは、猫の置物なんだろ？」

　透の推すい理りに、堀川は言葉を詰つまらせた。

「桃っ」

　透は足元に控ひかえていた桃に呼びかけた。桃は机つくえの上に飛び乗ると、透の横で身み構がまえる。堀川の表情が恐きよう怖ふに彩いろどられて、途と端たんに落ち着きを失ったようにナイフを持つ手がブルブルと震ふるえ始めた。

（飛びかかれというのだろうが、あれでは薫が危き険けんではないか？）

「むっ」

　本当は桃をけしかけたかったのだが、変に逆ぎやく上じようでもされて、薫に危害を加えられるのが一番怖こわい。

「お、おい、お前っ、その猫をちゃんと捕まえておけっ」

　堀川は目を血走らせて透に命令する。

　透は渋しぶ々しぶ桃の首根っこを摘つまみ上げると、両手で抱だきかかえた。

「お前、重すぎだぞ。一体何食ってんだ」

（すまんね）

　そのまま膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいってしまい、時間だけが徒いたずらに過すぎていく。
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　総一郎が一階の自じ販はん機きでペットボトルのお茶を買ってきた。堀川が要求したものだ。教室の窓まどは開いているものの、朝から降ふり続く雨のせいで、酷ひどく蒸むし暑い。

　あれから何ら状じよう況きようは変わっていなかった。

「なあ、もう諦あきらめろって。あんただって逃げ切れないことくらいわかってんだろー」

　今はどの教室も六時間目の授業が始まって落ち着きを取り戻もどしているが、放課後になればそれも変わる。文学部が部活でここを使うはずだし、そうなれば大おお騒さわぎになる。

　堀川は、透が桃をしっかりと抱きかかえているので、余よ裕ゆうを取り戻したようだ。

「ふん。おい、女、お前がそこまで持ってこい」

　堀川は透の説得を聞き流して、総一郎が買ってきたペットボトルをナイフで指し示しめした。

「私？」

　響が怪け訝げんそうにペットボトルを摑つかんだ。だが何気なく響は、もう片かた方ほうの手をすっと背せ中なかに回した。キュロットの腰こしの部分に手を差し入れて、何かを握にぎったような感じだった。恐おそらくそこにナイフを隠かくしているのだろう。

「あーちょっと待て。その前にお前はそこで全部服を脱ぬげ」

「ええっ？　何でよっ」

「お前がナイフを山ほど隠し持ってることは知ってるんだぞ」

　堀川は、響が背中に手を回したのを見み逃のがさなかったようだ。

　だが状況が変わったのは歓かん迎げいしていい。響が近づいて上う手まく牽けん制せい出来れば、勝機も見み出いだせる。これを利用しない手はない。

「仕方ないな」

　それは透の本心だった。断だん言げんしてもいい。邪よこしまな気持ちはこれっぽっちもない。……はずだが、口元はどうしてもにやけてしまう。

「俺おれも仕方ないと思う」

　総一郎も透に合わせてそう言った。総一郎の小鼻がぷくりと膨ふくらんでいる。

「ちょっと、あんたたち、何言ってんのよ」

「薫ちゃんのためだろ。お前の犠ぎ牲せいを無む駄だにはしない」

「あんた真顔で何言ってんの？　そんなこと出来るわけないでしょ」

　響は嫌いやそうに眉まゆ根ねを寄よせた。

　先ほどまで、どこか投げ遣やりに近かった雰ふん囲い気きが、全然違ちがう意味で俄が然ぜん盛もり上がってきた。透は机から降おりて、桃を抱いたまま響に近寄った。

「脱ぐんだ、響。薫ちゃんのためにっ」

「そうっすよ。脱いで下さい、先せん輩ぱいっ。薫ちゃんのためにっ」

　調子に乗って総一郎まで煽あおり始める。後の仕返しが怖こわいとか、そういうことはもう頭から抜ぬけ落ちていた。透も総一郎も拳こぶしを握にぎり締しめて力説する。

「透さん、椎名さん、知りませんよー」

　薫が軽けい蔑べつの意を込こめた目で透と総一郎を見つめている。

「そら、さっさとそのナイスバディを拝おがませてくれよ～」

　堀川もニヤニヤと期待に満ちた顔で囃はやし立てる。

「おっさん、多分がっかりするよ」

「何ですってっっ!!」

　透の突つっ込みに響が目を剝むいて怒ど鳴なった。怒おこるのはいいが、ポイントがずれている。

「ああっ、ついに明かされるっ!!　そのあからさまに怪あやしい谷間の秘ひ密みつがっっ!!」

　つい悪ノリして、総一郎は言わなくてもいいことまで口走っている。

「……あんたたち、死にたいの？」

　響の声が氷点下を下回る冷たさで響ひびいた。だがそんなものは男のロマンの前には些さ細さいなことだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は目を閉じてるからさ」

「あんた、目を瞑つぶったって透とう視しするでしょうがっ」

「そんなあ、俺も霧元もそんな酷ひどい奴やつじゃないですよー」

　うへへへと総一郎は笑いながら言った。だが総一郎は、後ろ手に持ち替かえた携けい帯たいをカメラモードに切り替えている。

「早くしろって言ってるだろ。この子の顔に傷きずがついてもいいのか？」

　なかなか脱ごうとしない響に、堀川はニヤニヤしながら右みぎ腕うでのナイフを薫の顔に突きつけた。

「えっ、えっとっ、それは困こまりますぅ」

　さすがに薫もこれには焦あせったのか、表ひよう情じように余裕がなくなる。

「ほらほら、早くしろってー」

「きゃっ、変なところ触さわらないで下さい～」

　薫を抱きかかえる堀川の左手が、薫の胸むねの辺りでぐにょぐにょ動いていた。薫は涙なみだ目めになって嫌いやがっている。

「何てことすんのよっ、セクハラ親おや父じっ!!」

「うへへへ、お前が早く脱がないからだろ～」

　堀川は実に嬉うれしそうだった。

　透と総一郎は、内心、おっさんグッジョブと思いながら固かた唾ずを吞のんで状況を見守る。

　さすがにこれには、響も知らん振ぷりは出来なかったようだ。

「くうううっ」

　響は喉のどの奥おくから呻うめき声を絞しぼり出した。そして顔を真っ赤にさせて、ポロシャツの裾すそに手をかけた。何か悪いことをしているような何とも言えない気分に襲おそわれる。

　誰が発したのか、ゴクリという唾つばを飲み込む音が図書室内に響き渡わたった。




「っっって、誰が脱ぐかっっ!!」

　突とつ然ぜん響は大声で怒声を上げると、背中から取り出したナイフで透に切りかかってきた。

「のわっ。ちょっ、おまっ、相手が違うってっ」

「うるさいっ、うるさいっ、うるさーいっっ!!」

（こらっ、私を巻まき添ぞえにするなっ、離はなせっ）

　空間ごと切り裂さくような一いつ閃せんが、デタラメに咲さき乱みだれる。間かん一いつ髪ぱつで切り取られた透の前まえ髪がみが宙ちゆうを舞まう。桃の尻尾しつぽが真っ二つに裂かれそうになる。

　相手が透でなかったら、今いま頃ごろは響に微み塵じん切りにされていただろう。総一郎は図書室の隅すみでブルブルと震えている。

　滅め茶ちや苦く茶ちやな暴あばれっ振りだった。

　堀川は、突然の響の乱らん心しんに、口をぽかんと開けて呆あつ気けに取られていた。

「せいっ」

　そう叫さけぶと、響は透に向かってナイフを投げ飛ばした。余よ裕ゆうで身をかわした透だったが、その背はい後ごに堀川と薫がいた。真まっ直すぐにナイフは突き進んでいく。

「きゃー」

　薫の悲鳴がけたたましく教室にこだまする。

「やばいっっ!!」

　ナイフの軌き道どう上に薫の頭部があることを、透は直感的に悟さとってしまった。

「でやあああっっ!!」

　一いつ瞬しゆんで判はん断だんすると、透は咄とつ嗟さに桃を薫たちに向かって投げ飛ばしていた。ナイフが薫に突き刺さる直前、桃がぐるぐると回転しながらその間に飛び込んだ。

（の、のわああぁ）

　必死の形ぎよう相そうの桃が、前足を伸のばしてナイフを弾はじき飛ばすのと、堀川の顔面にベタッとぶつかるのがほぼ同時だった。

「ひっ、ひいいぃぃ。た、助けてっ。う、うわあああぁぁっ」

　堀川は薫を放ほうり出すと、情なさけない悲鳴を上げた。

　透はすかさず薫に駆かけ寄よって保ほ護ごした。

「怪け我がはないな？」

「はい、大丈夫です」

　透は心からほっと安心する。さすがに今のは危あぶなかった。いくら頭に血が上っているといっても、やっていいことと悪いことがある。

　透と薫は、一いつ緒しよになって響をジト目で責せめた。

「ご、ごめん。ついかっとなっちゃって……」

「響ちゃん、ナイフ投げる癖くせはダメだよう。今だって透さんと桃ちゃんがいなかったら、私、死んでたよ？」

「う、うん、ごめん。ホントにごめん」

　薫の説教に、珍めずらしく響は身を縮ちぢませて反省していた。さすがに今の蛮ばん行こうは、本当に悪いと思っているのだろう。

　その横では、堀川は相変わらず情けない声で、逃にげ惑まどっていた。

「く、喰くわれる。ひっ、だ、誰だれか、助け……」

　床ゆかに降おり立った桃は、堀川に近づいていく。

　堀川はますますパニックに陥おちいった。よほど猫が苦手なのだろう。幼おさない頃のトラウマでもあるに違ちがいない。堀川は恐きよう怖ふに塗まみれた顔で、じりじりと後ずさると、窓まど際ぎわに追いやられた。
















「あっ」

　思わず透は呟つぶやいていた。小こ柄がらな堀川は、窓まど枠わくに足をかけると、あっさり飛び降りた。

「うわっ、おっさんっっ」

　総一郎が窓枠に駆け寄って下を覗のぞき込んだ。透も慌あわてて地上を透とう視しする。三階の高さから飛び降りたのだ。ただでは済すむまい。

　堀川は花か壇だんの上で仰あお向むけになって伸のびていた。ぴくぴくと手足が痙けい攣れんしている。軟やわらかい土だったのが幸いしたようで、辛かろうじて死んではいない。

　だが問題はそこではない。

「な、なあ……、あれって、多少の怪我って言えるかな」

　誰も何も答えない。どう見ても瀕ひん死しの重じゆう傷しようだった。さすがに病院に運ばないとまずいだろうし、そうなるとエクスプローラーに引渡しは出来ない。三百万円が泡あわと消えた瞬間だった。

「あ、あんたのせいよっっ!!」

「俺かよっ」

　それまで反省していた響が、八つ当たり気味に透に当たり散らす。

「それに、よくも人のこと、あんなにおちょくってくれたわね。何が『脱ぬげ』よ。当然覚かく悟ごは出来てるんでしょうね……」

「あ、あれは薫ちゃんを助け……ぐっ」

　透は響に一睨みされて、口を閉とじた。

「何ががっかりするだって？」

　やはり怒おこるポイントはそこなのかと、透は妙みような感心をする。

「椎名の方が酷ひどかったぞ。俺はまだマシだっ」

「なっ、霧元、てめえっ」

　総一郎が顔面を蒼そう白はくにさせて透を睨みつける。

「か、薫ちゃんっ」

　残るは薫に助け船ぶねを出してもらうしかない。透と総一郎は薫を縋すがるように見つめた。

「えっと、ごめんなさい。でも自じ業ごう自じ得とくですよね。透さんと椎名さんも反省して下さいね」

　薫はきつい一言とともに、気の毒そうに透と総一郎を憐あわれんだ。

　一歩一歩近づいてくる響に、透と総一郎は必死に後ずさる。総一郎は既すでに泣きべそを搔かいていた。

　今までの人生で、もっとも死に近づいた瞬間になるかもしれない。世の中には、からかっていい相手とそうではない相手がいることを、透と総一郎は身をもって知ることとなった。
















「ちょっと、透とおるさん、響ひびきちゃん、何やってるんですかっっ!!」

　いつの間に廊ろう下かに出てきたのか、制せい服ふく姿すがたの深み芳よし薫かおるが大声を上げた。

　ギクリと強こわ張ばったように、一いつ瞬しゆんだけ霧きり元もと透の動きが固まる。

「あっっ!!」

　水みな瀬せ響の驚おどろく声とともにケンカキックが透の胸むねに見事に決まった。

　響もこんなプロレスもどきの荒あら技わざがまともに入るとは思わなかったのだろう。チェック柄がらのミニスカートとともに、色しき素その薄うすい響の長い髪かみがふわりと翻ひるがえる。

「うげっ」

　吹ふっ飛ばされた透は、教室のドアに激げき突とつした。その衝しよう撃げきに閉しめ切っていた方のドアが外れて、透ごと教室の中に勢いきおいよく倒たおれ込こむ。そしてスクリーン代わりに壁かべやパネルに貼はりつけていた模も造ぞう紙しがびりびりに破やぶれていく。

「きゃああっ、な、何っ？」

　上じよう映えい待ちの観客の悲鳴とともに、ドミノ倒しのように連れん鎖さ的にパネルが倒れて、最後に教室の中央にあった投とう影えい機きをぐしゃりと押おし潰つぶした。

　そのほんの僅わずかな一瞬の間に、天文部が主しゆ催さいするプラネタリウムの舞ぶ台たい装そう置ちは、儚はかなくも全ぜん壊かいした。薫たちが学校祭のために夏休みの間から準じゆん備びしてきたものだった。

「あ──…………」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、透も響も固まっている。この惨さん状じようを引き起こしたのは、いつものどうでもいいような下らない言い合いから始まったケンカだった。

「……と～お～る～さ～～ん、ひ～び～き～ちゃ～～～んっっ!!」

　薫の恨うらめしそうな声が腹はらの底に響ひびいて、透はその場に飛び上がった。

　普ふ段だんは愛あい嬌きようのある垂たれ気味の薫の目が、今は怖こわいくらいに吊つり上がっている。三つ編あみにされたお下げが、にょろにょろと蛇へびのように蠢うごめいて見えるのは気のせいだろうか。白のワイシャツに濃こいグリーンのネクタイ、そしてミニスカートという制服が、雷らい鳴めいを背せ負おってばたばたとはためいているように見えるのも気のせいだ。

「ご、ごめん、薫ちゃんっ」

「薫、ごめん。だ、だからあんまり怒おこらないで」

　透と響は平ひら謝あやまりで、薫以外にも顧こ問もんの佐さ々さ木き由ゆ美み子こや、薫のクラスメイトの長なが野の美み幸ゆきを始め、他の部員たちに頭を下げまくった。

　透の打ち身以外に誰も怪け我がをしなかったのは不幸中の幸いだったが、天文部の催もよおし物は一度も上映を迎むかえることなく、学校祭初日の午前中にて早くも終しゆう了りようした。

　私服姿の一いつ般ぱん客きやくは教室の崩ほう壊かい現げん場ばを目にすると、好こう奇きの色を残しながらも引き返していく。

　落ち込んでいる天文部員の心中を察すると、透も心が痛いたむ。さすがにどう責せき任にんを取ったらいいか思いつかない。

　すると、薫が天文部員の意見をまとめて、一つの提てい案あんを出してきた。

「透さんと響ちゃんには、今日と明日、天文部のために目め一いつ杯ぱい働いてもらいます。それで稼かせいだお金で投影機を修しゆう理りして下さい。それでいい？」

「ああ、何でもやるよ」

「うん。ほんとにごめんなさい」

　透と響は、もう一度部員全員に深々と頭を下げた。

「ええとですね……」

　それまで厳きびしい表ひよう情じようで透と響を見み据すえていた薫の目め尻じりが、いつものように温和に垂たれ下がった。なぜか楽しそうに口元も緩ゆるやかになる。

「二人にピッタリの仕事があります。ついでにそれを天文部の催し物とします。透さんと響ちゃんは学校版ばんエクスプローラーをやって下さい」

「学校版エクスプローラー？」

「学校版エクスプローラー？」

　透と響の声がきれいに揃そろった。
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　非ひ合ごう法ほう探さがし物サイト。

──エクスプローラー──

　金さえ払はらえば、どんな依い頼らいでも出すことが出来る。金さえ貰もらえれば、どんなものも探し出してくる。

　エクスプローラーとは、そんな思おも惑わくを持った者たちを仲ちゆう介かいするブローカーサイトだ。

　これを探して欲ほしい。あれを見つけて欲しい。それを取り返して欲しい……などなど。

　扱あつかう数は無む限げん。扱う品も無限──。

　高こう性せい能のうＴＮＴ爆ばく薬やくから、三ツ星レストラン秘ひ蔵ぞうのレシピ、有名芸能人のマル秘映えい像ぞうなどまで、合法・非合法を問わず、積極的に取引が行われていた。

　そこには様々なドラマがある。大いなる野望と醜みにくい欲よく望ぼう、そして微かすかな希望が渦うず巻まく混こん沌とんの坩堝るつぼ──。

　そんな危き険けん極きわまる世界で生きる捜そう索さく専せん門もんのメンバーは、通つう称しよう「エクサー」と呼よばれた。

　これはそのエクサーである彼と彼女たちの物語……であったはずなのだが……。
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　学校祭二日目。天文部の部室代わりに使っている理科準じゆん備び室しつにて、透は倒れる寸すん前ぜんだった。

「し、死ぬ……。ちょ、ちょっと休ませろ……」

　そろそろ依頼を打ち切ってくれないと身が保もちそうにない。制服も汗あせだくのままびしょ濡ぬれで、ひたすら気持ちが悪い。

　普段、生徒たちは私服登校が許ゆるされているが、今日は学校の公式行事なのと、一いつ般ぱん客きやくとの区別のために制服を着用している。

　さすがに体力には自信のある透でもこの慌あわただしさは応こたえた。ずっと能力全開だったので、抉えぐるような激はげしい頭ず痛つうにも襲おそわれている。

　既すでに響は教室の隅すみにぶっ倒れて仮か眠みんを取っていた。

　誰にも届とどくはずのない極小の声すら聞き取ってしまう水瀬響と、壁に遮さえぎられた教室の中でさえ透とう視しして見通してしまう霧元透──。

　二人は特とく殊しゆ能力保ほ持じ者しやだった。

　生まれつきその能力を持っていた響と、三年前に事じ故こで頭を強打したことで身につけた透──。

　とにかく二人はその能力を駆く使しすることで、凄すご腕うでのエクサーとして生計を立てていた。

　ちなみに深芳薫も能力者の一人で、極きわめて優ゆう秀しゆうな嗅きゆう覚かくの持ち主だ。感情まで匂においで読み取ってしまうので、薫の前ではウソをつけない。

　昨日の正午から、罪つみ滅ほろぼしとして薫に学校版エクスプローラーを命じられて以来、透たちは過か労ろう死しするのではないかと思うほどの忙いそがしさだった。




『どんな探し物でも見つけます。天文部まで何でもご相談下さい』




　そう案内を書いたポスターを、薫と美幸が校こう舎しや中に貼はりまくったのだ。

　とはいえ、最初はそれほど客は集まらなかった。胡う散さん臭くさいと思うのが普通だろう。

　だけど透と響だけでなく薫までが能力を駆使して、どんな依頼でも探し出してくると、次し第だいに口コミで評ひよう判ばんが広がっていった。学校祭初日が終わる頃ころには、列をなして依頼が舞まい込むほどで、受付業ぎよう務むをしていた美幸がそれらを全すべて請うけてしまったのだ。

　お陰かげで透たちは徹てつ夜やで学校の敷しき地ち内を駆かけずり回ることになり、それは延えん々えん翌よく日じつ、つまり今日の午後まで続いた。

　成功報ほう酬しゆうということで徴ちよう収しゆうしていた料金は、投とう影えい機きを修しゆう理りしてもかなりの釣つりが生じるほどの額がくになっていた。

　ただし、集まってきた依頼にろくなものはない。

　山田さんの使用済ずみ（二時間以内）リコーダーが欲しいとか、天文部顧こ問もんの佐々木由美子と透の担たん任にんである岡おか本もと一かず樹きの人目を憚はばからずに愛し合っているパパラッチ写真だとか、生活指し導どう担たん当とうで徒あだ名ながバゲという体育教きよう師しの残り少ない毛もう髪はつだとか、メイド衣い装しようの似に合あう可愛かわいい女の子だとか、身長百五十センチ以下のＡカップで右みぎ頰ほおに笑え窪くぼの出来る天然ボケで依頼人のことを好きになってくれる可愛い彼女を見つけて欲しいとか、響の生着き替がえ生写真が欲しいとか、他ほかにも色々と思わず依頼人をぶん殴なぐってしまいそうになるようなものばかりだった。

　というか、そのうちの数人は実じつ際さいに殴ってやったが反省はしていない。

　透と響は呆あきれながらも、部員への贖しよく罪ざいのためにはやるしかなかった。

『なっ、何なんですか、いきなり。って、きゃーっ、ちょっとっ、ふ、ふがっ、ふごふごっ、ぴー、ぴーひゃららら』

　購こう買ばいでリコーダーを買ってくると無理やりターゲットの口に押し込んで吹ふかせたり、

『えっ？　霧元くん、水瀬さんっ、何なのっ？　ちょ、ちょっとやめなさいっ』

『こ、こら、担任に何てことをっ、や、やめんかっ、ぶちゅっ』

　由美子と岡本の頭を押さえつけて力ずくでキスさせたところを携けい帯たいカメラで写真を撮とったり、

『今だっ』

『ぎゃっ、いてててててっっ。って、また貴き様さまらかぁっっ』

　生活指導の萩はぎ本もとの毛髪を無理やり引き千切って追いかけられたり、

『マジ？　ほんとにいたのかよ、そんな奴やつ』

『ほらあの子よ』

『んー？　いやあれはＢカップ以上あるんじゃねえか？』

『ふふん、甘あまいわね。あれは偽にせ物ものよ。厚あつ手でのパッドが仕込まれてる』

『よくわかるな。ああ、なるほど、そういうことか……』

『な、何よ。何でこっち見るのよっ』

　身長百五十センチ以下のＡカップで右頰に笑窪の出来る天然ボケを探さがし出して拉ら致ちすると、依頼人を好きになるように無理やり暗あん示じを掛かけまくったり……などなど、それはもう涙なみだぐましい二十四時間だったわけだ。つい油ゆ断だんすると、本当に涙が出そうになる。

　ちなみに響の生写真を欲ほしがった奴は、思いっきりシバキ倒たおしてやった。響は別にいいのになどと呟つぶやいていたが、そんなものは断だん固ことして認みとめるわけにはいかない。

「欲しいものと探しものを混こん同どうしてる奴ばっかりだ。まったくガキの遣つかいじゃないっての」

「まあ、そう言うなって。感かん謝しやしてる奴いっぱいいたろ？　恨うらんでる奴もいるけど」

　目の下に濃こい隈くまを作った親友の椎しい名な総そう一いち郎ろうは、お疲つかれとばかりに透の肩かたをぽんと叩たたいた。総一郎は透たちに付き合って一いつ緒しよに徹夜してくれていた。

　茶色に染そめ抜ぬかれた短たん髪ぱつと、筋きん骨こつたくましく、いい色に日焼けした肉体からは、軽けい薄はくそうな印象が強いが、人ひと懐なつっこいので友人も多い。

　いつもにやけた笑え顔がおを絶たやさない奴だが、さすがに今は、表ひよう情じように疲ひ労ろうの色を滲にじませている。

「ところでちょっと聞きたいんだけどさ、お前らってどうなってんの？　せっかく付き合い始めたってのに、学校で見る限かぎりじゃ全然様子変わんねえし。私に気を遣つかってるのかなって薫ちゃんも気にしてたぞ」

「薫ちゃんが？」

　透は微かすかに胸むねが痛いたんだ。

　それと同時に、横になっていた響の背せ中なかがぴくりと反はん応のうした。聞こえているのは間ま違ちがいない。

　誰だれが悪いわけでもない。だけど皆みなが幸せにはなれないのが恋れん愛あいの難むずかしいところだ。

「今もあの部屋で一緒に住んでるんだろ？」

「人聞きの悪いこと言うなよ。別に同どう棲せいしてるわけじゃない」

　響とは隣同士の部屋に住んでいるので、飯も一緒に食うことが多いし、一緒に部屋でくつろぐことも多いというだけだ。

「で、どうなんだ？　毎まい晩ばん楽しんでるのか？」

　総一郎の小鼻がぷくりと膨ふくらむ。

　透は苦く笑しようを浮うかべつつ、一いち応おう慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「別に。何もねえよ」

「はあ？　ウソだろ？　いい雰ふん囲い気きとかにならねえのか？」

　総一郎はまるで奇き妙みような生き物でも見たかのように目を丸くしている。

「いい雰囲気も何も、とにかく忙しかったんだよ。俺おれも響も島しま木きの手伝いに散々駆かり出されて、部屋に戻もどることもあんまりなかったんだ」

「ああ、なるほど。まあ兄あに貴きとしても弟になら無理が言いやすかったんじゃないか」
















「だからあいつは兄貴じゃねえって」

「ははは」

　エクスプローラーの主しゆ宰さい者しやとなった島木に頼たのまれて、夏休み中はずっと運うん営えい側のサポート業ぎよう務むに忙ぼう殺さつされた。

　そして夏休みが終われば、すぐに学校祭の準じゆん備びに掛かりきりになって、結局今日まで二人だけでまったり過すごす時間などほとんどなかったのだ。

「だけど、さすがに同情するな。恋愛なんて付き合い始めが一番楽しいのに」

「それはまあそうなんだろうけど……」

　でもそれでよかったのかもしれない。ずっと半同棲のような生活を続けてきたので、今いま更さらどのように接せつすればいいのかわからなかったのだ。

　だがそのせいでお互たがいの距きよ離り感がいまいち摑つかめなくなってしまった。最初のきっかけを失うと、どう歩み寄よっていいのかわからない。

　元々が近かったので、これ以上どこまで近づけばいいのか、響も戸と惑まどっているようだった。

　だから透も響も今までと何も変わらない素そ振ぶりで接することにした。もちろんそれでいいとは思っていない。何かきっかけがあればと思うのだが、今はお互いにそれが何かわからない状じよう態たいだった。

　すると響はもぞもぞと起き出して、透と総一郎のところにやってきた。

「…………」

「…………」

　何となく気まずい。

「……お兄様が来たみたいね」

「ああ？」

　響は透から微び妙みように視し線せんを逸そらしつつ、入り口のドアを振り返った。

　咄とつ嗟さに教室の壁かべを透とう視しすると、長身の人ひと影かげが廊ろう下かを歩いていた。

「学校版ばんエクスプローラーやってるんだって？　ライバル出しゆつ現げんだな。くっくっくっ」

　どこから聞きつけたのか、サマージャケット姿すがたの島木がドアから顔を覗のぞかせた。

　どうやら冷やかしに来たらしい。薫あたりから、昨日今日の経けい緯いでも聞いたのだろう。

　島木の悠ゆう然ぜんとした物もの腰ごしと鋭するどい眼がん光こうに、天文部員の幾いく人にんかの女子生徒は、ぽーっとしたように見み惚とれている。

「こんなところに来てる暇ひまなんてあるの？　人手が足りないんでしょ？」

　この夏、散々扱こき使われたので、響も苦々しく思っているのだろう。言葉に少し棘とげがある。

「お前たちのお陰かげでやっと落ち着いたんだよ。本当に感謝してるさ。それに可愛かわいい弟の学校生活を見るチャンスだからな。保ほ護ご者しやとしては見にこないわけにはいくまい」

「誰が弟だっての……」

　透は疲つかれていて、それ以上いちいち反はん論ろんする元気もない。

「何だ、客がいなくて暇なのか？　じゃあ俺からも一つ依い頼らいを出させてもらうかな」

「もう店じまいだ」

　透はぶっきらぼうに遮さえぎった。

「はーい、じゃあこれが最後の依頼ねー。先せん輩ぱいたちお疲つかれ様でーす」

　そのとき美幸が入り口から男子生徒を送り込こんできた。

　おどおどした様子の男子生徒は、何かを確かく認にんするように教室内を見み渡わたすと、恥はずかしそうに小声で依頼内ない容ようの説明を始めた。

「あ、あの、み、深芳薫さんのマル秘ひ生写真が欲ほしいんですけど」

「なあ？　こんなんばっかだ」

　透は帰れ帰れと手で追い払はらう仕草で、投げやりに言った。こいつも一発ぶん殴なぐって追い返せばそれで終しゆう了りようだ。薫の生写真を助すけ平べいな男子生徒にくれてやる必要などない。断だんじてない。

「透は将しよう来らい、娘むすめに甘あま々あまの父親になりそうね……」

　響が呆あきれ顔で溜ため息をついている。

「ほう、薫くんの生写真か……。うん、それがいいな。俺も同じものを頼もうか。さっき可愛い格かつ好こうしているのを見かけたしな」

　島木は男子生徒の依頼に頷うなずくと、ジャケットの懐ふところに手を入れた。

「はあ？　何言ってんだ？　薫ちゃんの写真なんかどうするんだよ。それに店じまいだって言ったろ？」

「報ほう酬しゆうは出すぞ。そうだな……十万でどうだ？」

「えー、何？　本当っ？　本当に十万もくれるのっ？」

　横から美幸が素すっ頓とん狂きような声を張り上げる。

「ああ、手付金で二万払はらっておこう」

　島木は札入れからピン札を二枚まい取り出した。美幸の目の色が変わる。

「先輩っ、天文部員からの命令です。今すぐ薫の写真を撮とってくること」

　依頼を持ち込んだ男子生徒は、依頼が聞き届とどけられそうなので、固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守っている。

「あっ、でもエッチいのはダメですよ」

「ううっ、美幸ちゃん、しっかりしてるな……」

　美幸の命令とあらば、従したがわないわけにはいかない。響も透の隣となりでげんなりしている。

「一時間ほどで帰るから、それまでに頼むぞー」

　島木はテレパスの一種である認にん識しき攪かく乱らん能のう力りよくを使ったようで、いつの間にか姿は感知出来なくなってしまい、声しか聞こえない。

　美幸がきょろきょろと不思議そうにしている。

「あの野や郎ろう……」

「はああ。仕方ないわね……。じゃあ薫を捜さがしましょ」

　透は渋しぶ々しぶ立ち上がると、響と一いつ緒しよに教室を出た。
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「で、薫ちゃんはどこにいるんだ？」

「はあ？　覚えてないの？」

　響が呆れ顔で溜め息をついた。

「覚えてないって、何をだ？」

「薫をコスプレ研に売り飛ばしたの、透でしょ」

　ジト目の響は、正午になる直前に舞まい込んだ依頼について話をした。

「ん？　あっ、そうだった。すっかり忘わすれてた」

「うわっ、ひどっ。薫が聞いたら絶ぜつ対たい怒おこるわよ」

　コスプレ研究会からの依頼で、メイド衣い装しようの似に合あう可愛かわいい女の子を探さがして欲しいというものだ。

　ちょうど一番忙いそがしく駆かけずり回っていた時間帯だったので、記き憶おくがあまり定かではないが、そういえば確たしかに薫に押おしつけた記憶がある。

　島木の言っていた可愛い格好とは、その姿のことだろう。




『ええっ、何で私なんですかっっ』

　薫は目を白黒させて悲鳴を上げた。

『だって他ほかに似合いそうな子いないじゃん。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。すぐに交代要員送るからさ。今だけちょっとお願い。なっ』

　他に適てき任にんを探している時間などない。とりあえずここは薫で手を打っておいて、依頼が落ち着くのを待ってから対たい処しよすればいい。

『そ、そんなぁ』

　垂たれ気味の目をいっそう下げて、薫は悲しそうに尻しり込ごみして後ずさる。

『あー、じゃあ、連れてっちゃって』

『い、いいんですか。深芳さんがやってくれるなら、ウチとしても大だい歓かん迎げいですけど』

『ちょっと、きゃー、待って待ってっ』

　コスプレ部員二人が薫の両りよう脇わきを抱かかえ上げた。薫は泣きそうな顔で暴あばれるが、悲しいかな男二人に捕つかまってしまってはびくともしない。

『頑がん張ばれよ～』

『と、透さん、酷ひどいですぅ』

『後で時間が出来たら見に行くからさ、それまで頑張ってくれ』

『えええっ!?　そ、それも嫌いやっ。絶対見に来ないで下さいっ!!』

　薫は後ろ向きにコスプレ部員に引き摺ずられながら、廊ろう下かを曲がっていった。

『よし、次の依い頼らい』

『……あんた鬼おにね』

『何が？』

　既すでに薫のことは頭にない。まだこなさなければならない依頼は山のようにあるのだ。




　というようなやり取りがあったことを思い出した。その場にいた中で、メイド姿の似合いそうな子は、薫しかいなかったのだ。あの選せん択たくは別に間ま違ちがってはいない。

　そして次々と舞い込む依頼を、バッサバッサとやっつけているうちに、いつの間にか薫のことはすっかり頭から抜ぬけ落ちていた。

「怒ってるだろうなぁ……」

「仕方ないわね。会ったら謝あやまんなさいよ」

「ああ」

　透たちは薫を捜しながら、ゆっくりと校こう舎しやを見て回った。依頼はこれで最後なので、急ぐ必要はない。
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　透は響と一緒にいくつかの催もよおし物を覗のぞいて回った。様々な飾かざりつけがなされ、仮か装そうした生徒が行いき交かい、普ふ段だん見み慣なれた廊下なのに、まったくの別世界を旅しているような気がしてくる。

「こういうのも悪くないわね」

　響は透よりも半歩前を歩きながら鼻歌を歌っていた。背せ中なかまである色しき素その薄うすい髪かみが、楽しそうに揺ゆれている。

　確かにお祭り騒さわぎの喧けん騒そうに溶とけ込んでしまうと、疲つかれで塞ふさぎ込んでいた気分も、次し第だいに晴れやかになってくる。

　だから透も響もこの空気にあてられたのかもしれない。

「透、あ、あのね。昨日はごめんね」

「へっ？」

　間の抜けた声が喉のど奥おくから出てきた。というか耳を疑うたがった。

　最初、何のことを言われているのかまったくわからなくて、必死に昨日の出来事を思い返す。それで蹴けり飛ばされた件けんのことだと思い当たった。

　だがとても響の台詞せりふとは思えなくて、逆ぎやくに何か企たくらんでいるのではないかと疑わしくなる。

「お前本当に響か？　偽にせ者ものじゃないだろうな？」

「何よ。せっかく謝ろうって気になったのに」

　いつもなら透の混まぜっ返しに怒おこり出すはずの響が、真っ赤になって拗すねたように口を尖とがらすので、ますます混こん乱らんに拍はく車しやが掛かる。

「何言ってんだ、お前。何か調子狂くるうな」

「そうね。私も何だかおかしいみたい」

　響はくすりと笑うと前を向いた。

　いつもと違う空気。いつもと違う匂におい。

　法はつ被ぴを着た呼よび込み役の生徒たちが、透と響を教室の中に誘さそい込もうと話しかけてくる。

　二人はそれらを適てき当とうにあしらいながら廊下を歩いた。いつの間にか足取りは軽かろやかになる。

　非ひ日にち常じよう的な空間には、普段は決して口にしないようなことや、決してやらないようなことも、ついつい曝さらけ出させてしまう魔ま力りよくが込められているのだろう。

「こうしてると、何だかデートしてる気分だな」

「あら。私はそのつもりだったわよ」

　響はその大きな瞳ひとみで、透の横顔を覗き込んだ。小悪魔めいた魅み惑わくの笑え顔がおに、透は今いま更さらながら心しん臓ぞうがどきりと高鳴るのを感じた。気き恥はずかしくなって何となく響の顔が見られない。

　ふと気がつくと、透は響よりもずいぶんと背が高くなっていた。初めて会った頃ころは同じような高さだったことを思い出した。春頃に僅わずかに上回ったことも覚えていた。だけどそれから数か月経たつうちに、いつの間にか頭半分ほどの差がついてしまっていた。

「どうしたの？」

「ん？　背が伸のびたんだなって思ってさ」

「ああ、ほんとだね」

　ほんの僅か、響は透を見上げて言った。その目が眩まぶしそうに細められる。

「男の子はいいね。まだ伸びるんじゃない？」

「かもな。……でも、あんまり伸びてもバランス悪いし、俺おれはこれくらいでいいよ」

「ふうん、そうなんだ」

　何と比くらべてのバランスなのか、透は敢あえて言わなかったが、響は嬉うれしそうだった。

　半歩前を歩いていた響は、速度を落として透の真横に並ならぶ。

　いつもの凶きよう暴ぼうと言ってもいいお転てん婆ばな響と、目の前にいる妙みように女の子らしい響が、どうにも頭の中で一いつ致ちしなくて落ち着かない。

「ああ、そうそう、一つ言っとかないと。……あのケンカキックは止やめた方がいいぞ」

「何で？　あれ結けつ構こう決まるのよ。透も食くらったじゃない」

「いや、だってさ……」

　透は思わず口くち籠ごもった。女の子が制せい服ふくの短いスカートでやる技わざではない。透はよくても他ほかの奴やつらにまで丸見えなのは、かなり気に入らない。あの場に総一郎がいなくて本当によかった。

「とにかく止めとけ。禁きん止しな」

「何でよ。そんなの私の勝手じゃないっ」

　納なつ得とくがいかないのか、響はいつものように拳こぶしを構かまえた。

　しおらしく見えても、本ほん質しつはそうそう変わるものではない。お決まりのじゃれ合いになだれ込むパターンだったが、今日はいつもと少しだけ違ちがった。

「って……そういうのは止めよっか」

「……そうだな」

　非日常の空気のせいかもしれない。疲れている身体からだが、逆によかったのかもしれない。

　拳を下ろした響は穏おだやかに微ほほ笑えんで、透も小さく頷うなずいた。くすくすと二人で笑い合う。

　お互たがい、自然に手を取り合うと指を絡からめて握にぎり合う。透の左手と響の右手。指の嚙かみ合わせは、響が前で透が後ろ。

「ふふん。透って結構、独どく占せん欲よく強いんじゃない？」

　響の勝ち誇ほこったような気配が感じられた。ニヤニヤと横顔を見られているのがわかったが、透は真まっ直すぐ前を向いたまま目を合わせない。いや、合わせられない。

「だってメロメロくんだもんねー」

「なっ……」

　ふわっと全身が熱くなって、「違うわっ」と口走りそうになったが、今は特別な時間なのだ。響にからかわれるのは、少しだけ腹はら立だたしいが、なぜかそれ以上に心ここ地ちよい。

　自分でも意外なのだが、響の指し摘てき通り、どうも透は独占欲が強いらしい。欲ほしい物など何もなくて、物に対する執しゆう着ちやく心しんも薄かったというのに、この変化に一番戸と惑まどっているのは、透自身かもしれない。

　もうすぐ響と話をするようになって一年になろうとしていた。

　新しん宿じゆくの雑ざつ踏とうの中で、響と薫の姿すがたを見かけなかったら、今頃どう過すごしていただろうかと思いを馳はせる。

『宇う宙ちゆう人じんを捜さがしています』などというふざけた依い頼らいがエクスプローラーに出なかったら──。

　あの日あの時間に、新宿に買い物に出かけなかったら──。

　実じつ際さいに捜してみようなどと気まぐれを起こさずに、真っ直ぐ帰き宅たくしていたら──。

　今思えば、あれが全すべての始まりだった。

　あの日、あの場所で、能のう力りよく者しやである響と薫の姿に、透の透とう視し能力が反はん応のうしたのは、奇き跡せきと言っていい。

「何ていうかさ、お前がいてくれて本当によかったよ」

　心の底からそう思う。やっぱり響は魔法使いなのだ。透の心を魔法で操あやつっているのだ。

　でなければこんなにも響を想おもうはずがない。この左手に伝わる温かさがあれば、世界中を敵てきに回したっていい。

「そんなの私だって同じよ。透がいなかったら、今頃はとっくに二、三人は殺してて、血に飢うえたやさぐれた生活を送ってたかも」

「はは。何かリアルに想そう像ぞう出来るのが嫌いやだな」

「でしょ？」

『殺されている』ではなくて、『殺している』というのが響らしい。そしてその相手が透だったという可か能のう性せいも十分にありえる話だった。

　だからこそ、その幸運に感かん謝しやしたい。

　透が左手を軽く振ふると、響も右手を振った。繫つながった二人の想いは、リズムに乗ってワルツを踊おどる。

　廊ろう下かを曲がって特とく殊しゆ教室の並ぶ校こう舎しやに足を踏ふみ入れると、なぜかあれほどいた生徒たちがここには一人もいない。

　喧けん騒そうが遠のき、ワルツはゆったりとしたチークに変わる。二人分あった上うわ履ばきのきゅっきゅっと鳴る音が次し第だいに一つに重なっていく。

「…………」

「…………」

　透は頰ほおに視線を感じて、そっと隣となりに目をやると、響は頰を赤く染そめて熱っぽい瞳ひとみで透を見上げていた。上うわ目め遣づかいで悪戯いたずらっぽく笑う。

　それは自然な流れだった。別に意い識しきしたわけではない。

　透が僅かに顔を寄よせると、響はゆっくりと目を閉とじた。透は覆おおい被かぶさるように反対の手で響を抱だき寄せた。

──ブー、ブー、ブー

「うわっ」

　突とつ然ぜん尻しりポケットの携けい帯たいが震ふるえて、透はぎょっとしたように背せ筋すじが伸びた。

　響は閉じていた目を開けて、再ふたたびゆっくりと歩き出す。

　携帯の相手は総一郎だった。

『今どこだ？　薫ちゃんなら西校舎の三階にいるみたいだぞ』

「ああ、これから向かう」

『まあ、水瀬先せん輩ぱいとよろしくやるなら今がチャンスだぞ。頑がん張ばれよ～』

……たった今、お前が邪じや魔ましたんだよっ

　そう内心で毒づくと携帯を切った。無人だった廊下には、いつの間にか他ほかの生徒たちがやってきて、賑にぎやかに騒さわいでいた。

　この世の中の出来事は、全てはタイミングなのだ。やり直しはそう簡かん単たんではない。
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「薫はあそこね。二番目の教室」

　三階まで上がったところで、響が薫の声か足音を聞きつけた。透は人ひと垣がきと教室の壁かべを透とう視ししてその姿を捜さがすが、なぜかすぐには見当たらない。

「変だな、どこだ？　間違いないか？」

「本当よ、話し声が聞こえるもん。さすがに薫の声は聞き間違えないわよ」

「そりゃそうだな」

　そこはカップル喫きつ茶さのようだった。コスプレ研が催もよおしているらしい。

　しかも男女のペア以外はお断ことわりという但ただし書きに、独ひとり身のコスプレファンが、多数入り口のところで恨うらめしそうに佇たたずんでいる。

　どう考えても部外者としか思えない者も多数いた。ウチの高校のコスプレ研は意外と有名なのかもしれない。

　なぜか教室内は異い様ような盛もり上がりを見せていた。

　もう一度、教室内をよく捜してみると、メイド衣い装しようを身に着けた一ひと際きわ目を惹ひく小こ柄がらな少女に気がついた。

「おおっ!!」

「どうしたの？」

　髪かみを下ろして、軽く化け粧しようまでしていたので一いつ瞬しゆん誰だれかわからなかったが、それが薫だった。めちゃくちゃ似に合あってる。

……なるほど

　あの男子生徒は、薫のあの姿を写真に撮とりたかったのに違ちがいない。相手がいなくて中に入れないので、透たちに依頼してきたというわけだ。

「へえ、そんなに可愛かわいいの？」

　レースをあしらったメイド衣装が、薫の清せい潔けつな雰ふん囲い気きと相あいまって、人形のような可か憐れんさを醸かもし出している。

「ああ、あれはやばい。マジでお持ち帰りしたいくらいだ」

「むうっ」

　響は一声唸うなって透の左手を強く握にぎった。もしかしたら嫉しつ妬とでもしたのかもしれない。

「うんっ、私たちも入るわよっ」

「何でだよ。呼よび出せばいいじゃないか」

　だが響は透の意見に耳を傾かたむけることなく、透の手を引いてずんずん進んでいく。

「あれえ、水瀬先輩と霧元じゃねえか」

　受付をしていたのは、透のクラスの男子生徒だった。

「何だよ、やっぱり噂うわさは本当だったのかっ、ちくしょうっ。俺、先輩のファンだったのにぃっ」

　透と響の繫つないだ手を見て、目の前の男子生徒が大声で悔くやしがる。その声に幾いく人にんかの生徒が振ふり返って透たちに注目した。

　どんな噂なのか問い詰つめたかったが、あまりの悔しがり様ように、何となく気き後おくれしてしまって聞き出せない。

「あのさ、中に薫ちゃんいるだろ？　ちょっと呼んでくれないかな？」

　すると受付のクラスメイトは、透を厳きびしく睨にらみ据すえた。

「ダメだ。メイドさんは一いつ般ぱん生徒の目には触ふれさせないようにしている。会いたいんなら中に入れよ」

「何だよ、面めん倒どうだな」

　そのままドアを開けようとした透を、クラスメイトが素す早ばやく止めた。

「おっと、これをよく見てくれ」

　そう言って、ドアの貼はり紙を指差した。




『入店する場合は、カップル同士でちゅーをすること』




　一転してクラスメイトは、ニヤリと口くち元もとを歪ゆがませる。おまけにデジカメまで取り出して待ち構かまえていた。

　ご丁てい寧ねいに『ちゅー』の部分が、ピンク色の拡かく大だい文字で印いん刷さつされている。

「これマジ？」

「大マジ。お陰かげで大だい好こう評ひようだよ」

　何となく教室内の異い常じようとも言える盛り上がりの理由が理り解かい出来た気がした。あまりの馬ば鹿か馬鹿しさに透はくらくらと眩暈めまいがしてきた。こんな企き画かくを立てた奴やつをある意味褒ほめてやりたい。

　響は固まったように身動きしない。

　先ほどはたまたま一瞬だけ気分が盛り上がったものの、普ふ通つうは明るい日の下もとで人前でするような行こう為いとも思えない。じっとりと汗あせばむ手のひらが、二人の内心の動どう揺ようをよく表している。

「どうするよ？」

「どうするったって、やるしかないじゃないっ」

　透の問いに、茹ゆでダコのように真っ赤になった響はぶっきらぼうに言った。

「じゃあ、覚かく悟ごはいい？」

　覚悟って何だよと思わず突つっ込こみそうになる。風ふ情ぜいも何もあったものではない。

「あれっ？　何だろ？」

　響が透の背はい後ごに目を向けて言った。

「えっ？」

　振り返ろうと首を曲げた瞬間だった。少し湿しめった感かん触しよくが頰ほおに触ふれる。遅おくれてふわりと長い髪かみが透の頰をくすぐっていった。

「あああっっ、ちょ、ほっぺはダメだよー。ちゃんと口と口じゃなければさあー」

　シャッターチャンスを逃のがしたクラスメイトがぶつぶつ文もん句くを言いながら、もう一回やれとダメ出しをする。

「な、何でよっ。ほっぺはダメってどこにも書いてないじゃないっ」

　響はそう怒ど鳴なると、クラスメイトの制せい止しを振り切ってドアを開けた。そのまま透を引き摺ずるように中に引っ張ぱっていく。

　ほっとしたというか、残念というか、少々複ふく雑ざつな気分だったが、きっとこういうのも幸せな時間と言えるのだろう。

　中にいた数組のカップル客とメイドに扮ふんしたコスプレ部員は、なぜか透と響を見て割われんばかりの拍はく手しゆで迎むかえ入れた。

　何だかいまいちノリが摑つかめない。

　そこに薫の驚おどろいた声が被かぶさった。

「と、透さんっ、それに響ちゃんもっ」

　最初こそ目を丸くしていた薫だったが、急に恥はずかしそうに身を縮ちぢませて両りよう腕うでで抱だくと、背せを向けてしまった。

「み、見ないで下さい～」

「何でだよ。すげえ似合ってるじゃん。めちゃくちゃ可愛かわいい。つーか、その格かつ好こうで毎朝起こしに来てくんない？」

「そ、そんなこと出来ません～」

　薫は後ろを向いたまま俯うつむいている。耳が真っ赤だった。膝ひざ上うえのスカートから伸のびている白のハイソックスがふるふると震ふるえており、僅わずかに見えている太ももが健康そうな色気を醸かもし出している。

「えっと、じゃあさ、私がその格好で起こしてあげるよ」

「いや、それは無理。お前には似に合あわんだろ」

　響のその姿すがたを想そう像ぞうして、透は冷静に突つっ込こみを入れる。

「むうっ、何でよっ」

　響が着たら、メイドというよりも侍じ従じゆう長ちようといった趣おもむきだ。それはある意味貴き重ちようなカットだが、畏おそれ多すぎて何だかあまり嬉うれしくない。

　というか、響が透よりも先に起きているというのが想像出来ない。たいていは透が遅ち刻こくするぞと壁かべ越ごしに怒鳴って、響が目を覚ますというのがパターンだったからだ。

「それより、まだここにいなくちゃいけないんですか？　代わりの人は誰ですか？」

「ごめん、まだ少しだけ我が慢まんしてよ」

「えー」

　薫はほっぺたを膨ふくらませて、透を可愛く睨にらみつけた。

　透が慌あわてて謝あやまり倒たおすと、なぜか薫はすぐに機き嫌げんを直してくれた。その隙すきに依い頼らいの件けんを切り出す。

「それじゃあ、写真撮とっていい？　薫ちゃんの生写真が欲ほしいって依頼が来てるんだよ」

「依頼？　だだだだだ、ダメです。写真なんて絶ぜつ対たいダメですっ」

「何で？　別にいいじゃない。どうせ私は似合わないけど、薫はこんなに似合ってるんだしぃ」

　響はさっきのやり取りを根に持ったのか、横目で透を意い識しきしながら口を尖とがらせている。

「島木が十万払はらうって言ってるんだよ。だからちょっとだけ協力してよ」

「えっ、島木さんが？　どうして？」

　薫は不思議そうに首を傾かしげた。それはそうだろう。島木が薫の写真を欲しがる理由など、透も響もまったく想像がつかない。

「報ほう酬しゆうの半分は薫ちゃんに上げるからさ」

「でも……」

　そう言ったきり、俯いて考え込んでいた薫だったが、何を思いついたのか、急に楽しそうな表ひよう情じようで二人を見上げた。

「じゃあ、透さんと響ちゃんが出場したら、その参加賞を私に下さい。それなら写真撮ってもいいです」

「出場？　参加賞？」

「はい。あれです」

　薫は黒板を指差した。

　透と響はそこに書かれた文字に目を走らせると、お互たがいに顔を見合わせた。

『カラオケ大会　デュエット出場者募ぼ集しゆう。参加者には色々楽しめるコスプレ衣い装しよう差し上げます』
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　ブラスバンド部とコスプレ研と生徒会とで共きよう催さいするこのイベントは、ブラスバンドの生なま演えん奏そうをバックにコスプレ研の衣装を着てカラオケをするというなかなか豪ごう快かいな企き画かくだった。

　コスプレ研は舞台衣装の貸し出しと参加賞品の供出という形で協賛しているらしい。

　場所を体育館ステージに移うつして、企画は既すでに始まっていた。

　直前にエントリーした透・響組のデュエットは一番最後で、ステージ脇わきの控ひかえ室で順番を待っていた。

　透はなぜか甲かつ冑ちゆう姿に着き替がえさせられ、響は目にも鮮あざやかにドレスアップしている。異い世せ界かいの騎き士しと女エルフという設せつ定ていらしい。

　事前に計画が出来ていたのではないかと疑うたがうほどに、薫の仕切りで手て際ぎわよく話が進んでいく。もう完全になすがままだ。

　総一郎は熱心に透と響の写真を撮っている。後日冷やかすネタにするつもりなのだろう。

　順番が回ってくるまで、まだしばらく時間があったので、島木の名を呼んだ。どうせ近くにいるに決まっている。

　案の定、島木は透のすぐ後ろに現あらわれた。

「なかなか面おも白しろそうなイベントだな」

「ほらよ、依頼の写真だ」

　ニヤニヤと笑う島木を、透は憮ぶ然ぜんとした表情のまま無む視しして、薫のメイド姿を撮さつ影えいしたメモリーカードを差し出した。

「おお、そういえばそんなものも依頼してたな」

「何だよ、いい加か減げんだな」

「ははは。まあそう言うな。薫くんの頼たのみだったからな」

「薫ちゃんの頼み？」

　怪け訝げんそうにしている透の前で、島木はメモリーカードを薫に渡わたしてしまった。

　逆ぎやくに薫は、透たちが薫に上げた参加賞のメイド衣装を、島木に手渡す。

「上う手まくいったな」

「えへへ。作戦成功ですね」
















　そう言って島木と薫はハイタッチを交かわし合う。

「薫、どういうこと？」

　響が怪訝そうに首を傾げた。薫は悪戯いたずらっぽく笑うばかりで答えようとはしない。

「お前らは忙いそがしくてチェックしてなかったみたいだが、今朝エクスプローラーに一つの依頼が来たんだよ。とあるデザイナーのオリジナル衣装が欲しいというな」

「へっ？」

　意外な話に、透はしばらく思考がついていかない。

「そのデザイナーというのが、ここのＯＢということらしい。この高校のコスプレ研は、昔からその世界ではかなり評ひよう判ばんのいい職しよく人にんの集まりなんだそうだ。マニアの収しゆう集しゆう癖へきにはほんと頭が下がるよ」

　響はそんな話は初耳だと目を見開いた。もちろん透も聞いたことなど一度もない。

「かなりのプレミアが付くだろうって話だ。それでまあ、お前らを焚たきつけて入手させればちょうどいいなと」

「なっ、そんなの能のう力りよく使えばこっそり持ち去れるだろうがっ」

「俺おれは堅かた気ぎ相手にコソ泥どろのような真ま似ねはせんよ。ただ、普ふ通つうにお前らに依頼したって絶ぜつ対たいに請うけないだろうからな」

　コスプレして大おお勢ぜいの前で響と一いつ緒しよに歌えと言われても、さすがにそれは願い下げだ。

「それでどうしたものかと考えていたら、薫くんとばったり会ったってわけだ」

　その場で近きん況きようを語り合っているうちに、この流れを打ち合わせたということらしい。

　つまり島木は、透たちが薫の写真を撮とりにいけばこうなるということを読んでいた。

　そして薫も、島木の狙ねらいがあの参加賞だということはわかっていたので、咄とつ嗟さに透と響を取引に誘さそい込んだ。

　せっかく透と響が付き合い始めたというのに、以前とまったく変わらない様子に、薫が密ひそかに心を痛いためていたというのは総一郎から聞いた通りだ。もしかしたら、自分に気を遣つかって、お互いが踏ふみ出せないのではないかと、気に病やんでいたらしい。

　それでこのイベントで二人の仲が接せつ近きんしてくれれば幸いと考えたのだろう。

　その薫の気遣いは嬉うれしかったが、結局は島木にいいように使われただけのような気がして無む性しように腹はらが立つ。

「ちなみに依い頼らい金きん額がくはいくらだったんだ？」

「八十万だ」

「なに～～～～。てめえ、いくら何でも八十万はぼったくりだろっ」

「ええっ、ちょ、それはずるいっ」

　しかし透と響が詰つめ寄よったときには、島木の姿すがたは視し界かいから消え失うせていた。薫も依頼金額は知らなかったみたいで、目を丸くして驚おどろいている。

『残りの金は薫くんに渡しておいた。また何かあったら連れん絡らくする。じゃあな』

　遠くから声だけが聞こえてくる。

「ちょ、ちょっと待て、こらっっ!!」

　悔くやしさ全開で叫さけぶが、もう島木の気配は、微み塵じんも感じ取ることは出来ない。相変わらず卑ひ怯きよう極きわまりない能力だった。

　今サブマシンガンを持っていたら、きっと三百六十度、全方位に乱らん射しやしている。

「くそっ、何でこんなことになったんだ？」

「ねえ、このままばっくれちゃっても問題ないわよね」

　ブラバン生演奏でのカラオケは気持ちよさそうだが、見み世せ物ものになるのは気分のいいものではない。

「そんなのダメです。私、楽しみにしてるんですから、ちゃんと約束は守って下さいね」

　薫はニコニコしながら言った。

「うっ……」

　その表ひよう情じようを見て、透は諦あきらめた。あれからまだ一か月しか経たっていないのだ。内心はきっと複ふく雑ざつなものを抱かかえているに違ちがいない。透だったら、こんなふうに祝福することなどとても出来ない。

　そう考えると、薫の頼みをうっちゃるのは、その想おもいを踏みにじる行こう為いだった。

　透も響も仕方ないと覚かく悟ごを決めた。開き直って堂々とするのが、皆みなにとって一番いいのだ。下へ手たな気遣いほど、人を傷きずつけるものはない。
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　順番が来て、透と響の名が呼よばれると、一いつ瞬しゆん体育館内が静まり返ってすぐにざわめきへと変わった。そして透と響が手を繫つなぎながら出ていくと、なぜか大だい歓かん声せいが沸わき起こった。そこに悲鳴や怒ど号ごうが混まじっているのは気のせいとは思えない。

　以前から噂うわさにはなっていたようだが、お互たがいに付き合っていないことを公言していたので、こうして二人で出てきたことが驚きだったのだろう。

　ひと月前から付き合い始めたことを透が告げると、「霧元くたばれっ」とか、「お前は呼んでねえっ」などと罵ば声せいを浴びせられた。響の隠かくれファンがかなりいたらしい。透は響と更さらに身体からだを密みつ着ちやくさせて、ざまあみろと心の中で呟つぶやいた。

　ブラスバンドの演えん奏そうが始まり、少し前に流行したデュエットのラブソングを二人で歌う。

　透の歌声は普ふ通つうだったが、さすがに聴ちよう力りよくが異い常じよう発達した響は、リズム感、音感ともに抜ばつ群ぐんだった。適てき当とうにアドリブで音階を変えながら、透との息の合った二重唱を披ひ露ろうして、観客を驚かせた。

　歌い終わると、周囲から一いつ斉せいに「キスしろ」だの「ちゅーはまだかー」などと歓声が飛び交かった。どれも総一郎と薫と島木の声によく似にていた。

「何言ってんだっ」

「な、何よっ」

　透と響はマイク越ごしに慌あわててけん制せいするが、大きなどよめきと拍はく手しゆまで起きては、その声は観客には届とどかない。

　嵌はめられたと思ったときには遅おそかった。薫は最初からこれを狙っていたのだろう。

　体育館全体が異い様ように盛もり上がってしまい、適てき当とうに煙けむに巻くことは許ゆるされない雰ふん囲い気きだった。

　しまいには「布ふ団とん持ってこーい」などという叫び声も飛んできて、それは総一郎の声で間ま違ちがいない。「頑がん張ばってー」というのは薫の掛かけ声だろうか。

　大きな期待と、少しのやっかみ、そして僅わずかな呪のろいを込こめた視線に晒さらされて、引っ込みがつかなくなる。司会者役の男子生徒と女子生徒も、二人を逃がしはしないと、透と響の両側を固めた。

　もうこの場を収おさめるには、一つしか手はなかった。

　響も同様に思ったようで、苦く笑しようしながら透を見上げた。

「仕方……ないわね」

「……だな」

　こんな形でのスキンシップを求めていたわけではないが、それほど悪い気はしなかった。

「でも私は結けつ構こう楽しかったわよ。気分もすっきりしたしね」

「すっきり？」

　マイクを離はなして小声で話す。観客からはどうするのか二人で迷まよっているように見えたらしく、いっそうの囃はやし声が上がる。

「だって、透と手を繫いで一いつ緒しよに歩いてたら、そこら中でヒソヒソ悪口が聞こえるんだもん。あんな凶きよう暴ぼう女には透くんはもったいないとか、色いろ仕じ掛かけで誑たぶらかしたに決まってるとか」

　響は珍めずらしく薫のように、ほっぺたを膨ふくらませて憤いきどおった。

「だったら、これ以上ないアピールになるな」

　透は唇くちびるを歪ゆがめて意地悪く笑う。響が嫉しつ妬とされたということは、逆ぎやくもまた然しかりということだ。数で言えば、絶ぜつ対たいに透の方が多いに決まっている。

「ふむ。そう考えると、多少は気分いいかも」

　透の返事に、響も一緒になってくすくす笑った。

　体育館の壁かべ際ぎわでは、総一郎と薫が大きく手を振ふっている。

　響は目を閉とじると、心持ち顎あごを上げてその時を待つ。

　響の薄うすい唇が僅かに窄すぼめられていて、そこに透の目が吸すい寄よせられる。薄いリップに彩いろどられた艶つややかな唇はとても可愛かわいかった。

　透が響の頰ほおにそっと手を触ふれると、一気に周囲の温度が跳はね上がる。

　そして透はゆっくりと唇を重ねた。

　その瞬間、この日一番の歓声が体育館を包み込んだ。
















　非ひ合ごう法ほう探さがし物サイト。

──エクスプローラー──

　いくら払はらってでも、望みの品を手に入れたい。

　どんな品であれ、金さえ貰もらえれば探し出そう。

　そんな者たちの思おも惑わくをトレードする闇やみのブローカーサイト。それがエクスプローラーである。

　そこで扱あつかわれる品に制せい限げんなど何一つない。万ばん人にんが眉まゆを顰ひそめるような非合法な品から、とんでもないプレミアのついたお宝たからまで、そこでやり取りされるブツは混こん沌とんに満ち満ちている。

　大金を投じて依い頼らいし、危き険けんを冒おかして暴あばき出す。

　そこにあるのは、己おのれの欲よく望ぼうにのみ忠ちゆう実じつな者たちが、騙だまし合い、駆かけ引き、奪うばい合いの末に織おり成す怪あやしいドラマ──。欲望原理主しゆ義ぎ者しやたちの狂きよう宴えんは、いつ果てるともなく続く。

　そんな危険極きわまる世界で、捜そう索さく専せん門もんのメンバーとして活動する者たちを総そう称しようして「エクサー」と呼よんだ。

　これはそのエクサーである彼と彼女たちの物語……であったはずなのだが……。
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「ひ、響ひびきちゃん、ど、どうしよう……」

　深み芳よし薫かおるはどこか地に足が着いていないような様子で学食にやってきた。三つ編あみにしたお下げが、肩かたの上でピコピコと揺ゆれている。

　薫は垂たれ気味の目め尻じりをいっそう下げて、全身から困こまっているという雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。だけどどこかにやけているようにも見えて、霧きり元もと透とおると水みな瀬せ響は顔を見合わせた。

「どうしたのよ」

「わ、私、告白されちゃった……」

　薫は響の隣となりに座すわると、上気した顔で一息に言った。

「なあに～～～～」

「何ですってっ!!」

「何だって───」

　透と響だけでなく、椎しい名な総そう一いち郎ろうまでが、音を立ててパイプ椅い子すから一いつ斉せいに立ち上がった。

　周囲から一斉に注目が集まるが、透たちが騒さわがしいのはいつものことと、すぐに注意は逸それていく。

「いつ？」

「ついさっきです。体育館の裏うらに呼ばれました」

「この雨の中を？」

　透は怪け訝げんそうに聞き返した。登校中に突とつ然ぜん降ふり始めた雨のせいで、ところどころで擦すり切れたジーンズとカーキ色のモッズパーカーは、今も半はん乾かわきの湿しめった感かん触しよくで心ここ地ちいいとはとても言えない。

　よく見れば薫の肩の辺りが雨で濡ぬれているが、薫は舞まい上がっていて何とも思っていないようだ。

「で、どこの誰だれなんだ？」

「同じクラスの男の子？」

「えっ、きゃ、ちょっとっ、伸のびちゃうよっ」

　透と響は薫のタートルネックのセーターを引っ張ぱって、白はく状じようしろとばかりにガクンガクンと前後に揺すり立てた。

　総一郎はよほど驚おどろいたのか、強こわ張ばった表ひよう情じようのまま固まって動かない。秋も深まってきた頃ころだというのに、相変わらずタンクトップ姿すがたで、日に焼けた逞たくましい筋きん肉にくを披ひ露ろうしている。

　実は関東でも有力五指の一つに数えられる暴ぼう力りよく団だん組長の愛人の子なのだが、ここにいる者たち以外、誰もそのことは知らない。

「三年生で、水みず島しま友とも彦ひこさんという人ですよ」

　薫はあっさりと相手の男の名前を口にした。隠かくすつもりはないらしい。

「あっ、あいつかっ」

「えー、水島くんっ!?」

　総一郎はようやく動きを取り戻もどし、響は大きな瞳ひとみを更さらに見開いて素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　響は背せ中なかまである色しき素その薄うすい髪かみを、今日は珍めずらしくバレッタで一ひと纏まとめにしていた。厚あつ手でのトレーナーと丈たけの短いキュロット、日に焼けた小麦色の長い足が目に眩まぶしい。

「知ってるのか？」

「ウチのクラスの男子よ。ちょっと変わってるけど顔もいいし、背が高くてスポーツマンで格かつ好こういいって評ひよう判ばんなの。確たしか家もお金持ちなのよね」

「えっと、格好いい人でした。もしかしたら透さんよりも素す敵てきかも」

「ウソだろ。そんな奴やつ、本当にいるのか？」

　真顔で首を傾かしげたら、すかさず嫌いやな顔をした総一郎に脛すねを蹴け飛とばされた。

　もちろん三倍にして蹴り返したのだが、尽ことごとく避よけられてしまった。勝ち誇ほこっている総一郎が異い常じように憎にくたらしくなる。

　透は透とう視し能のう力りよくを使って響の教室を見上げた。能力の無む駄だ遣づかいだが、今は緊きん急きゆう事じ態たいなのだ。エクサーの仕事なんかよりもずっとこちらの方が重大だ。

　だけど相手の顔を知らないので、いくら覗のぞき見ても意味がない。

「でも水島くんかあ。見た目だけならそうね、人気あるわよ。薫、ファンの女の子たちに妬ねたまれちゃうかもね」

「そうなの？」

「仕方ないわよ。いい女には敵てきも多いものなの。私がいい例よ」

　響は顎あごを反そらして胸むねを張る。

「それは悪い例って言うんじゃ……」

「そこ、うるさいっ」

　透の突つっ込みは瞬しゆん殺さつされた。響の一ひと睨にらみで透は口を噤つぐむ。

「えっと、それで、放課後デートすることになっちゃいました。えへへ、初デートでーす」

「何～～？」

　嬉うれしそうに言う薫に、再ふたたび三人の突っ込みがきれいに重なる。

「ま、待って。それは早いっ。早すぎるよ、薫ちゃんっ」

　なぜか総一郎が、焦あせったように身を乗り出した。

「えっと、何がですか？」

　薫はきょとんとした顔で、意味がわからないと不思議そうにしている。

「だってよく知りもしない野や郎ろうといきなりデートって、そりゃ危き険けんすぎるってもんだよっ」

「危険って……」

　響は隣で呆あきれたように呟つぶやいている。

「お、男ってのはな、色々とその……、悪わる巧だくみをしてるんだっ」

「水島さんは優やさしい人です。悪い人じゃありませんっ」

「会ったばかりじゃないかっ。何でそんなことわかるんだよっ」

「椎名さん、私の能力を忘わすれたんですか？　それくらい初対面でもわかりますっ」

　薫は可愛かわいい顔で、きりっと総一郎を睨みつけた。心なしか垂れ気味なはずの目も吊つり上がっている。

　薫は飛び抜ぬけた嗅きゆう覚かくの持ち主で、人の悪意すら匂においで感じ取ってしまうという、警けい察さつ犬けんも尻尾しつぽを巻まいて逃にげ出す異能者なのだ。

　ちなみに響は地じ獄ごく耳みみで、彼女には隠し事は一いつ切さい出来ない。

　薫と総一郎がこんなふうに言い争いをするのは珍しい。というか初めて見た気がする。

「二人とも落ち着けよ」

　だが総一郎は透の仲ちゆう裁さいに耳を貸そうとしない。

「あー、もうっ、とにかく、今日の放課後デートはダメだっ」

「でも……」

「あんな奴についていくのは絶ぜつ対たいに反対だっ」

　頭ごなしにまくし立てる総一郎だが、次し第だいに強こわ張ばっていく薫の表情に気がついていないらしい。

「……椎名さん。私、誰かに初めて告白されて、嬉うれしかったんです。それなのに……」

　いつの間にか薫の声が低くなり、両りよう拳こぶしはきつく握にぎり締しめられていた。

　総一郎はぎょっとしたように固まっている。

……はあ、やれやれ……

　透は内心で溜ため息を漏もらした。普ふ段だんは大人しく聞き分けのいい薫だが、こうなると意い固こ地じになる一方だった。

「どうしてそんなこと言うんですかっっっ!!」

　薫は怒ど鳴なり声を上げていた。周囲のざわめきが一瞬だけ静まり返る。

「か、薫ちゃん……」

「絶対についてこないで下さいっ。椎名さん、約束ですからねっ」

　薫は総一郎の返事も聞かずに行ってしまった。

　総一郎は言葉を失って、疲つかれたようにパイプ椅い子すに腰こしを下ろした。

「馬鹿ねー。あんなふうに言ったら、反発されるに決まってるじゃないの」

「ぐっ」

　響の指し摘てきに返す言葉もなく、総一郎は唇くちびるを嚙かんでいる。

　だが透にも総一郎の気持ちはわからないでもなかった。二人とも薫のことを妹のように可愛く思っているだけに、知らない男の出しゆつ現げんが面おも白しろくないのは当然だった。

「それにしても告こくられたのが初めてってのは意外だったな。あれだけ可愛けりゃ、声をかける野郎も多そうなのに」

「教室ではあんまり目立たないタイプだからだよ。隠かくれファンは多いんじゃないかな……」

　総一郎は遠い目で、薫の走り去った学食の入り口付近を見つめている。

「でもなあ、あの舞まい上がりようは、ちょっとどうかと思うぞ」

　透もやや憮ぶ然ぜんとしながら言った。相手の男子生徒がどんな奴なのか知らないが、やはり気分のいいものではない。

「薫ちゃんは自じ己こ評ひよう価かが低すぎるんだよ。自分なんかが告白されるはずがないって思ってるんじゃないかな……」

　総一郎がぽつりと言った。珍めずらしくその表ひよう情じようからにやけた笑えみが消えている。

「はあ？　何でだよ」

「誰のせいだと思ってんだ。お前に振ふられたからだろ。水瀬先せん輩ぱいと比くらべられたら、誰だって自信失なくすぜ」

　それを言われては、透と響は何も言い返せなくなってしまう。

「だからこそ、よっぽど嬉しかったんだろうな」

　総一郎は自じ嘲ちよう気味に呟いた。その姿すがたはどこか寂さびしそうでもあり、普段の人ひと懐なつこい総一郎からは想そう像ぞうも出来ない。

「そこまでわかってるなら、何であんなこと言ったんだ？　さっきのはお前らしくなかったぞ」

「…………」

　だが総一郎は答えない。

　雨の勢いきおいが弱まったのか、空は幾いく分ぶん明るくなっていた。周囲のざわめきもしっとりとした落ち着きを感じる。

「……ちょっと……、意外だったんだ」

「何が？」

「まだ傷きずは癒いえてないと思ってたんだけど……」

　総一郎は透と響に一いつ瞬しゆんだけ目を留とめると、ほんの少しだけ溜め息を吐はき出した。このテーブル一帯だけ、重力が変わったように空気が重くなる。

「なるほどね。それが想おもい止とどまってた理由？」

　響の軽かろやかな声が、重苦しい雰ふん囲い気きを打ち破やぶるように被かぶせられる。

「おかしいっすか？」

　総一郎は透すき通った目で響を真まっ直すぐに見返した。

「別に。でもあんたにその資し格かくあるの？　いっつも色んな女の子に声かけてばっかりじゃない」

　響は話にならないとばかりに首を振る。

「あれじゃあ、薫が怒おこるのも無理ないわよ。椎名さんにだけは言われたくない……ってね」

　響は総一郎を挑ちよう戦せん的にねめつけた。

　総一郎も負けじと受け止めている。

　だけど透は二人の会話の流れが読み切れず、いまいち内ない容ようが理り解かい出来ない。置いてけぼりを食くらった気分だった。

「えーと、話が見えないんだけど……」

　透が口を挟はさむと、響は少しだけ目を見開いた。

「透って鋭するどいのか鈍にぶいのかわからないわね」

　響はあっけらかんと言うので聞き流しそうになったが、何気に酷ひどいことを言われている気がしてムッとなる。

　響は椅子から立ち上がって、総一郎を真っ直ぐに見下ろした。

「悪いけど、私はあんたの応おう援えんをするつもりはないわよ。薫が幸せになってくれるなら、相手は誰でもいいと思ってるから」

「…………」

　総一郎は何も言い返さない。

　ここに至いたってようやく透も、総一郎の想おもいというものが何を指しているのか、理解が及およんだ。

「えっ？　あっ、マジ？　そういうこと？」

　総一郎が薫に対して淡あわい好意を持っていることは何となく気がついていたが、それでも真しん剣けんな想いにまではなっていないと思っていたのだ。

　いつの間にそんなことになっていたのか、それとも当初から想いを隠し続けていたのか……。

「タイミングなんだよ。出会ったときにはお前がいた。ただそれだけさ」

　総一郎は再ふたたび普段の人懐っこい笑みを取り戻もどして、透は感情が読めなくなった。こうなると総一郎の本心は微み塵じんも窺うかがい知れなくなる。

「椎名……」

　透が声を上げた瞬間だった。

「ちょっとよろしいかな？」

　突とつ然ぜん横から、真ま面じ目めくさった声とともに男子生徒が顔を出した。サラサラの前まえ髪がみとさっぱりとした服装のセンスは、清せい潔けつそうな雰囲気を存ぞん分ぶんに醸かもし出している。中ちゆう性せい的というか、女性に好まれそうなきれいな顔立ちだ。

　何者か知らないが、今は取り込こみ中なので後にしろと言おうとしたのだが、男子生徒は透を遮さえぎって話を続ける。

「おっと、ダメだなんて無ぶ粋すいなことは言っちゃいけない。モテる男というのは否ひ定てい的なことは言わないものだ。常つねにポジティヴシンキング」

　ブではなくヴと発音しているのが、意味なく腹はら立だたしい。

「…………」

　総一郎は露ろ骨こつに顔を顰しかめていた。

「……何だ？　この暑苦しい奴やつは？」

　透は男の目にかかりそうな前髪を摑つかんで、思いっきり引き抜きたい衝しよう動どうに駆かられる。

「彼が水島くんよ。私のクラスメイトで、ついさっき薫に告白した相手」

　響はどこか楽しそうに透に説明すると、総一郎を意味ありげに見つめた。

「こいつが？」

　透は思わず男の全身をしげしげと眺ながめていた。

　確たしかに見た目はいいのかもしれない。女子生徒が騒さわぐのは、何となくわからないでもない。

　ただしそれは黙だまっていればの話だ。

「君、霧元くんだよね」

「そうだけど」

「仮かりにも僕ぼくは上級生だ。こいつ呼よばわりは心外だな。ちゃんと敬けい語ごを使い給たまえ」

「た、給えって……」

　透は絶ぜつ句くした。リアルで「給え」などと口走る奴は初めて見た気がする。

　すると総一郎が水島の横に立った。

「霧元に何の用だよ？」

「ふふん。霧元くん、君については色々と話を聞かせてもらったよ」

　水島は総一郎の問いには一いつ切さい耳を貸かすことなく、透に話しかけた。というか目の前にいる総一郎に見向きもしない。

「おい、質しつ問もんに答えろよっ」

　無む視しされた形の総一郎は、こめかみをヒクつかせながらも何とか平静を保たもっていた。

　だがそれでも水島は聞こえていないのか、わざとそうしているのか、透から目を逸そらさない。

「こっち向けってのっ」

　業ごうを煮にやした総一郎は、透と水島の間に入ってその視線を遮さえぎった。

「ん？　何だい君は。僕は霧元くんと会話してるんだ。勝手に割わり込んでくるなんて失礼だよ」

　水島はそこで初めて総一郎を認にん識しきしたようで、胡う散さん臭くさそうに見やった。そして頭の先からつま先までをざっと観察して、溜ため息を漏もらした。

「ただの筋きん肉にくバカか……。あ、いや失礼。バカは言いすぎだな。筋肉くん」

　総一郎のこめかみに瞬しゆん時じにして青あお筋すじが浮うき立ったのがはっきりと見えた。

　総一郎がこんなふうに怒いかりを前面に出すのも珍めずらしい。今日はいつもと違ちがう総一郎の姿すがたが頻ひん繁ぱんに見られて面おも白しろい。

「それで用よう件けんは何かね？」

「それは俺おれの台詞せりふだっ」

「君には用はない」

「だからっ、霧元に何の用かって俺が聞いてんだろっ!!」

　まったく会話が嚙かみ合っていない。見ている方は面白いが、総一郎は今にも殴なぐりかからんばかりにヒートアップしている。

「こいつ、頭おかしいのか？」

　透は小声で響に問いかけた。

　響は苦く笑しようとともに透の耳元に口を寄よせる。

「こういう人なのよ。思ったことがすぐ口に出ちゃうみたいだけど、まあ悪気はないみたいよ」

「いや、悪気とかそういう問題じゃないと思うんだが……」

　恐おそろしくマイペースな奴だった。

　薫は一体この男のどこを見ていたのだろうか。こんなのが女子生徒から人気があるらしいが、何かの間違いとしか思えない。

　すると、水島がずいっと透のそばに近寄ってきた。

「ところで君は、深芳薫くんのことをどう思っているのかね？」

　何が「ところで」なのかさっぱりなのだが、どうやらそれが本題らしい。

「可愛かわいい妹だと思ってるけど……」

「なるほど、では私のライバルというわけだな」

「ライバル？」

　水島も薫の兄になりたいという意味だろうか。

「いいだろう。そこまで言うのなら仕方ない。薫くんの愛を賭かけて私と勝負だっ!!」

「？？？　何で？」

　皆みな一様にぽかんとした表ひよう情じようで水島を見ていた。関係ない野や次じ馬うままでも、顔にはてなマークが浮き出ている。

「私と勝負して、負けた方が薫くんを諦あきらめるとさっき説明しただろう？」

「いや、今初めて聞いたぞ」

「まったく、君は人の話を聞かない奴だな」

「お前が言うなっ」

　その場にいた全員が盛せい大だいに突つっ込むが、水島はまったく意に介かいしていない。

「ふん、さては怖おじ気けづいたかね。薫くんの想おもい人と聞いていたのだが、勘かん違ちがいだったのかな。僕の相手ではなさそうだ」

　水島は前髪を搔かき上げると、わざとらしい溜め息をついてみせた。それが無む性しように癇しやくに障さわる。

「……こいつもう、殴なぐっていいか？」

　一いち応おう透は、水島のクラスメイトである響に問いかけた。

　見た感じ水島は身体からだを鍛きたえているようではないし、透が本気を出すまでもなく秒殺出来るだろう。

「暴ぼう力りよくかね。いいだろう。かかってくるがいい。その代わり君には、停学三日間コースをプレゼントしよう。はっはっはっ」

　どうやら勝負は拳こぶしでするものではないらしい。そうとわかると急速にやる気が失うせてくる。

「霧元、勝負してやれっ」

「ええっ？　やだよ。俺に何のメリットもないじゃん」

　それにこんな奴やつとは、正直言ってかかわり合いになりたくない。

「では薫くんは僕のものということでよろしいか？」

「何でそうなるんだっ!!」

　無視しておけばいいものを、総一郎はムキになって反はん論ろんしている。薫は水島のものという台詞がどうあっても気に入らないのだろう。

「ふうっ、何だい、君は。さっきからいちいち突っかかってきて。それとも君が僕の相手になるというのかい？」

「くっ、ああっ、俺が相手だっ。覚かく悟ごしろっ!!」

「お断ことわりだね。僕には何のメリットもない」

「なっ。この野や郎ろう……」

　総一郎の顔面が怒いかりで真っ赤に染そまる。

「いや、待てよ。ふむ……。雑ざ魚こを相手に、僕の想おもいの強さを見せつけるのも悪くはないか……」

　水島は大声で独ひとり言を呟つぶやく。もちろん総一郎にも十分聞こえる大きさだ。

「いいだろう。気は進まないが君の相手になろうではないかっ」

　水島は芝しば居いがかった様子で、総一郎にずびしっと人差し指を突きつけた。

「この野郎……。お前にだけは、死んでも薫ちゃんは渡わたさねえっ!!」

　総一郎は総一郎で、鼻息荒あらく燃もえ上がっている。

　わけがわからぬまま、わけがわからない展てん開かいに突とつ入にゆうしていた。

「おい、あんまり熱くなるなよ……」

　透は総一郎を宥なだめたが、完全に頭に血が上っている様子で、もう何を言っても無む駄だだった。

　勝負は単たん純じゆん、明日の放課後までに薫に気に入られた方の勝ちという、酷ひどくアバウトなものだった。

「はっはっはっ、薫くんのハート獲かく得とく対決だっ」

「……何そのネーミング……」

　響は心底呆あきれているようだ。その気持ちはよくわかる。

　水島は高笑いを残して教室に戻もどっていった。

　総一郎は水島の後ろ姿すがたに口くち汚ぎたない捨すて台詞ぜりふを飛ばしているが、恐らく相手は聞いてなどいないだろう。

　薫の与あずかり知らぬところで、薫のハートをゲットするという、あまりにも馬ば鹿か馬鹿しい抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしようとしていた。
















「ま、まあ……頑がん張ばれよな」

　既すでに五時間目の授じゆ業ぎようは始まっている。透はそそくさと椅い子すから立ち上がった。

「ちょっと待てよ。協力してくれないのかよ」

「何で？」

　透は真顔で総一郎に聞き返した。これは二人の勝負で、透が口を出す話ではない。というか、巻まき込まれる前に逃にげ出したいというのが本音だ。

「何でって、お前。あんな奴に負けていいわけないだろっ!!　くそっ、何が『薫ちゃんは僕のもの』だ。あんな野郎に渡せるわけがねえっ!!」

　まだ気持ちが収おさまらないのか、総一郎は唾つばを飛ばす勢いきおいでまくし立てた。

「んなこと言ったって、金にもならねえのに、こんな下らない勝負やってられるかよ」

「くっ、こんなときも金かよ。ちょっと待てっ」

　そう言うと総一郎はどこかに電話を掛かけた。続けてメールを忙いそがしく打ち始める。

　その直後に透と響の携けい帯たいにメールが入ってきた。

　怪け訝げんに思いながら携帯を開くと、それはエクスプローラーからの依い頼らいメールだった。クライアントは椎名総一郎。件けん名めいは「薫ちゃんのハートをゲットしろ」だった。依頼金きん額がくは十万円。

　くらくらと眩暈めまいがしそうになる。

「……お前、馬鹿だろ？」

「……あんた馬鹿でしょ」

「うるせえな。いいから決めろよ。依頼を請うけるのか請けないのかっ。請けないならお前らは、今日から敵てきだっ」

　総一郎は透だけではなく、普ふ段だんはまったく頭の上がらない響に対してまで暴ぼう言げんを吐はいていた。

「でも十万かあ……」

　響が意味深なことを呟いて何かを考え込こんでいる。

「ちょ、おい響、こんなの請けるつもりか？」

「悪くはないわね。面おも白しろそうじゃないの。協力する気はさらさらなかったけど、どうやら椎名も本気みたいだし、一ひと肌はだ脱ぬぐ価か値ちはありそうね」

　恐おそろしく馬鹿馬鹿しいことになりそうな展開だった。

「俺は手なんか貸かさないからな」

「邪じや魔まさえしなければそれでもいいぜ」

　総一郎は響の協力を得られることがわかったので、透についてはあっさり諦めたようだ。

「一応言っておきますけど、これは成功報ほう酬しゆうですよ。負けたら一円も払はらわないっすからね」

「オーケーオーケー、それでいいわよ」

　響は僅わずかに口元を歪ゆがめながら、軽く請け負っていた。あの顔は、いざとなったら薫に事じ情じようを話して、形だけでも総一郎が勝ったことにして貰もらうつもりなのだろう。響らしいといえば響らしい。

　こうして、『薫のハートをゲットして校こう舎しやの片かた隅すみで愛を叫さけぶ』作戦が始まった。

　まったくもって世界は平和だった。

　僅か一か月前の緊きん張ちよう感溢あふれる激げき動どうの日々は、一体どこに消えたのだろうか。
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　透と総一郎と薫は、生徒玄げん関かんで三年のＨホームＲルームが終わるのを待っていた。

「あーあ、せっかくの放課後デートなのに……」

　薫は恨うらめしそうに空を見上げているが、一向に降ふり止やみそうにない。

　するといつの間にやってきたのか、水島が背はい後ごから話しかけてきた。響もその隣となりにいる。

「薫くん、僕の傘かさに入っていくかい？　ちょっと狭せまいけど」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑う水島の歯が、キラリと煌きらめいたように見えたのは透の錯さつ覚かくだろうか。

　この雨の中でも、むやみに前まえ髪がみがサラサラなのは、さすがというか何というか思わず感心してしまいそうになる。

「お前何言ってんだ？　薫ちゃん、傘持ってるじゃねえかっ」

　総一郎は馬鹿にしたように鼻で笑う。

　だが薫は満まん更ざらでもなさそうで、僅わずかに頰ほおを赤らめていた。

「はい、水島さん……」

　薫もおずおずと水島の差し出す傘の中に入った。

「なにい～～」

　総一郎は情なさけないほどに驚きよう愕がくしている。

「なるほど、相手のペースを乱みだし、無理やり自分のペースに巻き込む……か。恋こいの常じよう套とう手しゆ段だんね。でも一歩間ま違ちがうとウザがられるから、なかなか高度なテクよ」

　響がしきりに感心していた。

「ちょ……、お前まで何言ってんの？」

　どう考えても勘かん違ちがい野や郎ろう以外の何者でもないのだが、透の感覚がおかしいのだろうか。

「ほら、もっとくっつかないと濡ぬれちゃうよ」

「きゃっ」

　水島は薫の肩かたに手を回すと、そばに抱だき寄よせた。

　薫は小さく悲鳴を上げただけで、それ以上は抵てい抗こうもしない。ますます顔を赤らめている。

「あーっ、てめえ、何、セクハラしてんだよっ」

　だが総一郎の抗こう議ぎも、二人の世界を作っている薫と水島には、雨の音と同じ程てい度どのノイズにしかなっていないようだ。

「ふふん、今度は『ぎゅっと身体からだを密みつ着ちやくさせたら肌が触ふれ合っちゃって恥はずかしいわっ、きゃっ』作戦ね。相手はなかなか手が早い。これは手て強ごわいわね……」

「あのー、もしもし響さん？」

　どこまで本気で言ってるのかさっぱりわからない。もはや透にはついていけない世界が広がっているらしい。

　すると何を思ったのか、総一郎は差していた傘を放ほうり投げると、いきなり校門を出て、道路の真ん中まで飛び出した。

　一台のタクシーが後輪を僅かにスリップさせながら急停止して、盛せい大だいにクラクションを鳴らした。運転手は目を剝むいて総一郎に何やら怒ど鳴なっている。

「薫ちゃんっ、タクシー拾ったから乗っていきなよ。これなら雨にも濡れないしさ。駅まで送るよ。何なら家まで送るからっ」

　総一郎は雨の中を傘も差さず、喜色満面の笑みで手を振ふっている。きっと、薫へのアピールも出来てデートの邪魔も出来る、起死回生のアイデアとでも思ったのだろう。

　だがこんなことをされたら普通は引く。

「こりゃダメだ……」

　透は頭を抱かかえて呆あきれ返った。

「えっ、でも……。そんなの悪いよ……どうしよう、水島さん……」

　案の定、薫は困こまったように返事を濁にごすと、水島に判はん断だんを任まかせた。

　当然水島はそんな提てい案あんを受け入れるはずがない。

「君は無ぶ粋すいな男だねえ。こんな雨の中でも、二人で相合傘するから楽しいのではないか。そんなこともわからない君は、馬に蹴けられて死に給たまえ。はっはっはっ」

　そう言って水島は高らかに笑うと、薫とともに歩き始めた。

「おーい、そっちは駅じゃねえぞー」

　だが透の突っ込みは二人には届とどかない。

「か、薫ちゃん～～」

「あっ、そうだっ」

　そう言って薫が総一郎に振り返った。

　総一郎はぱっと顔を輝かがやかせる。

「椎名さん、絶ぜつっ対たいに、ついてこないで下さいねっ。ちゃんと匂においでわかるんだからっ」

　ダメ押おしの一言だった。薫はそれだけを言うと、弾はずむ足取りで水島と楽しそうに歩いていく。

　呆ぼう然ぜんと見送る総一郎の後ろ姿すがたが非ひ常じように痛いた々いたしい。

「まあ仕方ないな。明日頑がん張ばればいいさ。つーわけで、せっかく停とめたんだし乗っていこうぜー」

　透は総一郎の肩を叩たたいて慰なぐさめると、タクシーの後部座ざ席せきのドアを開けた。運転手は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしているが、乗車拒きよ否ひまではしない。

「あっ、私、助手席ね。タクシーの前の席って好きなんだー」

　響も便乗して助手席に乗り込んだ。

「うっだあーっっ。誰だれがお前らに乗れなんて言ったよっ。降おりろっ!!　つーか先せん輩ぱいっ、協力するんじゃなかったんすかっ!!」

「ええー。マジー？」

　響はタクシーのフロントガラス越ごしに土ど砂しや降ぶりの空を見上げて、うんざりしたように言った。

「先輩、頼たのみますよー。先輩はついてくるなとは言われてないから。あいつがおかしなことしないように、しっかり見張ってて下さい……」

　総一郎のあまりに悲ひ愴そうな呟つぶやきに、響はさすがに戸と惑まどっている。

「じゃあ、頼みましたから……」

　そう言い残すと、総一郎は可哀かわい想そうなくらいに萎しおれて、とぼとぼと駅まで歩いていった。

「どうするんだ？」

「運転手さん、あの二人を追いかけて下さい」

「うわ、鬼おにだな。どうせタクシー代は椎名に払はらわせるつもりなんだろ？」

「必要経けい費ひと言ってよね」

　そう響が答えた直後、すかさず響の携けい帯たいにメールが入った。

『乗っていくのは構かまいませんが、タクシー代は払いませんからね』

「あーもうっ、こういうところは抜ぬけ目ないのよね」

　知った仲というのはやりにくいらしい。
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「へっくしょーいっ」

　今け朝さから何度目のくしゃみだろうか。

　マンションから駅までの道のり、雨も上がり今朝は快かい晴せいだったが、透の鼻はどうにも湿しめっぽかった。

「透、大だい丈じよう夫ぶー？　熱あるんでしょ？」

　響は心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。その様子に透は少しだけほろりときてしまった。以前だったら、感う染つるから近寄るなと蹴けりの一つも飛んできたに違いないからだ。

「今日一日だけなら、何とかなるだろ……」

　昨日、響に付き合わされて薫たちのあとをつけたのだが、あの二人は何が楽しいのか、びしょ濡ぬれになりながら街を歩き回っていた。

　楽しそうに笑う薫を見ていると、何だか寂さびしいような気持ちに胸むねが疼うずいたものだ。

　マンションまで帰ったときにはすっかり身体からだは冷え切っており、寝ねる頃には身体がぼうっと熱っぽくなっていた。どうやら季節外れの風か邪ぜを引いたらしい。

　響はケロリとしているのが激はげしく納なつ得とくがいかない。

　メールによれば、薫も何ともなかったようで、今日も元気いっぱいの様子が文面から伝わってきた。貧びん乏ぼうくじを引いたのは透だけのようだ。

　逆ぎやくに総一郎からはメールの返事はなく、相当落ち込んでいるのだろう。

「結果は見えてるよな。スタート地点からしてハンデ背せ負おってたし、椎名に勝ち目はなさそうだ」

　もし総一郎と薫が付き合うことになったら、それはそれで楽しそうだったが、それがいいことなのかどうか、正直透は自信が持てない。

　少なくとも薫は、透や響と一いつ緒しよにいるよりは、水島と一緒にいる方が健全なのは間ま違ちがいない。

　この一年というもの、薫は透と響、そしてエクスプローラーとかかわらなければ、誘ゆう拐かいされることも殺されそうになることもなかったのだ。それはごまかしようのない歴然とした事実だ。

「ねえ……、透は薫をどうしたいわけ？」

「俺おれは薫ちゃんに幸せになって欲ほしいだけだ」

「じゃあ薫が誰かと付き合うのは問題ないのね」

「まあ、あいつだけは勘かん弁べんして欲しいけどな」

「水島くんも悪い人じゃないんだけど、男の子には受けが悪そうね」

「椎名じゃダメなのか？」

「多分、薫の両親が反対すると思う……」

　響は力なく首くびを振ふった。

「ああ、そういうことか……」

　確たしかに両親には紹しよう介かいしにくいだろう。

　総一郎の責せき任にんではないとはいえ、生まれ持った環かん境きようは変えようがなく、受け入れていくしかない。

「椎名自身も、それはわかってると思うよ」

「……難むずかしいところだな」

　総一郎は可愛かわいい女子生徒を見れば、片かたっ端ぱしから声をかけまくっているわりに、透の知る範はん囲いでは真しん剣けんな付き合いには至いたったことがない。

「こんなこと薫の前では絶対に言えないけどね」

　潔けつ癖ぺきな薫にはきっと理り解かい出来ないだろう。

「私や透や椎名は、月や星と同じ。闇やみ夜よにしか生きられない。昼間に輝くことが出来るときっていうのは、超ちよう新星爆ばく発はつのように命の燃もえ尽つきる最さい期ごの一いつ瞬しゆんだけ……」

「詩人だな。そこまで自じ虐ぎやく的にならなくてもいいんじゃねえか。俺たちだって頑張れば楽しい未来を作っていけるかもしれないじゃん」

　透は肩かたを竦すくめると、努めて明るい口調で言った。そして響に手を差し出す。

「……だといいね」

　響はにっこりと微ほほ笑えんで透の手を取った。

「薫は太陽なの。あの子には真まっ直すぐに生きていって欲しいって強く思う」

「それは同感だな」

　余よ計けいなお世話だと言われそうだが、それは透と響の切なる願いでもある。
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「薫ちゃん、昨日は本当にごめんっ。お詫わびにこれを受け取ってよ」

　生徒玄げん関かんで待ち構えていた総一郎は、薫の両手では抱かかえ切れないほどの真っ赤なバラの花束を差し出した。周りの生徒たちは何事かと呆あつ気けに取られている。

「あちゃー……」

　昨日メールで花でも送れとアドバイスしたのは透だったが、どうも感覚が根本的にずれているらしい。気持ちが空回りしすぎて、既すでに自分でも何をやっているのかわかっていないのだろう。

「えっと……」

　思った通り、薫は昨日以上にドン引きしていた。だいたいこんなものを貰もらっても、置く場所がない。

「では薫くん。これは受け取ってくれるかな？」

「わあ、可愛い」

　水島が差し出したのは、ガーベラの一輪挿ざしだった。オレンジ色の花びらが淡あわく輝かがやいている。毒々しいバラの花束とは大違いだ。

　総一郎は渡わたし損そこねた花束を後ろ手に抱えて、居い心地ごこち悪そうに小さくなっている。

「……何か可哀かわい想そうになってきたな……」

「哀あわれね……」

　透に八つ当たりする元気もなくしたのか、総一郎は今にも泣きそうにしょげていた。とぼとぼと教室に向かう背中が哀あい愁しゆうを誘さそう。

「僕ぼくの力を思い知ったかね、霧元くん。筋きん肉にくくんなど僕の敵てきではないのさ」

　総一郎と薫が教室に向かったのを見み届とどけて、水島は勝ち誇ほこったように透に嫌いや味みを飛ばしてきた。

「これで二対〇だが、もう諦あきらめたらどうだい？」

「まだよ。まだわからないわ。最後の勝負は昼休み。最後は一発逆ぎやく転てん、三ポイントよ」

　響が指を三本突つき立てて水島を挑ちよう発はつする。

「今までの勝負、意味ねーじゃん」

　思わず透は突っ込こんでいた。

「はっはっはっ、よかろう。かかってくるがいい」

「いいのかよっ」

　どこからその自信が湧わいてくるのか、透にはさっぱり理解出来ない。いや、理解しようとする方が無む謀ぼうなのかもしれない。
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　四時間目が始まる直前、既に総一郎は魂たましいの抜ぬけ殻がらのようになっていた。

「霧元……。俺はもうダメだ……」

「だー、情なさけねえ奴やつだな」

「そんなこと言ったって……、どうせ俺には無理だったんだ。薫ちゃんのハートは、俺なんかが触ふれていいものじゃなかったんだよ……」

　総一郎は微び妙みように恥はずかしい台詞せりふを呟つぶやきながら、泣き言を漏もらしていた。

　透は慰なぐさめようと思ったのだが、やはりどことなく滑こつ稽けいさが滲にじみ出ていて、苦く笑しようが堪こらえ切れない。

「ああ、グッバイ・マイ・ラヴ……」

　透は腹ふつ筋きんが切れるかと思った。

　隣となりの校こう舎しやで、響がペットボトルのお茶を盛せい大だいに吹ふき出しているのが目に入る。

……それ以上、笑わすなっ

　透は必死に笑いを嚙かみ殺した。

「し、椎名っ、まだチャンスはあるっ。諦めるなっ」

「今いま更さら何言ってんだ……」

「今日の学食の限げん定ていＡランチ、カキフライだ」

「それがどうかしたのかよ」

　不ふ審しんそうな総一郎に、透はニヤリと唇くちびるの端はしを持ち上げる。

「実は薫ちゃんの大好物だ」

　総一郎はピクリと反はん応のうすると、一ひと呼こ吸きゆう置いて勢いきおいよく机つくえから身を起こした。死んだようだった目に、力強い光が戻もどってくる。

「霧元……」

「ああっ」

「じゃあ全部、買い占しめてくるっ!!」

　思わず透はずっこけた。

「だからっ!!　何でそう極きよく端たんに走るんだよっ。またドン引きされるだけだろっ」

「うっ」

「三つくらいにしとけ、なっ？」

「わ、わかったっ」

　そう言うや否いなや、総一郎は異い様ような雄お叫たけびとともに教室を飛び出していった。

「うおおおおぉぉっ──」

　廊ろう下かで出くわしたのだろう。担たん任にんの岡おか本もと一かず樹きが総一郎を怒ど鳴なりつけているのが聞こえてきた。

「こらっ、またお前かっ。サボるなっ」

　壁かべを透とう視しすると、岡本が総一郎の前に立ち塞ふさがっていた。意地でも通さんと両手を広げている。

「岡やん、俺の愛がかかってるんだっ、見み逃のがしてくれっ!!」

　総一郎は臆おく面めんもなく口走った。

　教室ではくすくす笑いが起こっている。既すでに総一郎の狂きよう態たいは皆みなの知るところとなっており、当分はこのことで冷やかされるに違ちがいない。

　だが今度こそ起死回生の一発になるかもしれなかった。

　薫はああ見えて、実は食いしん坊ぼうなことを、透は知っていたからだ。
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　昼休み前、早めにこっそりと教室を抜け出した透は、学食に向かった。

　だが総一郎はどこにもいなくて、代わりに三つのトレイをテーブルに並ならべていたのは水島だった。

「何であんたがいるんだ？　椎名は？」

「さあね。彼は尻尾しつぽを巻まいて逃にげ帰ったんじゃないかな。ちなみにＡランチは、僕が全部買い占めさせてもらったよ」

「なあに～～」

　体調が思わしくない透は、あの後すぐに眠ねむってしまって知らなかったのだが、響に事じ情じようを聞いたところ、どうやら総一郎が学食に駆かけつけたときには、既に水島が買い占めた後だったらしい。

　さすがに総一郎に同情を禁きんじえない。つくづくタイミングの悪い奴やつだった。

「かっきフライ～♪　かっきフライ～♪　って、わあ、これどうしたんですか？」

　鼻歌を口ずさみながら遅おくれてやってきた薫は、涎よだれを垂たらさんばかりに顔を輝かがやかせた。

　薫は、今日のＡランチがカキフライであることは、事前にチェック済みだったらしい。

「薫くんにプレゼントさ。いやなに、ダブって予約しちゃって余あまったのさ。もったいないから食べちゃってくれる？」

「ほんとにいいんですか？」

「もちろんさ」

　総一郎と違って自然な言い訳わけだった。これなら薫も遠えん慮りよすることはない。

　普ふ段だんの薫なら匂においでその企たくらみに勘かんづくはずなのに、目の前の餌えさには逆さからえなかったのだろう。実に都合のいい鼻をしているようだ。

「ありがとう、水島さんっ」

　薫はホクホク顔でカキフライを頰ほお張ばっている。

　水島はそれを見て満足そうに微ほほ笑えんだ。勝ちを確かく信しんしているようで、表情に余よ裕ゆうが溢あふれている。透に対して、次はお前が相手だと目が言っていた。

「はぅ～、幸せ～。……でもソースだけじゃ味が単調かな……」

　計十八個このカキフライのうち、半分を食べ終わった薫が一言ぽつりと漏もらす。

　そのときだった。

「ちょっと、待ったっっ!!」

　学食中に響ひびき渡わたる大声で、総一郎が窓まどから飛び込んできた。学食中の時計が止まったようにざわめきがピタリと止やんだ。

　総一郎は豪ごう快かいな開かい脚きやく前転ののち、すっくと立ち上がって高らかに笑う。背せ中なかが泥どろだらけなのは突つっ込んだ方がいいのだろうか。

　薫はぽかんとした顔で、総一郎を見つめている。

「ふっふっふっ、そんなこともあろうかと、これを用意したぜっ!!」

　そう言って総一郎は懐ふところからタルタルソースを取り出して意気揚よう々ようと頭上に掲かかげた。後光が差しているように見えたのは気のせいだろうか。

「おおっ」

「やるわね……」

　学校を抜ぬけ出してコンビニで買ってきたに違いない。

「そうですよねっ。カキフライにはやっぱりタルタルくんですよねっ!!」

　薫の表情がパッとばかりに輝いた。

　何が「やっぱり」なのかさっぱりなのだが、薫の中ではカキフライといえばタルタルソースと決まっているらしい。

「他ほかにもケチャップも用意したからさっ。好きなだけ使ってよっ」

「すっ、すごいっ。椎名さん、私の好みを知り抜いているなんて、椎名さん素す敵てきですぅっ」

　薫は満面の笑えみで総一郎を見上げた。薫の瞳ひとみがきらきらと煌きらめいている。

「ちょっ……」

　そんなので素敵って薫もどこかずれている。

　その向かいでは、水島が歯は嚙がみしていた。憎にく々にくしげに総一郎を睨にらみつけている。

「これは技わざありね。相手の力を利用して自分の力と成す。まさに柔じゆうよく剛ごうを制せいすだわ。これぞ恋れん愛あいの極ごく意いよ」

　響が評ひよう論ろん家のごとく解かい説せつを始めた。

　だがあまりに高度すぎて、透には理解出来ない。

「これで勝負の行方ゆくえはわからなくなったわ」

　思わず「どこが？」と突っ込みを入れたくなるが、それは無ぶ粋すいというものらしい。

「うははははっ、俺の勝ちも見えてきたぜっ!!」

　総一郎は馬ば鹿か笑いをして得意げにふんぞり返る。

「うぐぐぐぐ……。まだ勝負は終わってないっ。こっちにはチリソースだってあるんだっ」

「意い義ぎありっ。油ゆ断だんしたわね、水島くん。薫は辛からいのが苦手。リサーチ不足よっ!!」

　某ぼう携けい帯たいゲームの弁べん護ご士しのように、響がダメ出しをする。

「ぬ、ぬかったわっ!!」

　水島も水島で、大おお仰ぎようにダメージを受けて、ゼエゼエと荒あらく息を吐はいている。

　いつからこれは格かく闘とうマンガになったのだろうか。

「そしてこれが俺の最終兵器だっ!!」

　総一郎は高々と宙ちゆうに舞まうと、でんぐり返って今度は左手を掲げた。どーんと太たい鼓こが鳴ったのもきっと気のせいだ。

「あー、タカダヨーグルトっ!!」

　薫が目をまん丸に開いて指さした。

「何あれ？」

　隣となりの響に小声で尋たずねると、響がそっと耳打ちして教えてくれた。

「薫が最近嵌はまってる、飲むヨーグルトよ。とっても美お味いしいの」

「そういうことか」

　それで納なつ得とくがいった。総一郎にしては気が利きいていると思ったのだが、響の入れ知ぢ恵えだったのだ。

「依い頼らいを請うけたからにはね。ちょっとしたアドバイスよ。だけどそれをものにしたのは、紛まぎれもなく椎名の実力よ」

「実力って……」

　ただコンビニに行って買ってきただけじゃねえかと突っ込みたくなる。

「どうやら勝負あったわね。というわけで、三対二で椎名の勝ちー。水島くんの負けー」

　響はあっさり勝負を打ち切った。再さい逆ぎやく転てんされては、困こまると判はん断だんしたに違ちがいない。

「な、無む効こうだっ。こんな勝負、間違ってるっ」

「あら、審しん判ぱんにケチつけるなんて十二年早いわよ」

　いつ審判に就しゆう任にんしたのか知らないが、響は強ごう引いんにまとめに入った。どうせ十二という数字に意味などないのだろう。

「ぐむむむっ……」

　水島は顔を真っ赤に紅こう潮ちようさせて悔しがっている。




　これにて一いつ件けん落着かと思われたのだが、薫の一言で場が緊きん張ちように晒さらされる。

「あのー、勝負って、何をやってるんですか？」

　薫は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。皆みなが薫に隠かくし事をしているのを、ようやく匂においで悟さとったのだろう。というか今まで気がつかなかった方がどうかしている。

「椎名さんも水島さんも……、透さんや響ちゃんまで一いつ緒しよになって……。昨日から何だか様子がおかしいけど、何を企たくらんでるんですか？」

「いや、俺おれは関係ないよ」

　透は冷静に無関係を主張するが、総一郎と響の恨うらみの籠こもった視し線せんに、あっさり撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる。

　代わりに水島が前に出て、わざとらしく前まえ髪がみを搔かき上げた。

「それはね、薫くん。君のハー……ふがふがっ」

　慌あわてて総一郎が水島の口を塞ふさいだ。

「な、何でもないよ。ちょっとしたゲームをやってたのさ。もう終わったから気にしないでよ」

「むうっ、椎名さん……ウソついてるでしょ」

「うっ……」

　薫のジト目が総一郎を追い詰つめる。

　膨ふくれた頰ほっぺたが可愛かわいらしかったが、総一郎は生きた心ここ地ちがしていないだろう。

「だから、こんな勝負は無効だっ」

「何言ってるのー。潔いさぎよく負けを認みとめなさいよ。みっともないわねー」

　唾つばを飛ばして喚わめき散らす水島に、響が馬鹿にしたように嘲あざ笑わらった。

　周囲の野や次じ馬うまも、響と一緒になってそうだそうだと囃はやし立てた。

　それが水島を追い詰めてしまったのだろう。

「ぐぬぬぬ……。こ、この際さいだから言わせて貰もらうよ。薫くんっ、君はこんな連中と付き合っていてはいけないっ」

……うん。それは間違ってないよな……

　透は反はん論ろんしない。だけどだからといって、そのように言われて気分がいいわけでもない。はっきり言えば不ふ快かいだった。

　響も唇くちびるを尖とがらせてぶすっとしている。

　野次馬たちは、興きよう味み深そうに成り行きを見守っている。

「特にこの椎名という男……。彼だけはダメだっ。彼と中学が一緒だったという知り合いに聞いたのだが、彼は扇せん総そう会かいという暴ぼう力りよく団だん組長の息子むすこだそうじゃないか。女おんな癖ぐせも悪いし、そんなのとかかわってたら、薫くん自身に傷きずが付く」

……あちゃー

　ガヤガヤしていた学食が、水を打ったように静まり返った。やがてヒソヒソ話に取って代わる。

「確たしか扇総会って、何年か前に大だい規き模ぼな抗こう争そうを起こしたところだったはずだ。つまりこいつは人殺しの息子ってことではないかっ」

　水島の怒ど号ごうが学食中に轟とどろく。その瞬しゆん間かんだった。

──パシンッ

　まるでタイミングを見計らったように、乾かわいた音が静まり返った学食に響ひびき渡わたった。薫が水島の頰ほおを張はった音だった。

「おおっ!!」

　思わず透は声を上げていた。

「椎名さんとは関係ないことですっ」

　薫は目に涙なみだまで湛たたえて、昨日とは比ひ較かくにならないほど激げき怒どしていた。

　こうなると薫はもう止まらない。暴走娘むすめの面めん目ぼく躍やく如じよだ。

　響は口をすぼめて口笛を吹ふいている。

「行けっ、言ってやれっ。そんなキザ男は斬きるんだっ」

「そうよ、そんな奴やつ、ぶっとばしちゃえっ」

　透と響はこっそり薫を囃し立てた。

「私は椎名さんのことが好きですっ」

「ええーっ!?」

　透と響の声がきれいに重なった。

「先せん輩ぱいとして尊そん敬けいすらしてますっ」

「何だ、そっちか。つまんねえな」

「ほんとほんと」

　透と響は漫まん才ざいのように小声で掛かけ合った。

「透さんの親友で、とっても友達思いで、私が死にそうになったときは、命を懸かけて助けに来てくれました。ヤクザの息子だとか、女ったらしだとか、そんなの関係ないっ!!」

　薫は涙をぽろぽろと零こぼしながら心の内を吐はき出した。第三者が見れば、きっと感動的な場面なのだろう。

「椎名さんのこと、そんなふうに言うなんて、あんまりです……」

　実じつ際さい、身を切るようだった雰ふん囲い気きが、しんみりした空気に包まれる。

「薫ちゃん……」

　総一郎は感激して目を潤うるませていた。

　だが馬ば鹿か馬鹿しい勝負から始まった元々の経けい緯いを知っている身としては、何だかなあという気がしないでもない。

　とはいえ、こうなると立場がないのは水島の方だった。居いた堪たまれなくなった水島は、小さくなるしかない。

「くっ、せっかく薫くんのメイド化計画が上う手まくいきそうだったのに……」

　またもや大きな独ひとり言を呟つぶやく水島だったが、これが致ち命めい傷しようとなった。

「あれ、見てたんですか？」

　薫の表ひよう情じように嫌けん悪お感がはっきりと滲にじみ出る。

　どうやら水島は先週の学校祭で、薫のメイド姿すがたが気に入ったらしく、自じ宅たくで雇やとい入れようと薫に近づいたらしい。

「水島さんなんて最低ですっ」

　その一言が止とどめだった。ようやく水島は観念したのか、すごすごと引き下がった。

　なぜか学食中に歓かん声せいが沸わき起こる。

「今度こそ勝負は一いつ件けん落着ね。薫のハートは椎名のものよ」

「ほ、ほんとっすか？」

「いや、それは違ちがうだろ……」

　冷静に突つっ込んだが誰だれも聞いてない。最後まで空気が読めない透だった。




　予よ鈴れいが鳴ると、急速に人ひと垣がきがばらけていく。
















　チャンスは今しかないと思ったのだろう。勢いきおいに任まかせた総一郎は、薫を呼よび止めて一世一代の勝負に出た。

「薫ちゃん。お、俺……、薫ちゃんのこと……」

（……おっ、言うのか？）

　透も響もドキドキしながらその瞬しゆん間かんを見守る。

「あっ、さっきの好きっていうのは、友達としてです。椎名さん、勘かん違ちがいしないで下さいね」

「ひどっ」

　思わず透は小声で突っ込みを入れていた。

　にっこり微ほほ笑えむ薫に、総一郎は固まったように表情を引き攣つらせている。

「はあ～、なかなか良い人と巡めぐり合えないなあ」

　そう自じ嘲ちよう気味に呟く薫の姿が小こ悪あく魔まめいていて、透は思いっきり将しよう来らいが不安になった。

　世の多くの男だん性せいが、薫に振ふり回される──。

　そんな想そう像ぞうが現げん実じつのものとなりそうな予感を抱いだかせる、秋の昼下がりであった。
















　非ひ合ごう法ほう探さがし物サイト。

──エクスプローラー──

　あれが欲ほしい。これも欲しい。もっと欲しい。全部欲しい。

　いつの世も人の欲よく望ぼうは際さい限げんなく、それ故ゆえに人は常つねに、人を傷きずつけてでも、ものを破は壊かいしてでも、騙だまし、争い、奪うばい合う。

　腕うでに自信のある者は力で奪い、力なき者は知ち恵えで掠かすめ取り、知恵なき者は金で巻まき上げる。

　そんな者たちの交こう錯さくした思おも惑わくを仲ちゆう介かいするブローカーサイトが、エクスプローラーである。

　扱あつかわれる品にタブーなど存そん在ざいしない。人、物、情じよう報ほう──。

　一いつ緒しよに死んでくれる口の堅かたい自殺志し願がん者しやだとか、とある企き業ぎようが独どく占せん保ほ持じしている特とつ許きよ技ぎ術じゆつ、国内最大級の淡たん水すい魚ぎよであるアオウオの魚ぎよ拓たくなんてものまで、合法・非合法を問わず、あらゆるものが商品となり、金に換かわる。

　そして求める者がいれば、探し出す者たちもいる。己おのれの持つ全すべての能のう力りよくを駆く使しして、裏うら世せ界かいで暗あん躍やくする捜そう索さく専せん門もんのメンバー、通つう称しよう「エクサー」である。

　これはそのエクサーである彼と彼女たちの物語……であったはずなのだが……。
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「何これ、さっむーい……」

「だから言ったじゃねえか。そんな格かつ好こうで大だい丈じよう夫ぶかって」

　霧きり元もと透とおるは白い息を吐はき出しながら、口をへの字に曲げて顔を顰しかめている水みな瀬せ響ひびきに、マフラーを放ほうり投げた。

　響は丈たけの短いスカートを穿はいていた。外出時のミニスカートは、学校祭での制せい服ふく姿すがた以来かもしれない。髪かみも珍めずらしくツインテールにしているので、ずいぶんと子どもっぽく見える。

「あら、優やさしいじゃない。一緒に巻く？」

「アホか」

　悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむ響には取り合わず、透はマンションの玄げん関かんドアに鍵かぎをかけた。

　通路の天てん井じようを見上げると、その向こうに広がる、雲一つない澄すんだ青空が目に飛び込こんできた。十一月にもなると、朝あさ晩ばんの冷え込みはぐっと厳きびしくなり、吐く息が白い。今け朝さは放ほう射しや冷れい却きやく現げん象しようで氷点下一歩手前と、朝のニュースで流れていた。

　透は、久し振ぶりに袖そでを通した革かわジャンの前を合わせて身体からだを震ふるわせた。お気に入りの革ジャンは、今年の春先に巻き込まれた銀行強ごう盗とう事じ件けんの際に、散さん弾だん銃じゆうで撃うたれてボロボロになってしまったので、これはそっくり同じものを買い直したものだ。独どく特とくの革の匂においがまだ強く漂ただよっている。あまり着込んでいないので革が硬かたいが、そのうちにこなれてくるだろう。

「そっちは何時からなの？」

「一番最初」

「一緒ね」

「厄やつ介かい者ものは最初に済すませちまおうって思ってるんだろう」

「そんなところね」

　透の自じ嘲ちよう気味な予想に、響はくすりと笑った。

　二学期の中間テストから一週間後──。

　今日は全学年で一いつ斉せいに行われる三者面談の日だった。三年生は志望大学の最終確かく認にんが行われ、一年生は理り系けいと文系のどちらに進むのかなどの相談が行われる。

　校内では上うわ履ばきを履くという校こう則そくがあるだけで、生徒の自主性が大きく認みとめられている学校だ。進路指し導どうや生活指導も生徒任まかせな分、独どく立りつ心しん旺おう盛せいで親にも相談しない生徒が多く、年に一回こうして報ほう告こくを兼かねた話し合いの機会がわざわざ設もうけられている。

　とはいっても、両親のいない透や響は、担たん任にんと雑ざつ談だんを交かわすだけだ。響の場合、既すでに有名私立大学への学校推すい薦せんを取りつけており、受験は終わったも同然だ。切羽詰つまった他の生徒たちと違ちがって気楽な毎日を送っている。

「居い心地ごこち悪いのよねえ」

「そりゃそうだろ」

　学校祭が終わると、学内における主なイベントは軒のき並なみ終しゆう了りようし、後は受験に向けてまっしぐらという状じよう態たいに置かれるのが進学校の常つねだ。透たちの通う国こく流りゆう高校もその例に漏もれず、学校祭で盛り上がったお祭まつり気分は一いつ掃そうされている。特に三年生の教室が固まっている南校こう舎しやは、透や薫かおるのいる校舎と異ことなり、落ち着いているのか殺気立っているのか、何とも言えない雰ふん囲い気きが支し配はいしていた。

「薫も早い時間帯みたいよ」

「へえ、じゃあ、みんなでどっか遊びに行くか？」

「いいわねー」

　朝晩の冷え込みは厳しいものの、日中はわりと暖あたたかくなる。今の時期なら木々が赤く色づき始める頃ころだ。紅こう葉よう散さん策さくに出で掛かけるには、絶ぜつ好こうの日和ひよりだろう。

「でもやっぱり寒いっ。ポケットの付いてる服にすればよかったなあ」

　響はわざとらしく両手を擦こすり合わせて、温めるように息を吐きかけている。その細くて長い指先は真っ白だ。

「そのうち暖かくなるだろ」

　透は素そっ気けなく返事をして目を合わせない。両手を革ジャンのポケットに突つっ込んで、白々しく口笛を吹ふいて距きよ離りを取った。

「…………ちょっとっ。手ぐらい出しなさいよ」

「何で？」

「彼女の手くらい握にぎって温めてあげようとか思わないわけ？」

「やだよ。寒いじゃん」

「むうっ」

　響は口を尖とがらせて、透を軽く睨にらみつけた。

　透は首を竦すくめると、知らん振ぷりをして早足で歩き始めた。

　響と付き合い始めて三か月──。

　スキンシップが嬉うれしい時期はとうに過すぎた。最近はあまり人前ではベタベタしなくなり、早くも倦けん怠たい期きを迎むかえたのかと、総そう一いち郎ろうに揶や揄ゆされているくらいだ。

　考えてみれば、最初から新しん鮮せん味みなどなかった。交際を始める前から半はん同どう棲せい状態だったわけで、四六時中一緒にいるのも変わらない。

　好きな気持ちに変わりはないが、学校祭の頃の盛もり上がりは一体何だったのかと思わないでもない。

　そんなことを考えていると、響はにたりと意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。何かを企たくらんでいる顔だ。

「えいっ!!」

　響が身体からだごとぶつかってくると、透の革ジャンが突っ張ぱった。

「うひひゃっ」

　冷たい感かん触しよくが左手を刺し激げきして、透の喉のどから奇き妙みような悲鳴が漏れ出る。

「へっへー」

　響は透の革ジャンのポケットに右手を突っ込んで、これでもかとばかりに、透の左手を強く握り締めた。

　火傷やけどしそうなほどの冷たい感かん触しよくに、さすがに透も驚おどろいた。

「何だこれ。冷たすぎだろ」

「冷え性しようなのよ」

「血の気は多そうなのにな」

「でしょ？　毎年霜しも焼やけとか出来まくり。靴くつのサイズも合わなくなるくらいよ」

　いつものように混まぜっ返したのに、響は怒おこりもしないで、本当に寒そうに透に身を寄よせてくる。駅に近づくにつれて人目も増ふえてきたが、何だか気の毒になってしまい、ポケットから響の右手を追い出す気にはならなかった。

「……まあいっか」

　たまにはこういうのも悪くはない。
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「おーい」

「響ちゃんっ、透さんっ」

　学校に着くと、生徒玄げん関かんの奥おくから椎しい名な総一郎と深み芳よし薫が飛び出てきた。遅おくれて年配の夫ふう婦ふも姿すがたを現あらわした。

「あっ、おじさん、おばさん、おはようございまーす」

　響は大きく手を振ふって挨あい拶さつを送った。そしてすぐに透の耳元で、薫の両親だと囁ささやいた。

　子どもに恵めぐまれなかった薫の両親は、薫が三歳さいのときに施し設せつから引き取ったと聞いている。血の繫つながらない薫を娘むすめとして溺でき愛あいしており、響のことも以前から可愛かわいがってくれているそうだ。

「透さん、おはようございますっ」

　薫はいつものようにお下げにした髪かみが、両りよう肩かたの上でピコピコと揺ゆれている。破やぶれたジーンズにタイトなトレーナー、足元はスニーカーという姿は、まるで以前の響のようにアクティブだが、それでも十分に似に合あっていた。

　今年の夏を境さかいに、響は時々今日のような女の子らしい服を、薫は活動しやすい服を好んで着ている。色々と心しん境きようの変化があったのだろう。

「君が霧元くんだね。娘がお世話になっているそうではないか」

　紳しん士しという表ひよう現げんがぴったりに思える養父は、完かん璧ぺきなまでに三つ揃ぞろいを着こなして、悠ゆう然ぜんと透を見み据すえた。透の全身にさっと視し線せんが行き渡わたる。

　まるで値ね踏ぶみされているような気がして、甚はなはだ居い心地ごこちが悪い。娘に近づく虫を品定めしているのだろう。

　既すでに来ていた総一郎も、薫の養父から同様の視線に晒さらされたようで、何とも言えない表ひよう情じようで苦笑いを浮うかべている。この冷え込みの中、総一郎は相変わらずタンクトップにカーゴパンツ姿だ。短く刈かり込んだ髪のせいで、ますます精せい悍かんさを増ましている。

「あなた……」

　これまた貴き婦ふ人じんという呼よび方がしっくりくる女じよ性せいが、夫を柔やわらかく窘たしなめた。

「おっと、これは失礼。仕し事ごと柄がら、つい人を見てしまうのが癖くせでね」

　養父はわっはっはっと朗ほがらかに笑って、鷹おう揚ように頷うなずいた。固くなりかけた空気はそよ風とともに流れていく。養父は、確たしか一流商社の人事部門担たん当とう役員をしているという話だ。

　養母には気品があった。浅あさ黄ぎ色のスーツ姿からは、温かみのある印象を受けると同時に、凜りんとした意い志しを感じる。薫が身に纏まとうある種の清せい潔けつ感は、この養母譲ゆずりなのだろう。

（……元気そうだな）

　声が聞こえたわけではないが、その意思が直ちよく接せつ頭に響ひびいてきた。

「ん？　桃ももか。お前も来てたのか」

　相変わらずでっぷりと太った白黒のブチ猫ねこが、不ふ機き嫌げんそうに薫の足元に蹲うずくまっていた。フルイズミ出血熱ウィルスの影えい響きようで突とつ然ぜん変へん異いを遂とげたのか、人間以上の知ち能のうを獲かく得とくしており、更さらにはテレパス能力に加えて動物まで操あやつることが出来るという非ひ常じよう識しきな猫だ。

　桃はブルブルと身を震わせると、ここは寒いと言い残して、のそのそと校内に入っていった。

「なあに？　一家全員でやってきたんですか？」

　響がおかしそうに笑って言った。

「学校祭は仕事で来られなかったからね。今日は楽しみにしていたのだよ」

　薫の養父が答えると、養母も同様に大きく首を縦たてに振った。そんな両親と一いつ緒しよに、薫はニコニコと微ほほ笑えんでいる。

「響ちゃんも、私たちが話を聞いた方がいいかしら？」

　薫の両親は、透と響には保ほ護ご者しやが来ないことを知っているようで、そんなことを言い出した。

　慌あわてたのは響で、顔を引きつらせながらすかさず遠えん慮りよしますと逃にげを打ったが、薫の養母はその気満々で、どの教室か案内してちょうだいと、響ににじり寄る。

　響は透に助けてと目で訴うつたえかけてきたが、もちろんとばっちりを食いたくないので、知らん振ぷりだ。

「それには及およびませんわ。私が責せき任にんを持って話を伺うかがいますから」

「うわっ」

「きゃっ」

　突然背はい後ごから聞こえてきたその声に、透と響は同時に飛び上がった。いきなり現あらわれた気配に、心しん臓ぞうがひっくり返ると同時に、困こん惑わくと腹はら立だたしさが湧わき起こる。こんなことが出来るのは、透の知る限かぎり、周囲の者に自分の存そん在ざいを知覚させないなどという、ふざけた能力を有するあの男だけだ。

「なっ、何でお前らがいるんだよっ」

「お兄様っ。それに……」

　振り返ると、なぜか島木辰たつ雄おと柴しば田た里さと美みが、スーツ姿にサングラスという、あまりに場ば違ちがいな格かつ好こうで立っていた。ただでさえ長身の島木と目を瞠みはる美び貌ぼうの里美なのだ。ほとんどヤクザとその情じよう婦ふという雰ふん囲い気きで目立ちまくっている。

　登校してきた他の生徒や保護者が、啞あ然ぜんとしながら島木と里美を眺ながめやっていた。

「あなたは……」

「これは申し遅おくれました。霧元透の兄です」

　島木はそう抜ぬけ抜けと言い放って、薫の両親に名めい刺しを差し出した。

「ちょ、なんで名刺なんて持ってんだよ」

　肩かた書がきにエクサーなんて書けるはずもないし、身分詐さ称しよう用だとしたら、そんなものを薫の両親に渡わたすのは不ふ誠せい実じつだ。

「困こまったことがありましたら、連れん絡らくして下さい。お力になりますよ」

　島木は透の突つっ込こみには取り合わず、ぺこぺこと頭を下げているが、全身から滲にじみ出る豪ごう放ほうな存在感は隠かくせないようだ。

　薫の両親は、島木と里美の雰囲気に圧あつ倒とうされて固まっている。

「聞けば、今日は三者面談の日だと言うじゃないか。それなのに実の兄に何も連絡してこないなんて……。お兄ちゃんは悲しいぞっ」

　島木は口元を僅わずかに歪ゆがめながら、ずずいっと透に迫せまった。

　透は呆あきれ返って声も出せない。島木が能力を使えば、透には追い返すことは不ふ可か能のうで、面談を中止しない限かぎり、受けさせないことも不可能なのだ。くらくらと眩暈めまいがしてくる。

　総一郎は面おも白しろいことになったと、目をきらきらさせて成り行きを見守っている。

「お兄様はまあ理り解かい出来るとして、何であんたがここにいるのよっ」

　響はびしっと里美を指差して睨にらみつけた。

「あら、響さん。だって私はあなたの姉になるわけじゃない」

「はあ？」

　響は意味がわからないとばかりに、ますます眉まゆ根ねを寄よせて胡う散さん臭くさそうに里美を見み据すえた。

「だってそうでしょ。あなたと透くんが結けつ婚こんしたら、島木くんはあなたのお義に兄いさんでしょ。だったら、私はお義ね姉えさんみたいなものじゃない」

「け、け、け、けっこん!?」

　なぜか響は真っ赤になって、あたふたと慌あわてている。

「おめでとう、霧元。新婚さんだな」
















　ニヤニヤ笑いの総一郎が、ぽんぽんと透の肩を叩たたいた。

「うるせえっ」

　透は総一郎のケツを蹴けっ飛ばそうとしたのだが、軽く避よけられてしまった。最近、総一郎の身のこなしが上がっていて、以前なら軽く入った一発がなかなか決まらない。

「それより島木さんと里美さんって結婚したんですか？」

「役所に届とどけたわけじゃないがな」

　総一郎の問いに、島木は小さく頭を搔かきながら言った。

　その仕草はどこか照れているようにも見えたのだが、サングラスのせいで表情が読めない。

「けっ。戸こ籍せき自体ないくせに……」

　透の毒づきは、響以外の誰だれにも届かない。

「話を伺うって何のことよ。まさか、私の面談に同席するっていうんじゃないでしょうねっ」

　響は里美に唾つばを飛ばすような勢いきおいで抵てい抗こうしていた。

「そのつもりだけど？　それにあなたの本当の御ご両親に、あなたのことを頼たのむと言われてるしね。私の命が尽つきる最後のお願いだと思って付き合って」

　里美はわざとらしく目め頭がしらを押おさえて苦しそうに呻うめいた。だがその血色のよい顔色からは、全然説得力が感じられない。本当に末期癌がん患かん者じやなのか怪あやしく思えるほどだ。

「ちゃんとした保護者の方がいらっしゃるのね。では響ちゃんのことお願いします」

「任せて下さい。水瀬響は私が責任を持って指し導どうしますから」

　里美は薫の養母に胸むねを張って答えた。

　勝手に進行する話から逃げるように、響はそろそろと後こう退たいしていく。

　だがそこをすかさず里美が止とどめを刺さした。

「無む駄だよ。もう担たん任にんの先生に私が行くって連絡してあるもの。ちなみに、サボったら推すい薦せん取り消しだそうだから、逃げちゃダメよ」

　里美は実に嬉うれしそうにウィンクしてみせた。

　薫はニコニコと微ほほ笑えみながら、総一郎はニヤニヤと笑いを堪たたえながら、この状じよう況きようを楽しんでいた。

「むむう～～～」

「諦あきらめた方がいいな」

　透は響の肩を叩いて慰なぐさめた。

　響の歯は嚙がみする音は、皆みなの笑い声に搔き消される。




　薫と両親は、面談があるからと先に校こう舎しやに入っていった。

　透たちも続こうとしたのだが、ちょうどそこへ、窓まどの全面にスモークを張った黒くろ塗ぬりのベンツが、するりと生徒玄げん関かんの真正面に停とまった。

「うげっ、かーちゃん……」

　それまで透たちのやり取りを他ひ人と事ごとのように笑っていた総一郎が、顔を引きつらせて呻いた。

　ベンツには屈くつ強きようそうな男が運転席に座すわっており、車の誘ゆう導どうを行っていた若わか手て教きよう師しも、さすがに近寄ろうとはしない。明らかに堅かた気ぎの車ではないことが、一発で見て取れる。

　すると中から、黒の和服を着た妙みよう齢れいの女性が降おりてきた。その女性は透を見とめて、にっこりと微笑んだ。総一郎の母だった。

「透くん、久ひさし振ぶりね」

「あ、おばさん、おはようございます」

　ひょいっと首くびを下げてそう挨あい拶さつした瞬しゆん間かん、肝きもが縮ちぢみ上がりそうな目でギロリと睨にらまれた。

「あ、いや、その……、京きよう子こさん、おはようです」

「はい、おはよう。最近は全然遊びに来てくれないから寂さびしかったわよ。彼女が出来たからそっちで忙いそがしいのかしら？」

「うへっ。そ、そんなんじゃないっすよ」

　透は口くち籠ごもって曖あい昧まいにやり過すごす。

　京子はちらりと響にも目を留とめて、意味ありげに透に片かた目めを瞑つぶった。

　響はどう反はん応のうしていいのかわからないようで、透と同様ぎこちなく様子を窺うかがっているだけだ。

「ウチの出来の悪い息子むすこと仲良くして頂いただいて、本当にありがとうございます」

「あ、いやこちらこそ。ウチの透と……」

　京子は島木に深々とお辞じ儀ぎをした。島木も一いつ緒しよになって頭を下げている。

　京子は島木にも負けず劣おとらずの貫かん禄ろくを醸かもし出しており、二人はお互たがいの胆たん力りよくでも感じ取ったのか、妙みような緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

　登校してきた他の生徒と保ほ護ご者しやたちは、その場に立ち止まって近寄っても来ない。開放された玄関前にもかかわらず、怪あやしげなオーラが逃にげ場なく充じゆう満まんしているようで、異い様ように空気の密みつ度どが濃こい。

「かーちゃんっ、何やってんだよっ」

　総一郎はこれ以上目立ちたくないと思ったのか、早く校内に入るように急せかした。

「かーちゃんって言うんじゃないっ!!」

　京子は持っていたハンドバッグで、力ちから任まかせに総一郎の頭をぶん殴なぐった。

「まったく、透くんみたいに格かつ好こういい子になってくれればよかったのに。ウチの子ときたら図ずう体たいばっかり大きくなって……」

　おほほほと微笑む京子の傍かたわらで、総一郎は涙なみだ目めになりながら頭を押さえて呻いていた。手が早いのは相変わらずらしい。

　京子と初対面の響は、呆あつ気けに取られて椎名親子を見守っている。

「何ていうか……凄すごいお母さんね」

「霧生きりゆうや里美さんよりも貫かん禄ろくあるよな……」

　透と響は小声でひそひそと言い合いながら、総一郎たちの後に続いて校舎内へと入っていった。

　薫や総一郎の家庭環かん境きようを目まの当たりにして、人生は色々だなと自分を棚たなに上げて他人事のように思う透だった。
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　島木は担任の岡本に、透の学校生活について、根ね掘ほり葉掘りと兄馬ば鹿か振りを発はつ揮きして、透を閉へい口こうさせていた。

　島木と岡本は初対面ながら年代が近いせいか、やけに意気投合して無ぶ愛あい想そうな弟についての愚ぐ痴ちを言い合っている。やれ愛想がないだとか、やれ可愛かわいげがないだとか、兄のことを尊そん敬けいしてくれないとか、担任を蔑ないがしろにするなとか、聞いていて頭が痛いたくなってくるほどだ。

　透そっちのけで、どこの大学に進学するべきか盛もり上がっている二人を、透はげんなりした思いで眺ながめていたが、止やめさせるつもりまではなかった。

「勝手にやってろ」

　透は口の中だけで呟つぶやくと、透とう視し能のう力りよくを使って隣となりの校舎にいる響の様子を探さぐった。

　響も透のところと大差ないようで、響は不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向いている。

　その隣で里美は、なぜかぺこぺこと担たん任にんに頭を下げていた。時々響に話しかけては、無理やり頭を下げさせている。

　どうやら担任がここぞとばかりに、響に対しての愚ぐ痴ちをこぼしているらしい。

　渋しぶ々しぶとはいえ、響がそれ以上反はん抗こうもせずに大人しく従したがっているところなど、奇き跡せきとしか思えないのだが、ああ見えて満まん更ざらでもないのかもしれない。透も響も、親を交えた学校イベントというのは、幼おさない頃ころからトラウマもいいところだからだ。

　周囲から投げかけられる同どう情じよう混まじりの気き遣づかいというのは、結けつ構こう神しん経けいに障さわるものだ。悪気がない分、怒おこることも出来ないのでたちが悪い。

　だから閉へい口こうしつつも、こういうのもそれほど悪くはないなと感じていた。きっと響も内心では同じなのだろう。

　面談は予定の時間を遥はるかにオーバーして終わった。

「なかなかいい先生だったな。ちゃんと先生の言うことを聞くんだぞ」

　島木はすっかり気をよくして、一人で満足そうにしていた。

　兄バカ振りが鬱うつ陶とうしかったが、どこかくすぐったいような落ち着かなさも背せ中なかに残っている。

「へいへい」

　透は廊ろう下かを島木と並ならんで歩きながら、溜ため息とともに苦く笑しようを漏もらした。兄と認みとめたわけではないが、これくらいは別に我が慢まん出来ないことでもない。
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　教室を出ると、ちょうど響も面談を終えたところだった。

　響たちと渡わたり廊下で合流した後、生徒玄げん関かんに向かう途と中ちゆう、近道をして校こう舎しやの中庭を横切ると、見知らぬ女じよ性せいが周囲をきょろきょろと見回していた。

　今日は三者面談で学校関係者以外の者が大おお勢ぜい出入りしている。だからその光景も不自然とは言えないのだが、透はその女性の困こまったような表情に注意が惹ひかれた。

「あの、ちょっといいでしょうか？」

　その女性は、透と島木を目に留とめると、横をすれ違ちがうときに話しかけてきた。響と里美には一いち瞥べつをくれただけで、それ以上見ようともしない。

　見た感じ二十代半ばくらいだろうか。総一郎の母親と同じように和服を着ていたが、こちらは艶あでやかな柔やわらかさがあった。

　綺き麗れいに髪かみを結ゆい上げているので正せい確かくな長さはわからないが、かなりの長さはあるのだろう。純じゆん粋すいな黒髪で錆さびた色もしておらず、古きよき日本女性といった趣おもむきで、思わず見とれてしまう。

「透？」

　むっとしたような響の様子に、透は慌あわてて意い識しきを他ほかにそらす。響は透の心しん拍ぱく音の変化でも聞き取ったのだろうか。

　すると女性は、僅わずかに透に近ちか寄よって、透の瞳ひとみをじっと見つめた。

「あの……ここは昔からレンガ敷じきだったのでしょうか？」

「レンガ敷き？」

　女性の質しつ問もんの意図がわからず、透は鸚鵡おうむ返しに言った。

「確たしか、土のままだったと記き憶おくしているのですが……」

　女性は地面を指差した。足元は確かにレンガが敷き詰つめられている。透が入学したときからそうだったので、特に疑ぎ問もんに思ったこともなかったが、昔は違ったらしい。

　ちなみにこのレンガは、雨が降ふると滑すべるので、生徒たちからはあまり評ひよう判ばんがよくない。

「あっ、いきなりごめんなさいね」

　女性は梅うめ津づ則のり子こと名乗り、姉がこの国流高校のＯＧだと言った。則子自身は別の高校に進学したそうだが、姉を訪たずねて何度かこの高校に遊びに来たことがあったらしい。

「私が入学したときにも、とっくにレンガ敷きだったわよ。舗ほ装そうされたのって、だいぶ前の話じゃない？」

　響がこれで会話は打ち切りとでもいうように、強い口調で断だん言げんした。そのまま透の腕うでを引いて、早く帰ろうと促うながす。

　普ふ段だんなら透も、急いでいるとか適てき当とうなことを言って相手にしないのだが、珍めずらしく話を聞く気になった。別にその女性がとても目を惹く容よう姿しをしていて、年上好きの血が騒さわいだとか、好みの顔だったからとか、そんなことは断じてない。ないったらない。

「むうっ。何デレデレしてんのよ」

　響が透の真後ろに立って、殺気の籠こもった警けい告こくを送ってきた。ボソッとした一言が、透の後頭部に突つき刺ささる。

　目め敏ざといというか耳みみ聡ざといというか、透の心の内を敏びん感かんに察さつしたようで、何かを言い出す前に先回りで釘くぎを刺さしにきたらしい。

「あ、いや、その……」

　透が口くち籠ごもっていると、則子は今度は島木に近寄って話を聞いて欲ほしいと言い始めた。里美や響と違って、則子にはどこか儚はかなげな艶なまめかしい色っぽさがある。

　断ことわればいいものを、島木まで困ったように頭を搔かきつつ、うやむやに対たい応おうしていた。

「島木くん？」

「うおっ!?」

　里美も響と同様に剣けん吞のんな空気を発散しつつ、島木の真後ろに立った。ぞっとするほどの冷ややかさでは、響など足元にも及およばない。

　あの島木が、しどろもどろになってまごついていた。恐おそるべし、柴田里美。

　則子は透たちの都合を慮おもんぱかることなく、勝手に話し始めると、一枚まいの写真を差し出した。

　銀色に光る大きな塊かたまりを前にして、生徒たちが笑っている。国流高校の制せい服ふくを着ているので、この学校の生徒で、何かの公式行事の日と思われた。

「冬服だな。三学期の始業式か卒業式かな」

　透はつい写真を覗のぞき込こんで感想を呟いた。

「場所はここか？　微び妙みように違うようだが……」

　島木も写真と周囲を見み比くらべているが、校舎の外観が今と違うので、いまいち判はん断だんがつかないのだろう。

　全員黒くろ髪かみで、カラーリングしている生徒は一人もいないし、眉まゆ毛げも太い。全体的に垢あか抜ぬけない感じで野や暮ぼったさは否いなめず、相当古い写真のようだ。

　響はどこか苦々しい表ひよう情じようで写真を見ようとはせず、女性も響には見せようとしない。

「タイムカプセルって知らないかしら？」

「聞いたことはあるけど……」

　何十年か後に開けることを見込んで、自分への手紙や自分の宝たから物ものなどを仕し舞まっておくものだ。それを卒業記念や学校祭なんかのイベントで、校内の敷しき地ちに埋うめるのが流は行やったそうだ。だがどこに埋めたか忘わすれてしまい、そのままになってしまったケースがかなりあるらしい。

「俺おれたちもそんなことやった覚えがあるな……。これも見覚えあるぞ」

　島木はもう一度写真を覗き込んで言った。

「小学生のときよね。あの頃ころ、タイムカプセルを埋めるのって全国的に流は行やったから、同じものを埋めたのかも……」

　島木と里美が昔を思い出すように、遠くを見ている。今は湖の底に沈しずんでしまった古ふる和泉いずみ村での一コマなのだろう。

「姉が在ざい校こう中に、そのカプセルを学校のどこかに埋めたそうなの。それを探さがしてるんだけど、そういう話を聞いたことないかしら？」

　透は首を左右に振ふった。響はぶすっと口を尖とがらせたまま反はん応のうすらしない。

「ここに来てみたら保ほ護ご者しや会の日だったみたいで、簡かん単たんに中に入れたから、つい……ね。先生たちには黙だまっててくれると嬉うれしいんだけど……」

　部外者が立ち入っているわけで、見つかったら追い出されてしまうのだろう。

　女性はにっこりと微ほほ笑えんで、透に片かた目めを瞑つぶった。片えくぼが可愛かわいらしい。透の腕を摑つかむ響の手にぐっと力が入ったようで、少し痛いたいくらいだ。

「でも見つけるのは難むずかしそうだな」

　国流高校の校こう舎しやは十一年前に改かい築ちくになっている。その際さいに中庭やグラウンドにも大おお幅はばに手が加えられたそうで、埋めた正せい確かくな場所がわからなくなってしまったらしい。

「姉と仲がよかったクラスメイトにも聞いてみたんだけど、みんな覚えていないのよ」

「じゃあどうしようもないわね」

　響は強ごう引いんに透と則子の間に割わって入ると、素そっ気けなく言った。

　何となく殺気のようなものを感じるのは気のせいだろうか。

「そう……」

　則子は気落ちした様子で肩かたを落とした。

「お姉さんは覚えてないんですか？」

　透は何だか気の毒になってしまい、響の頭あたま越ごしに問いかけた。

「透～～」

　振り返った響がギロリと透を睨にらみつける。

　悲しいくらいに条じよう件けん反はん射しやで透の背せ筋すじが伸のびた。これ以上はやばいと本ほん能のうで悟さとる。

「ずっと病気しててね。姉は……この夏……」

　則子はそう言ったきり、押おし黙だまってしまった。俯うつむいた顔に沈ちん鬱うつな翳かげが浮うき出て、それ以上聞けなくなってしまう。どうやら不幸があったらしい。

　それで、則子は姉が見たがっていたのを思い出して、探してみようという気になったようだ。

「……透くん、探してあげたらどうかしら？　響さんも」

　突然、里美が面めん倒どう臭くさそうなことを言い出した。それまで響と同様に胡う散さん臭くさそうに様子を窺うかがうだけだったというのに、急に身を乗り出してけしかけるようなことを言う。

「俺が？」

　則子の話に多少興きよう味みをそそられたものの、透はそこまでするつもりはなく、当然ながら響が頷うなずくはずもない。

「何で私がそんなことしなきゃなんないのよ」

　響も言葉を選ばずに、則子に敵てき対たい心しん剝むき出しで敢かん然ぜんと拒きよ絶ぜつした。

「ちょうどいいじゃないか。お前ら、学校でもエクスプローラーをやってるんだし」

「あら、あなたたちそんなことやってたの？」

　島木が焚たきつけるように言うと、里美はくすくすと笑い出した。

「あれは学校祭限げん定ていだって言ったろっ」

　さすがに一いつ銭せんの得にもならないことをするつもりはない。

「里美さんも勝手なこと言わないで下さいよ」

「だって、その人のお姉さんのこと、他ひ人と事ごととは思えなくてね……」

　里美は快かい活かつそうな笑え顔がおを急に翳らせて俯いてしまった。

　わざとらしさを感じないでもなかったが、そんなふうに言われたら、透も響も鬼おにではないので、無む下げに断ことわることなど出来なくなってしまう。

「……仕事としてならやってもいい」

「ええっ？　透っ!!」

　それでも響は隣となりで抗こう議ぎしていたが、透はそれを片かた手てで制せいした。

「仕事って？」

　則子は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「金」

　透の短い返答に、則子は目を丸くして驚おどろいた。

「あなたたちって……」

「捜そう索さく専せん門もんの何でも屋……みたいなものね。腕は確たしかだから、依い頼らいすれば、多分見つけてくれるわよ」

「でも……、お金って言っても、どれくらいかかるのかしら？」

　里美の説明に、則子は不安そうに聞き返した。払はらえないような大金では意味がない。

「一日十万ね」

　響が横から口を挟はさんだ。

「おいっ」

　さすがにそれはボッタクリだろうと止めに入ろうとしたら、意外にも則子はあっさり了りよう承しようした。

「何だ、それくらいだったら全然オーケーよ。前払いでいいのかしら？」

「ええっ？　本当に依頼するの？」

　逆ぎやくに慌あわてたのは響だった。まさか本当に依頼を出すとは思ってなかったようで、払えないのを見み越こして、ここで話を打ち切るつもりだったのだろう。

「じゃあ交こう渉しよう成立な」

「ありがとうっ。透くんっ。頑がん張ばってねっ」

「うわっ」

　いきなり抱だきついてきた則子に慌てたが、悪い気はしない。というか甘あまい香こう水すいの香かおりに、頭が煩ぼん悩のうでくらくらとしてくる。お淑しとやかそうに見えて、かなり大だい胆たんな性せい格かくらしい。

「もし上う手まく見つかったら、ついでに大人のデートを楽しませてあげるわよ」

　則子は魅み力りよく的な瞳ひとみでウィンクして見せた。

「マジっすか？」

　つい反はん応のうして答えた瞬しゆん間かん、響の踵かかとが透のつま先を容よう赦しやなく踏ふみ潰つぶした。声にならない悲鳴が喉のどの奥おくでこだまする。
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「埃ほこり臭くさいな……」

　総一郎は窓まどを開けて室内の空気を入れ換かえている。

　島木と里美は、手伝っていくのかと思いきや、用事を思い出したと言って帰ってしまった。則子はもう一度姉のクラスメイトに連れん絡らくを取って確かく認にんしてみるということで、一いつ旦たん自じ宅たくに戻もどっていった。

　それで残された透たちは、図書室の特別書しよ架かに仕し舞まわれている、歴代の卒業アルバムを探さがすことにした。中庭に埋うめたかどうかも定かではなく、今のところ手て掛がかりと言えば、則子が置いていった写真一枚まいしかないのだ。だからまずは当時の情じよう報ほうを集める必要があった。

「まったく、何で私がこんなことを……」

　響はまだブツブツと文もん句くを言っているが、透を置いて帰ろうとはせずに、何だかんだ言いつつ付き合ってくれていた。

「へへっ、もしかして先せん輩ぱい、妬やいてるんすか？」

「へえ、そうなんだー。ほー」

　総一郎の命知らずな突つっ込みに、透も調子に乗って相乗りする。だけど言った瞬間に後こう悔かいした。

──ドスッ

　総一郎の右耳のすぐ横にサバイバルナイフが突き立った。

「ちっ」

　響の舌した打うちに合わせて、ビーンというナイフの振しん動どうが、本棚を微かすかに揺ゆらしている。

　総一郎は度ど肝ぎもを抜ぬかれて、今にも腰を抜かしそうに息を吞のんでいた。

「……何か言った？」

「な、何でもないです」

　凍こごえ死にそうな冷たい声で問う響に、透はなぜか敬けい語ごになって首を振ふる。命が惜おしかったら、気が立っている響には、絶ぜつ対たいに逆さからってはいけないことを再さい確認した。

「透さん、ありましたっ」

　探し始めて三十分ほどした頃ころだろうか、薫が分ぶ厚あつい冊さつ子しを片手に本棚の奥から姿を現した。則子の姉が卒業した年は、今からちょうど二十年前、年号はまだぎりぎり昭和だった。ずっと本棚の奥で眠ねむっていた分、紙焼けもしておらず、状じよう態たいは悪くない。

　目的のクラスが掲けい載さいされているページを開いて、則子の姉を捜さがした。

「この人だな。則子さんと顔がそっくりだ」

　梅津数かず代よという名で、にっこり微ほほ笑えんでいる。

「うわっ、めっちゃ可愛かわいくね？　これなら男子からモテまくりだろ」

　先ほどまでびくびくしていた総一郎は、ようやく調子を取り戻したのか大おお騒さわぎしながら覗のぞき込こんでいる。

　薫は羨うらやましそうに、いいなあと呟つぶやいていた。

「いやいや、薫ちゃんだって負けてないさ」

「えー、ほんとですか？　透さんにそう言われると、何か嬉うれしいですー」

　透が励はげますと、薫は恥はずかしそうに僅わずかに頰ほおを赤らめた。

　その仕草が可愛くて目を細めていると、すぐそばから殺気にも似にた冷たい気配を感じて、思わず首が竦すくみそうになる。

「その気もないくせに、何調子のいいこと言ってるのよ……」

　ぼそっとした声が耳の裏うらを打つ。総一郎と薫は聞こえなかったのか、熱心にアルバムを覗いている。

　響は唇くちびるを僅かに尖とがらせて、ツインテールの片かた方ほうを指でくるくるといじり回していた。何だか拗すねているように見えなくもない。

「あ、いや、あのさ……」

　透は弁べん解かいしようとしたのだが、響はぷいっと横を向いてしまい話を聞こうとしない。もしかしたら、透は地じ雷らいを踏ふんでしまったのだろうか。




　アルバムなので交友関係までは摑つかめないが、集合写真での屈くつ託たくのない笑顔を見ると、クラス内の関係は良好であったように思われた。タイムカプセルを埋うめたくらいなので、クラスもまとまっていたのだろう。

「あっ、でもこの人も格かつ好こういいっ」

　そのうちにだんだん趣しゆ旨しが変わってきて、総一郎と薫は一人一人チェックしながら、アウトかセーフか、言い合い始めた。

「ほら、響ちゃんも格好いいと思うでしょ？」

　薫は一人の男子生徒を指差して同意を求めた。

「そうね。透の百倍くらいカッコいいわね」

「はいはい」

　嫌いや味みっぽく言う響に、透は適てき当とうに相あい槌づちを返した。こういうときは、逆らっても同意してもダメなのだ。半年も一いつ緒しよに暮くらしていれば、お互たがいの扱あつかいも上う手まくなる。

「ってあれ？　こいつ、どこかで見たことあるような……」

　顔写真の下に書かれている名前を見て、透も響もしばらく気がつかなかった。それくらい現げん在ざいのイメージとかけ離はなれている。

──萩はぎ本もと功こう治じ

「…………バゲ!?」

「…………バゲ!?」

　透と響の素すっ頓とん狂きような叫さけび声が綺き麗れいに重なった。

「え──っ」

「ウソだろっ」

　もう一度見直して、確たしかに目元に面おも影かげが残っているのを確かく認にんした瞬しゆん間かん、透と響は腹はらを抱かかえて爆ばく笑しようした。

「ぶははっはははっ」

「あはははははっ。信じらんない。これほんとにバゲ？　あいつ、ここのＯＢだったんだー」

　髪かみの毛もふさふさで、今とは大おお違ちがいのスリムな体型は、とても同一人物とは思えない。

　総一郎と薫も信じられないと大笑いしている。

「部活は模も型けい部だったみたいね」

　端たん整せいな容よう姿しにまったく似に合あわないロボット物のプラモデルを片かた手てに持って、ニコリともしないで写っている。

「この頃から、筋すじ金がね入りの人形フェチだったんだな」

　クールというか渋しぶいというか、そういう翳かげのある表情とのギャップに、透はますます笑いが止まらない。

「やっぱりオタク同士、透とは気が合うんじゃないの？」

「お前ともな」

　パソオタのくせにと響が言えば、透はナイフオタには言われたくないと言い返す。不毛な言い合いが始まりそうだったが、やはりこの写真のインパクトは強すぎた。再ふたたび笑いが込み上げてきて、貶けなし合いが続かない。

「まあいいや。とにかく、重要な当事者が見つかったわけだ。話を聞きに行こうぜ」

　壁かべの時計を見ると、あと三十分ほどで午前の面談時間が終わろうとしていた。
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「お前ら、何を企たくらんでる？」

　職しよく員いん室しつにて、椅い子すにふんぞり返った萩本に、開口一番そう言われたくらいだから、やはり透と響の方から会いに来ることは不自然極きわまりないのだろう。

　他の先生方も、透たちを胡う散さん臭くさそうに見ている。説教される以外に、職員室に来ることなど滅めつ多たにないから、当然といえば当然だ。

「別に何も企んじゃいませんって」

　透は萩本から目を逸そらしつつ、苦く笑しようして答えた。まともに目を合わせたら、アルバムの写真が思い出されて会話なんて出来ない。

　透の横では、響が苦しそうに肩かたを震ふるわせている。笑いを堪こらえるのに必死なのだろう。口を開けば爆笑するのがわかっているので、唇くちびるを強く嚙かんでいる。

「先生って、ここの卒業生だったんすね。アルバム見ましたよ」

「それがどうかしたか？」

　萩本は嫌いやそうに顔を顰しかめると、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしない声で言った。

「じゃあ、卒業式の日にタイムカプセル埋うめたの、覚えてますか？」

「タイムカプセル？……ああ、そういえば、そんなことも……」

　萩本はそこまで言いかけると、はっとしたように急に押おし黙だまった。そしてなぜか警けい戒かいするように、透を見上げた。猜さい疑ぎ心しんの強そうな目が、探さぐるように透の全身を探る。そのわりに、視し線せんがふらふらと彷徨さまよっており、内心ではかなり動どう揺ようしているのではないかと思われた。

　透はその豹ひよう変へん振ぶりに驚おどろいて、理由を探ろうとするも、さすがにその挙動不ふ審しんな態たい度どだけでは推おし量れない。横目で響と確認し合うと、話を進めた。

「梅津数代さんって覚えてますか？」

「クラスメイトだったんでしょ？」

「……何でお前らが彼女のことを知ってるんだ？」

　萩本はますます落ち着きをなくして、盛さかんに頭を搔かいたり、汗あせを拭ぬぐったりしている。

　何となくピンと来るものはあったが、無理に問い質ただすのは自じ重ちようする。

「彼女の妹さんに会ったんですよ」

「妹？」

「お姉さんが、タイムカプセルに仕し舞まった手紙を見たいと言っていたそうなんですよ」

　過か去こ形で伝聞形の言い回しに、萩本は敏びん感かんに反はん応のうした。眉まゆ根ねを寄よせて恐おそる恐るというふうに聞き返す。

「梅津さんは？」

「この夏に病気で亡なくなったそうです」

「…………」

　電池の切れたおもちゃのロボットのようだった。よほどショックだったのか、焦しよう点てんの合わない目で、透の顔付近を凝ぎよう視ししたまま、固まったように動かない。

　透と響は、萩本の意い識しきが戻もどってくるのを辛しん抱ぼう強く待った。この一角だけ時間が止まったかのように、職員室内の喧けん騒そうがずっと遠いところから聞こえてくる気がする。

「……そうか……。亡くなったのか……」

　ようやく出てきたのは、腹の底から絞しぼり出したような苦しげな声だった。

　さすがに今だけは、透も響も茶々を入れる気にはならない。

「それでタイムカプセルか……」

　萩本は納なつ得とくがいったという表情で何度も頷うなずいた。

「ただ、校こう舎しやの改かい築ちくなどもあって、どこに埋めたのかわからなくなってしまったそうなんです。中庭のどこかというのはわかってるんですけど、仲が良かった友人たちも、細かい場所までは覚えていないらしくて。それでまあ、俺おれたちが一ひと肌はだ脱ぬごうかなと……」

「先生、覚えてない？」

「あれは確か……い、いや、覚えてないな」

　響の問いに、萩本は何かを言いかけたが、ギリギリのところで言葉を飲み込んでしまった。

「ええー？」

　響が抗こう議ぎの声を張り上げた。

　薫でなくても、萩本がウソをついていることくらい、見ただけでわかる。どうやら透たちには見つけて欲ほしくないらしい。まあ、これまでの素そ行こうを思えば、萩本に信用されていないのは仕方ない。

「じゃあ片かたっ端ぱしから掘ほり返すか」

「ちょ、ちょっと待て。それもダメだ」

「何でよっ」

　響は口を尖とがらせて文もん句くを言う。

「勝手に学校の敷しき地ちを掘り返したら危あぶないだろう」

「危ないって……」

　透と響はその言い訳わけに呆あきれた。落とし穴あなを掘るわけではあるまいし、大昔の不ふ発はつ弾だんを探さがし当てるわけでもない。

「まあまあ、萩本先生。いいじゃないですか。私が許きよ可かしますよ」

　横から口を挟はさんだのは定年間近の教頭だった。どうやら、透たちの話を片かた耳みみで聞いていたらしい。

「えっ、いや、しかしですね、教頭」

「タイムカプセルの回かい収しゆうですかあ」

　教頭は何やら感かん慨がい深そうに遠くを見ている。

「あれは君たちが生まれる前だね。二十年以上前に、つくば科学万ばん博ぱくというのが開かれたんだ。そのときに、未来の自分に手紙を送るという企き画かくがあってね。それで全国的にタイムカプセルを埋めるというのが流は行やったんだよ」

「ああ、それ、僕ぼくも埋めましたよ。何年か前の同どう窓そう会かいのときにみんなで開けて、大笑いしました」

　更さらに別の教きよう師しが話に割り込んできて、思い出話に花が咲さく。

「とにかく私が許可するよ。その卒業生のために探してあげなさい」

　透たちは教頭から正式に許可を貰もらい、早さつ速そく今日の午後から発はつ掘くつすることになった。
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「萩本の奴やつ、好きだったんだろうな」

「多分ね……」

　絶ぜつ句くしたまま、ぴくりとも動かなくなってしまった萩本の顔が頭に残っている。梅津数代は萩本にとって、それくらいの人だったのだろう。

　響も、バゲのくせになどと茶化したりしないで、神しん妙みように頷いていた。

　昼休みが終わり、各教室で午後の面談が始まると、廊ろう下かは窓まどからの光に満ち溢あふれ、静せい謐ひつな空気に包まれた。透と響の歩く音だけが廊下に響き渡わたり、優やさしい気持ちが広がっていく。

「私も……透が死んだって聞かされたら、きっとああなるわ」

「勝手に死なすなよ」

「あはははは」

　湿しめっぽくなった空気を振り払はらうような、響の軽かろやかな笑い声が耳に心ここ地ちよい。

「っていうか、俺が死ぬときは響の前だと思うぞ」

　ずっと一いつ緒しよにいると決めたのだ。

「透……」

　響の潤うるんだような瞳ひとみが、透の横顔を見上げた。

　透はその瞳を真まっ直すぐに見返して、僅わずかに唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「お前のとばっちりで」

「なっ……、むきーっ」

　さっと響の頰ほおに赤みが差して、振り上げた拳こぶしが飛んできた。

　透はそれを軽やかなバックステップで避よけると、勝ち誇ほこった顔を残して廊下を駆かけ抜ぬけた。追ってくる響の足音は、表ひよう情じようほどには怒おこっていない。

　こんな平和な日々がいつまでも続けばいいと心から願った。
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「じゃあ、薫ちゃんお願い」

　実じつ際さいに掘り返すのは明日からの休日にするとして、とりあえず大まかな場所だけでも割り出しておきたい。こんなときに役に立つのは、薫の尋じん常じようではない嗅きゆう覚かくだ。

　写真に写っていたタイムカプセルは、総一郎がざっと調べたところでは、とある企き業ぎようが量産したタイプのもので、耐たい食しよく性せいのある金きん属ぞくで出来た頑がん丈じようなものだそうだ。クラス全員分の手紙や小物が収おさめられているので、わりと大きなものらしい。

　それが地面に埋うまっているとなれば、土ど壌じよう構こう造ぞうも変わってくるし、成分にも影えい響きようが出るはずだ。となれば、匂においとなって表れてくる……と思ったのだが、そう簡かん単たんな問題ではなかった。

「何か、それらしいのがいっぱいありますよ」

「マジ？」

　薫は鼻をヒクヒクさせながら、地面に顔を近づけて匂いを嗅かぎ取っている。地面から滲にじみ出てくる匂いといっても、それは僅かなもので、いつもみたいに手に取るように感知出来るというほどではないようだ。

「うーん……。ここも、あそこも。それからあの花か壇だんの横。あの桜さくらの樹きの下にも金きん属ぞく片へんみたいなものが埋まってる感じがします。中庭だけじゃなくて、グラウンドまで範はん囲いを広げれば、もっと埋まってるんじゃないかなあ」

「うへえ……」

　思わず透は呻うめき声を上げていた。

　教頭は、二十年以上前にタイムカプセルを埋めるのが流行ったと言っていた。だとしたら一つや二つで済すむはずはない。

　それに考えてみれば、この学校がここに建築されて百年以上になる。第二次大戦末期には、空くう襲しゆう被ひ害がいにも遭あっているのだ。本当に不ふ発はつ弾だんが埋まっていたとしてもおかしくはない。

「みんなもやっぱり覚えてないって言うのよね」

　戻もどってきた則子は、写真を見ながら力なく首を振った。則子は、透にもよく見えるようにと、ぐっと身体からだを寄よせてくる。香こう水すいの甘あまい香かおりが艶なまめかしく纏まとわりついて離はなれない。

　総一郎も反対側から覗のぞき込こんで、透と総一郎で則子を挟はさむように身を寄せ合っている。総一郎は鼻の下を伸のばしながら、意味深ににやけた笑えみを送ってきた。

（則子さんって、お淑しとやかそうなのに、妙みように色っぽいんだよなあ。俺、こういう姉ちゃんが欲ほしかったよ）

（だろ？　お前もそう思うよな）

　口に出してもいないのに、総一郎の考えていることが伝わってくる。透は目だけで総一郎に同意すると伝えると、にやけた笑みを交わし合う。

「ふうん……。そうなんだ……」

　薫の呟つぶやくような小さな声が、やけに冷ややかに聞こえてきた。薫はジト目で透と総一郎を眺ながめている。

　総一郎は則子から慌あわてて飛び退すさり、薫の許もとに駆かけ寄った。

「か、薫ちゃん、それは誤ご解かいだって。俺は霧元と違って薫ちゃん一ひと筋すじだから。別にそんなんじゃないからっ」

「へえ……」

　しどろもどろになりながら、総一郎は必死に弁べん解かいしているが、薫は軽けい蔑べつの眼まなこを崩くずさない。

「こんな厚あつ化げ粧しようのケバい女、どこがいいんだか……」

　ぼそっと聞こえる響の声が恐おそろしい。則子にも聞こえているはずだが、則子はぴくりとも表情を変えずに、にっこりと透を見つめながら小首を傾かしげている。

　どうもこの手の女性は、同性からは嫌きらわれるものらしい。背せ中なかに突つき刺ささる殺気に胃いが痛いたむ。

（……でもどうするのだ？　ここではショベルカーを使うことも出来まい？）

　いつの間に戻ってきたのか、桃が透たちの中ほどに進み出てきて言った。

「おっきな猫ねこちゃんねえ……」

　則子はこのでっぷりと太った猫を見て、目を丸くしている。

　確たしかに桃の言う通り、ここは校こう舎しやと渡わたり廊ろう下かに囲まれた中庭なので、重機の乗り入れも出来ない。薫が嗅ぎつけた場所は、中庭だけでも六か所もあり、それらを人力で掘り返すとなると、相当に手間がかかりそうだった。

「あーあ、誰だれかさんが鼻の下伸のばして請うけたはいいけど、これって結けつ構こう大変じゃない？」

　背中から聞こえる響の嫌いや味みったらしい声が耳に痛いたい。

「そうね、ごめんなさい。お風か邪ぜを引かせてしまっては申し訳わけないですし、ここは私と透くんとで頑がん張ばりますから、皆みなさんはお帰り頂いただいて大だい丈じよう夫ぶですわよ。ね、透くん」

　則子は申し訳なさそうにそう言うと、透の腕うでにぎゅっとしがみついて、うふふと笑った。則子の吐はく息が透の耳元をくすぐって、甘ったるい空気が醸じよう成せいされる。

「えっ、ああ、まあ……」

　どう返事していいのかわからず、透は引きつった顔で曖あい昧まいに頷うなずく。

「と～お～る～～～」

　ゴゴゴという地じ響ひびきが聞こえたような錯さつ覚かくすら覚えた。響の一いち段だんと低くなった地声が、下した腹はらに重く響いて、透の背せ筋すじに嫌な汗あせが噴ふき出す。右みぎ肘ひじに当たる柔やわらかい感かん触しよくが、否いや応おうにも煩ぼん悩のうを刺し激げきして、心ここ地ちいいのか地じ獄ごくなのかよくわからなくなる。

「あ、いやさ。ほら、こういうときはみんなで作業した方が早く終わるし……」

　額ひたいの冷や汗を拭ぬぐいつつ、総一郎に目で助けを求めたが、ついっと逸そらされた。

（……あの野や郎ろう～～）

　総一郎は申し訳なさそうに薫の背はい後ごに隠かくれてしまった。

「や、やるわよっ。別に嫌だなんて言ってないでしょっ」

「そうなんですか？　では、お願いしますね」

　響はケンカ腰ごしで則子に向かって言い放ったが、則子は軽く受け止めて小さく頭を下げた。

「それよりいつまで抱だきついているのよっ。それは私のよっ。返しなさいっ」

「きゃっ」

「うわっ」

　響は強ごう引いんに透の左腕を抱かかえ込んで引っ張ぱった。左肘の感触は右肘ほどには柔らかくないのがある意味物悲しい。

　透は両腕を抱きかかえられて、身動きが取れなかった。というか関節が極きめられて左ひだり肩かたが抜ぬけそうに痛いたい。

　響と則子の間で見えない火花が飛び交っているような気がして、心しん臓ぞうに悪すぎる。いや響が一方的にピリピリと怒いかりを発散しているだけにも見える。

（くっくっくっ。両手に花だな）

　意地の悪い忍しのび笑いとともに、桃の思念が送られてくる。

「てめえ、後で覚えとけよ」

　桃を睨み据すえたが、桃はどこ吹ふく風で再ふたたびどこかに行ってしまった。まあ、役に立つとも思えないので、あんな奴やつはいない方がいい。

　そうやってぎゃあぎゃあと大おお騒さわぎしていると、萩本が中庭を見下ろす校舎の三階の窓から顔を覗のぞかせて、静かにしろと怒ど鳴なった。

　だが萩本は、則子を見とめて一いつ瞬しゆん固まったように動きを止めた。

「お、お前ら、掘るのはいいが、ちゃんと元通りにするんだぞ。レンガも花か壇だんも植木も、完全に元通りにしないと、器物損そん壊かいで警けい察さつに突き出すからな」

「はあ？　警察？」

　とても教育者とは思えないような言い草だった。

「それが嫌いやなら、掘るのは諦あきらめることだ。二十年も前の手紙など、今いま更さら誰も喜ばんよ」

「喜ぶかどうかは、それぞれが決めればいいことだろ？」

　透はそう言い返したが、萩本は聞く耳を持とうとしない。

「どなたかしら？」

「生活指し導どうの嫌な奴さ」

　ついでに、この高校のＯＢであり、お姉さんのクラスメイトで、その姉に想おもいを寄せていたに違ちがいないということを則子に説明しようとしたのだが、面めん倒どうなのでやめた。

　それより、タイムカプセルを見つけることは、梅津数代の遺ゆい言ごんと言ってもいいくらいなのに、こうまで萩本が反対するのは合が点てんがいかない。

「よっぽど私たちに見つけて欲ほしくないみたいね。何か別の理由でもあるんじゃないの？」

　響はそれまでの怒いかりも忘わすれて、透の耳元で囁ささやいた。

　確たしかに怪あやしい匂においがぷんぷんする。

「心配しなくても、もうだいたいの場所は見当つけましたから、後は掘ほるだけです。今日明あ日す中には見つけられると思いますよ」

　本当は場所の特定はまだだが、そう言っておけば何らかのリアクションがあるかもしれない。

「くっ……もし見つけたとしても、カプセルの中身はプライベートなものだからな。勝手に開けるんじゃないぞ」

「はいはい、わかりましたよ」

　透は渋しぶ々しぶ頷うなずいたが、もちろんそんな約束は守るつもりなど、これっぽっちもない。
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「やっぱりな。絶ぜつ対たい来ると思ったんだ」

　その日の放課後遅おそく──。とっくに日は落ちて、寒さが身に沁しみる時間帯になっていた。面談はずっと前に終わっており、職しよく員いん室しつに残っている教きよう師しもほとんどいない。

　透たちは天文部の部室になっている理科準じゆん備び室しつの窓から、中庭を見下ろしていた。

　則子は、もし今夜中に見つかったら、連れん絡らくして欲しいと言い残して戻もどっていった。華か道どうの家元をしているそうで、その稽けい古こがあるらしい。

　あの後、透たちは捜そう索さくを一いつ旦たん切り上げて、まずは萩本の様子を窺うかがうことにした。手当たり次し第だいに掘るのは最後の手しゆ段だんでいい。

　昼間あれだけ煽あおっておけば、きっと出し抜けを図はかって先に見つけ出そうとするに違いないと思っていたところ、早さつ速そく萩本は罠わなに引っかかってくれたようだ。

　懐かい中ちゆう電灯の明かりがひらひらと中庭を舞まう。ここから透たちが見ているとは、露つゆほどにも思っていないのだろう。

「う～、それにしても寒い寒い寒い～」

　薄うす着ぎの響は、相変わらずブツブツと文もん句くを言い続けている。

「んだよ。手伝う気なんかないくせに。部屋で待ってればいいだろ」

「そんなの私の勝手でしょ」

　そう言って響は、透たちから目を離はなそうとしないのだ。今も透のすぐ隣となりで、パイプ椅い子すに腰こし掛かけて両腕をさすっている。

　そんな響を見て、薫と総一郎はニコニコというかニヤニヤというか、そういう含ふくみ笑いを漏もらしている。

「……何よ」

「何でもないでーす」

「何でもないっすよ」

　憮ぶ然ぜんとしているものの、心なしか赤い表ひよう情じようで鼻を鳴らす響に、二人はますます楽しそうに笑った。

「響ちゃん、そんなに心配？　でも大だい丈じよう夫ぶ。透さんは浮うわ気きなんてしないよ」

「か、薫っ」

　響のその慌あわてようが、図星であることを表していた。

「いやー、薫ちゃん、それはわかんないよ。霧元はああ見えて助すけ平べいだからな。来る者は拒こばまずで、美人に誘さそわれたらホイホイついていくと見た」

「ちょ、おいっ、適てき当とうなこと言うなよ」

「霧元は愛されてるなあ。羨うらやましいぞ」

　とても羨ましがってるようには見えない様子で、総一郎がやたらと茶化すので、本当に生きた心ここ地ちがしない。

「そんなんじゃないって言ってるでしょ。あー、もうっ、まったく……。何で私がこんなに振ふり回されなきゃいけないのよっ」

　そう言って響は、透の足を力ちから任まかせに蹴け飛とばした。

「うがっ」

　激げき痛つうだったが文句は言わない。もとい、言えない。どうせとばっちりは全部透に回ってくるのだ。恨うらめしそうに総一郎と薫を見つめると、二人は申し訳わけなさそうに苦笑いを返してきた。

「あー、くそっ、そろそろ行くぞ。バゲが場所を特定したみたいだ」

　これ以上こいつらを相手にしていると、身が保もたないことを悟さとった透は、逃にげ出すように教室を出た。
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「そこに埋うめたのか。先生、ご苦労さん」

「なっ、貴き様さまら……」

　いきなり透に声をかけられて、萩本は文字通りその場に飛び上がって驚おどろいた。どこから持ってきたのか、土木作業用のショベルで中庭の土を掘り返していた。

　既すでにかなりの土が搔かき出され、穴あなは七、八十センチの深さにまで達している。そして懐中電灯の明かりを鈍にぶく反はん射しやする物体が、穴の底に見えていた。

「あれがタイムカプセル？　年数経たってるわりに、錆さびてないのね」

　響は穴を覗のぞき込こんで言った。

「か、帰れっ。お前らには関係ないっ!!」

「おわっ、危あぶねえだろっ」

　取り乱した萩本が、ショベルを振り回して暴あばれた。直ちよく撃げきしたら死ぬ勢いきおいだ。

「だいたいあれは俺おれが見つけたものだ。お前らに所有権けんなどないっ」

　萩本は必死に叫さけんでいるが、透たちはそんな道理が通用する相手ではない。

「先生……。響の徒あだ名な知らないだろ？　横取りのエコーって有名なんだぜ」

「変なこと言わないでよっ」

　透の言い様に響は猛もう抗こう議ぎをするが、適当に聞き流す。

「響、バゲを捕つかまえといてくれ」

「もうっ、仕方ないわね」

「止やめんかっ、離せっ!!」

　響は暴れる萩本の喉のど元もとにナイフをちらつかせて大人しくさせると、右みぎ腕うでを背せ中なかに捻ねじり上げた。教師をナイフで脅おどすとは、さすがにいい度ど胸きようしている。
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「貴様ら、こんなことしてただで済すむと思ってないだろうな……」

　両手足をガムテープでぐるぐる巻まきに拘こう束そくされた萩本は、教室の床ゆかに転がされたまま、憎にく々にくしげに透たちを睨みつけた。下した腹はらに響ひびく迫はく力りよくのある威い嚇かくだったが、荒あら事ごとに散々慣なれた透たちにはまったく効こう果かがない。

「いや、俺たちは、勝手にカプセルを処しよ分ぶんしようとしてた悪い奴を止めただけだし、何も間ま違ちがったことはしてないぞ」

　透は白々しく言い切った。

　すると萩本は、響の推すい薦せんを取り消すぞなどと脅しをかけてきた。透や総一郎、薫は停学処しよ分ぶんだと吠ほえまくる。

「貴様らっ、この学校にいられなくさせてやるからなっ」

　萩本は目を血走らせて、唾つばを飛ばしまくる。何があってもカプセルの中身を見られたくないらしい。

「あー、うるさい。ちょっと黙だまっててくれ」

　透はガムテープで萩本の口元を塞ふさいだ。ついでに首を振り回して暴れる萩本の額ひたいに、強きよう烈れつなデコピンをかました。日ひ頃ごろの恨うらみは、晴らせるときに晴らしておく。

　響と総一郎も面おも白しろがって、ベコベコと中指をぶつけていた。

「ちょ、ちょっと、みんなダメですよ。可哀かわい想そうじゃないですか」

「大丈夫だよ。ほら薫ちゃんもやってみたら？　どうせ嫌な奴なんだし、ストレス発散にいいぜー」

　総一郎は無む責せき任にんに薫をけしかけた。

「えっ？　あの……。や、やっぱりこういうのはダメですっ」

　その誘さそいが魅み力りよく的だったのか、薫は一いつ瞬しゆん足を踏ふみ出しかけたものの、思い止とどまって止める側に回った。

　仕方ないので、些さ細さいな復ふく讐しゆうはこれで切り上げると、透は則子に電話して、タイムカプセルが見つかったと伝えた。則子はちょうどこちらに向かっているところだそうで、まもなく到とう着ちやくするらしい。

「ねえ、これ、鍵かぎがかかってるわよ」

　響がカプセルをコンコンと叩きながら言った。

　正面のパネルにアルファベットと数字のボタンがついている。試ためしにいくつか押おしてみたが何も反はん応のうしない。

「これどうやって開けるんだ？」

　問い質ただしたものの、当然ながら萩本は話そうとしない。

　則子を待つ間、開け方について、総一郎がカプセルに刻こく印いんされていた製せい造ぞうメーカーに当たっているが、古いものなので、すぐには確かく認にん出来ないらしい。

「反対側にある蓋ふたを外すんだ」

　聞こえてきたのは島木の声だった。里美もいる。突とつ然ぜん姿すがたを現あらわした二人に、萩本は目を白黒させて驚いている。

「何だよ、いきなり」

　島木たちが再ふたたび現れたことも驚きだが、なぜカプセルのことを知っているのか、そちらも不思議だった。何か裏うらがあるのではないかと不信感を抱いだく。

「俺たちのことはいい。それよりそれを開けたいんだろ？」

　訝いぶかる透たちを遮さえぎって、島木は開け方の説明を続ける。

「中にスイッチがあるはずだ。そのボタンを押せば、回路が作動する」

　島木の言う通り、裏側に外れるカバーがあり、中にはボタンが一つだけあった。

　回路とは言いつつ、電子系けい統とうの部品で出来ているのではなく、単たん純じゆんな構こう造ぞうのゼンマイ式カラクリ機械に近い。

「後は表のパネルから、パスワードを打ち込めばいいんだが……」

「パスワード？」

　そんなものわかるわけがない。萩本はどこか安あん堵どしたように大人しくなっている。

「壊こわしちゃえば？」

「メチャクチャ硬かたそうだけどな」

　響らしい解かい決けつ法の提てい案あんだが、さすがに錆さびない特とく殊しゆ合金で出来ているようで、簡かん単たんそうではない。

　壊すにしてもどこを叩けば、中身に損そん傷しようを与あたえずに、上う手まく取り出すことが出来るか、ゴロゴロとカプセルをひっくり返しながら検けん討とうしていると、到とう着ちやくした則子が教室に入ってきた。

　響が身を強こわ張ばらせたのが目の端はしに映うつったが、それには気づかない振ふりをする。

　則子は、縛しばられたまま床に転がされている萩本を見て驚おどろいた。

「ほはへは……」

　萩本は則子を凝ぎよう視しして息を吞のんでいる。

「この人、誰だれ？　えっ？　先生？　こんなことして大だい丈じよう夫ぶなの？」

「構かまいませんよ。それより、パスワードを知らないですか？」

　透がカプセルを開けるのに必要だと説明すると、則子は首を捻ひねった。

「だとしたら……、多分、クラス委員長が設せつ定ていしたんだと思う。担たん任にんの先生はご高こう齢れいだったから、引き受けないと思うし……」

「クラス委員長って誰？」

「確か……、萩本くんっていう男子生徒だったはずだけど……」

　その返事に、教室内に天使が通つう過かしたような一瞬の沈ちん黙もくが舞まい降おりた。

「……ほっほう」

「なーるほどねー」

「こりゃまた、ラッキーというか何というか……」

　透と響、総一郎が、ニヤリと意地の悪い笑みで萩本を見下ろした。

　萩本は怯おびえたような表情で固まっている。

「そのクラス委員長って、どんな奴だったんですか？」

　透はつい興きよう味みが湧いて聞いてみた。

「そうねえ……、結構変わった男の子だったわよ。エキセントリックっていうのかしら。見た目は格かつ好こうよかったから、女子にも人気あったのに、硬こう派はっていうのかな、全然女子とは話そうとしないの」

「へえー」

「あ、でも私……と姉さんには、話しかけてきてたわね」

「それはやっぱり……」

　透はそこで言葉を切って萩本を見下ろした。

　萩本は顔を真っ赤にさせて、じっと堪こらえている。その先は口にしないでくれと目が言っている。

　それがあまりに必死に見えたから、さすがに透も思い止まった。

「身体からだが弱かった姉さんは、しょっちゅう貧ひん血けつで倒たおれたりしたんだけど、いつも保ほ健けん室しつまで連れていってくれたりね」

「も、もしかしてお姫ひめ様さま抱だっこですか？」

「あー、そんなこともあったみたいねー」

　則子は苦く笑しようして言った。

「きゃー、かっこいー」

　薫は目を輝かがやかせて興こう奮ふんしている。

　だが透は逆ぎやくに哀あわれになってしまった。過か去こが美しければ美しいほど、現げん実じつは残ざん酷こくになる。目の前に転がされている、腹はらの突つき出た禿はげた中年のおっさんが、そのクラス委員長だとは夢ゆめにも思うまい。

「さて、じゃあ、教えてもらおうかしら？　萩本センセ」

「むうううううううっ───」

　則子の儚はかなく淡あわい思い出を木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだいたのは響だった。萩本は可哀かわい想そうになるくらいに、顔面を紅こう潮ちようさせて暴あばれまくった。

「えっ、ウソ……、萩本くん……？」

　則子は絶ぜつ句くしたまま固まっている。学生時代の面おも影かげがまったく残っていないので、とても信じられないのだろう。

　萩本はずりずりと床ゆかを這はいつくばって逃にげようとしたが、思うように動けないでいる。

「あんまり手て荒あらな真ま似ねはしたくなかったんだが……」

「ウソばっかり。顔は嬉うれしそうじゃない」

「わかるか？」

　響に突つっ込まれて、透はにやりと笑い返す。

「だ、だから酷ひどいことしちゃダメって言ってるじゃないですかっ」

　慌あわてて薫が、響と萩本の間に割わって入った。

「えー、せっかく日頃の仕返しが出来るチャンスなのに……」

「そんなの響ちゃんの逆さか恨うらみでしょ。とにかく暴ぼう力りよくはダメですっ」

　響は残念そうにむくれているが、薫の制せい止しを渋しぶ々しぶながら聞き入れた。

「……じゃあ、酷くなければいいんだな？」

「それは……」

　薫は透の台詞せりふに、言葉に詰つまってしまう。

　透は、透と響と薫の能のう力りよくを駆く使しして、以前から試ためしたいと思っていたことを実じつ践せんしてみることにした。

　響と薫と総一郎を呼よび寄よせて、萩本に聞こえないように小声で話し始める。

「椎名。いくつかバゲに質しつ問もんしてくれ。俺はバゲの目や皮ひ膚ふの微び妙みような動きを見み逃のがさない。響はバゲの心しん臓ぞうの音を聞き逃さない。薫ちゃんはバゲがウソをついてないかを分ぶん析せきする」

「それってつまり、ウソ発見器を自分たちでやっちゃおうってこと？」

　響は半信半はん疑ぎといったふうに首を傾かしげている。

「多分上う手まくいくんじゃないかな」

　今までもある程てい度どは経けい験けん的に見み抜ぬくことが出来たが、特定の何かを聞き出すために、詳しよう細さいに分析したことはない。これはいいテストケースになるのではないかと思ったのだ。

「あなたたち、そんなことまで出来るの？」

　教室の奥おくで島木と一いつ緒しよに見守っていた里美は、呆あきれつつも興きよう味み深そうに様子を窺うかがっている。

「じゃあ、椎名頼たのむ」

　透と響と薫は、それぞれの得意な感覚器官に集中した。

「えっと、それじゃあ……、パスワードを設定したのは萩本先生？」

　総一郎の質問を聞いた萩本の視し線せんが、小こ刻きざみに揺ゆれる。頰ほおが僅わずかに震ふるえたのも見逃さない。

「反はん応のうあり」

「凄すごい音。完全に動どう揺ようしてるわね」

「……当たってるようだな」

　総一郎は、透と響の報ほう告こくを受けて次の質問を繰くり出す。

「パスワードは何かの言葉である？」

　萩本の視線はきょろきょろ彷徨さまよってはいるが、小こ刻きざみに揺れたりはしない。

「…………」

「違ちがうわね」

　今度は先ほどの反応とは違って大人しい。

　そうやって質問と観察を繰り返していると、人名かどうかを聞いたときに、再ふたたび大きく反応した。

「人の名前かあ。ふへへへ」

　総一郎はニヤニヤ笑いを絶たやさずに、実に愉ゆ快かいそうに唇くちびるを歪ゆがませた。

「ひはうっ。へんへんひはうっ」

「違うって言ってるみたいね」

「先生、ウソついてます」

　薫がすかさず報告を入れる。

「なるほど。わかりやすい奴やつだな」

「じゃあ誰の名前？　自分のか？」

　すると萩本は一いつ瞬しゆんだけ透の背はい後ごに視し線せんが向きかけて、慌てて目を閉とじてしまった。

「はっはーん……。そういうことか」

「透にもわかった？　私も何となくわかっちゃった」

　響はチラリと則子に目を向けると、透との間に入り込こむように、さり気なく移い動どうした。

　透はカプセルの入力パネルに触ふれると、アルファベットで名前や名字、フルネームなどをいくつか入力してみる。

「ＵＭＥＤＵＫＡＺＵＹＯ……」

──カチリ

　呆あつ気けないほどに、解かい錠じようされた音が教室内に響ひびき渡わたった。
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「パスワードは、好きだった女の子の名前かあ……。バゲって結けつ構こうロマンチストなんだな」

　総一郎は、どこかしんみりした口調で呟つぶやいた。

「ひはう。ひはーうっ!!」

　萩本は涙なみだ目めになりながら、じたばたと身じろぎして暴あばれ狂くるっていた。

　その様子を見ていると、透は自分でしたことながら、何だか哀あわれに思えてくる。ほんの少しだけ良心が痛いたんだが、すぐに忘わすれた。

　カプセルの中からは、埋まい設せつした当時のままと思われる綺き麗れいな状じよう態たいで、何十通もの封ふう筒とうが出てきた。酸さん化かしないようにガスでも封ふう入にゆうしてあったようで、紙焼けや経年劣れつ化かはしていない。

　他ほかにも見たこともないような小物がいっぱいあった。島木や里美は、盛さかんに懐なつかしいと言って騒さわいでいる。

　それらは本当に時間を飛び越こえてやってきたタイムカプセルのようだった。

　そんな中、則子は一通の封筒を開けて、中の便びん箋せんに目を通していた。

　透は則子の背はい後ごから、その手紙を覗のぞいた。




『二十年後の私へ。

　私は今何をしてるの？

　夢ゆめは叶かなえられた？

　それとも家を継ついだの？

　私の計画では、格かつ好こういい旦だん那な様と二人の子どもに囲まれているはずだけどどう？

　上う手まくいった？　きっといってるよね？

　もしこの二十年間に満足していたら、私をたくさん褒ほめてあげて。

　だけどもし後こう悔かいしているのなら、今からでも遅おそくない。もう一度チャレンジして。

　私ならきっと出来るはず。

　まだ人生は半分よ。半分も残っているの。

　だからいくらでもやり直せる。きっと頑がん張ばれる。

　私、ファイトっ!!　頑張れ、頑張れ、わ・た・し!!』




「ふう……」

　それは重い重い溜ため息だった。則子はじっと文面に目を落としたまま動かない。

「則子さんのお家って華か道どうの家元なんですよね」

　薫は興きよう味みを抱いだいたのか、どこの流りゆう派はなのか聞いている。透も響も華道にはさっぱりなので、流派を聞いてもピンとこない。

「いくらでもやり直せる、か……。若わかかったわね……」

　則子は力なく首を横に振ふりながら言った。

「薄うす々うす気がついていたんでしょうね。長女だからいつかは家を継がなくちゃいけないって。自分は好きなことが出来ないことに……。だからこんなこと書いたのよ。自分でもすっかり忘れてたわ……」

「則子さん？」

　まるで自分のことのように言う則子に、透は違い和わ感かんを覚えた。

「やえろっ、よふなっ!!」

「あーもう、うるさいわねー。心配しなくても、今読み上げてあげるわよ」

　響は萩本の手紙を取り出して、声に出して読み始めた。




『僕ぼくは数代さんのことを愛している。

　それはきっと二十年後も変わらないはずである。

　数代さんは人形のように美しい。

　まるでアクリル樹じゆ脂し製せいのようなすべすべの肌はだ。

　まるでデフォルメされたキャラクターのような大きな瞳ひとみ。

　どんな服でも着せ替かえてあげるよ。』




「ちょ、フィギュアに例たとえるなよっ」

　総一郎は声を上げて爆ばく笑しようした。

　則子は困こん惑わくしたように苦笑いを浮うかべている。




『ところで数代さんは、ガンガルで言うと、どのロボットが好きだろうか？

　僕はゲオングである。偉えらい人にはわからんのです。』




「ガンガル!?」

「何でそこでガンガルなんだよっ。唐とう突とつすぎて意味わかんねー」

　総一郎は腹はらを抱かかえて床ゆかに蹲うずくまっている。透も既すでに限げん界かい点てんを突とつ破ぱした。




『だから僕のものになって下さい。

　きっと幸せにしてあげます。』




「うはっ、プロポーズかよっ」

「どこが『だから』なんだ？　ますます意味わかんねーっ!!」

　透も総一郎も、腹ふつ筋きんが切れそうになるくらい笑った。

　このような電波系妄もう想そうが何十通とあった。どうやら、出されなかったラブレターらしい。

　萩本は口の端から泡あわを噴ふきながら暴れている。

「え、えーと……。何て言ったらいいのかしら」

　透たちが爆笑する中、則子は微妙な表情で困こまっている。

　島木と里見は、それくらいにしておきなさいと、透たちをやんわりと窘たしなめた。

「でもまあ、見つかってよかったですね」

　透は大量の手紙をまとめると、則子に手て渡わたした。今度開かれる同どう窓そう会かいで分配するということだった。

「透くんのお陰かげよ。本当にありがとう。昔の気持ちを思い出したわ」

　則子はそう言って透の手を取った。

　両手に伝わってくる高めの体温に、透は少しだけ心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなるのを感じた。だが背せ中なかからビンビン伝わってくる殺気が恐おそろしくて、固まったように動けない。

　妙な具合に高まった緊きん張ちよう感かんが教室内を支し配はいする中、萩本のくぐもった叫さけび声が鬱うつ陶とうしかった。

「あー、もう、うるさいわねっ。何なのよっ」

　響は萩本の口を塞ふさいでいたガムテープを乱らん暴ぼうな手つきで剝はがした。

「貴き様さまら、絶ぜつ対たいに許ゆるさんからな……」

　萩本は血走った目で響を睨にらみつけた。今なら躊ちゆう躇ちよなく人でも殺しかねない勢いきおいで、ギリギリと歯を嚙かみ締しめている。

「それで？」

　素そっ気けなく言い返す響も、負けず劣おとらず室温を押おし下げる。

「萩本くん。学校の先生なんだから、そんなこと言っちゃダメよ」

「ほら、則子さんもそう言ってるぞ」

　総一郎は則子に便乗して、萩本に茶々を入れる。

「数代さんに則子なんて妹などおらんっ」

「……はあ？」

　一瞬何を言っているのかわからず、皆みんなの反はん応のうが遅おくれる。

「彼女は一人っ子で、そいつは梅津数代本人だっ」

　萩本は口から唾つばを撒まき散らしながら喚わめき立てた。

「えっ？　本人？　っと、じゃあ……」

　病死したという話は何だったんだという疑ぎ問もんが湧わいたが、考えてみれば、則子は姉が病死したとは一言も言ってない。勝手に透たちが勘かん違ちがいしただけなのだ。

　そしてすぐに目の前の女じよ性せいは一体いくつなんだと頭に浮うかんで、それが意味のないものだと気がついた。

「萩本と同級生？」

　透が聞くと、則子の表ひよう情じようがしまったというふうに一変する。萩本は三十八歳さいだ。

「ちょっとー、何でばらしちゃうのよー。せっかく、こーんな可愛かわいい男の子と仲良くなれそうだったのにぃっ」

　ぎゅっとしがみついてくる則子、もとい数代は突とつ然ぜん豹ひよう変へんした。お淑しとやかそうな雰ふん囲い気きは綺き麗れいさっぱり消え失うせて、怪あやしげな艶なまめかしさが前面に出てくる。

　すぐ横にいた響の目が吊つり上がり、口元はきぃっと引き絞しぼられた。

「ちょっと、何抱だきついてんのよ。離はなれなさいよっ」

　響はしがみついてくる数代を引き剝はがそうと、乱暴に透の首に腕を回して、その薄うすい胸むねに抱きかかえた。

「えー、何よ。少しくらい、いいじゃないっ。減へるもんじゃなし」

「ダメっ。透のは減るのっ!!」

「あんたみたいな小こ娘むすめじゃ、透くんを満足させてあげられないんじゃないのぉ？」

「なっ!!　オバさんのくせに、色目遣つかって若わかい男を漁あさってるんじゃないわよっ」

「あなたじゃ色目は遣えないか……。悔くやしいのね。くすくす」

「な、何ですってっっ!!」

　透を挟はさんで、二人は激はげしく罵ののしり合いを始めた。響は頭に血が上っていて、周囲の状じよう況きようは目に入っていないようだ。
















　真しん剣けんに勘かん弁べんして欲ほしかったが、透には女のケンカに口を挟むほどの度ど胸きようは持ち合わせてない。

　総一郎と薫はニヤニヤしながらそのやり取りを眺ながめていた。助けに入るつもりはこれっぽっちもないらしい。




　萩本は数代にガムテープの拘こう束そくを解といてもらっても、暴あばれ出したりしなかった。憮ぶ然ぜんとした表情は崩くずさなかったが、もう萩本の怒いかりは収おさまったらしい。

　二十年振りの再さい会かいだったそうで、若作りにもほどがあるだろうと、萩本はぶつくさ文もん句くを言っている。どうやら素すの数代を見ても驚おどろかないところを見ると、本ほん性しようは知っていたようだ。

　数代は、夢ゆめを諦あきらめて家を継ついだことが正しかったのか、自信が持てないでいるとか何とか、萩本に愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「それにしても、萩本くん、私のことが好きだったんだ。言ってくれればよかったのにー」

「何度か言ったじゃないかっ」

「あれっ？　そうだった？　ごめんねー。あの頃ころはほとんど毎日誰だれかに告白されてたからねー。まあ済すんだことはいいわ。それで、二十年後も愛してるってのはどうなのよ？　って、うぷぷぷ、あははははっ」

　数代は話している最中におかしくなってきたのか、大口を開けて笑い出した。

「ずいぶん変わったわねー。あの頃の面おも影かげなんて全然ないじゃない」

「そういうお前は全然変わらんな」

「そうでもないのよ。見えないところで年を取ったなあって実感するの」

　あけすけに言う数代に、萩本は苦く笑しようを漏らしている。

　何だかこれはこれでいい雰ふん囲い気きだった。

　数代は本当に十万円を透に手て渡わたすと、萩本を強ごう引いんに引っ張ぱって、飲みに行ってしまった。

　残された透たちは呆あつ気けに取られたまま、苦笑いを浮うかべるだけだった。
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「これの写真を今け朝さ見せられただろ？　それでちょっと思い出したんだ」

「旧古和泉村でも、それと同じようなタイムカプセルを埋うめるイベントがあったのよ」

　島木と里美は、再ふたたびここにやってきた理由を話した。

　先ほど、この二人が現あらわれて、カプセルの開け方を教えてくれたのはそういうことだったのだ。

「元々は村の小学校で企き画かくされたイベントだったんだが、どうせなら村全体でやろうということになってな」

「それで、ちょうどその頃ころにダム計画が取り沙ざ汰たされてたから、村の高台に埋めたのよ」

「だから土ど砂しや災さい害がいも免まぬかれたってわけね」

　響は納なつ得とくがいったと頷いている。

「それで急きゆう遽きよ、掘ほり返しに行ってきたのよ。疲つかれたけど楽しかったわね」

　里美はやつれた表情をしているが、満足そうでもある。

「身体からだは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「心配してくれるの？　うふふ、ありがと」

　里美は薫ににっこりと微ほほ笑えんだ。

　こちらも二十年後に開かい封ふうする予定だったそうで、まだあと数年あるのだが、村自体がなくなり、誰も管理していないようなので、掘り返してきたということだった。

　本来であれば、あと数年待つべきなのだが、里美にその時間は残されていない。色々と思うこともあったのだろう。

「それでね。実は透くんと響さん宛あてに、ご両親からの手紙があるの。見る？」

「俺おれたちに？」

　意外な話に透は面めん食くらう。自分宛てに手紙を書くイベントだったはずだが、自分の子どもたちに手紙を書いた人も多かったのだそうだ。何となくその気持ちはわからないでもない。

「あの……、私宛てにはないんですか？」

「ごめんね。薫さんはまだ生まれてなかったから」

「あっ、そうですか……」

　薫は少しばかり落らく胆たんしたように肩かたを落とした。

　透が生まれて間もなくの頃に行われたイベントだったようだ。二度目の疫えき病びようが流行した前後と考えていい。村内で対立が深まっていた頃でもある。

「薫さんの本当の両親が、自分宛てに書いた手紙はあるんだけど、読みたい？」

「それは…………、今はやめておきます。全すべてを受け止められるくらいに大人になったら見てみます」

　薫はしばらくじっと考えていたが、はっきりとした口調でそう答えた。そこに迷まよいは見て取れない。

「そう」

　それに対して里美は特に何も言わなかった。薫の選せん択たくを尊そん重ちようしているのだろう。

「あなたたちはどうする？」

　透は響と顔を見合わせた。

　響は困こん惑わくしたように判はん断だんに迷っている。どちらかと言えば、あまり気乗りしないようだった。

「俺は……見てもいいかな。多少興きよう味みもある」

　霧生と対立していた頃だったら、しがらみが増ふえそうで避さけていたに違ちがいないが、今は何も憂うれいはない。今後のことはわからないが、むしろ今だからこそ、見た方がいいのかもしれない。

　透は島木から封ふう筒とうを受け取ると、一枚まいきりの便びん箋せんを開いた。

　それは豪ごう快かいで荒あら々あらしい筆ひつ跡せきだった。




『透へ。

　飯はちゃんと食え。

　変な女には引っかかるな。

　借金はするな。

　兄あに貴きと仲良くしろ。

　以上だ。』




「…………」

「何が書いてあったんだ？」

　透は憮ぶ然ぜんとしたまま、島木に便箋を突っ返した。わざわざ二十年後の息子むすこに伝える手紙がこれかよと、頭が痛いたくなってくる。

「はははは。あの親おや父じらしいな」

　総一郎と響も、島木の手元にある文面を覗のぞき込こんで大笑いしている。

「どんな奴やつだったんだよ」

「お前とそっくりだったよ。特に無ぶ愛あい想そうなところがな」

「生きてるのか？」

　島木はひょいっと肩を竦すくめただけだった。肯こう定ていの意味なのか否ひ定ていを表しているのか、その仕草だけでは判別出来ない。だが透も敢あえて突つっ込みはしなかった。

「響さんは？　私は見た方がいいと思うけど。あなたの進路にも関係ありそうだしね」

「ちょ、ちょっとっ」

　響は里美の口を塞ふさごうと慌あわてた。

「進路？　エクサー稼か業ぎようを続けていくんじゃないのか？」

　響は透と同じように生きていくものだと思っていたから、意外な単語に興味を惹ひかれた。

「わ、私にだって夢ゆめくらいあるわよ」

　しどろもどろになりながら言うその姿すがたは、透が今までに見たことのない響だった。妙みように新しん鮮せんに映うつる。

「夢って何だ？」

「そ、そんなの、言えるわけないでしょっ!!」

　よほど変な夢なのか、響は恥はずかしそうに身を縮ちぢませている。

「『言えるわけない』って……」

　その言い草には少しだけ傷きずつく。隠かくし事をするなとは言わないが、出来れば話して欲しかった。そして透に応おう援えん出来ることがあるなら、力になってやりたかった。

「あーあ、彼女にこんな大事なこと内緒にされてるなんて……。透くんって可哀かわい想そうね」

「響ちゃん、それは酷ひどいよ。そういうことはちゃんと報ほう告こくしなきゃ」

「そうだぞ、霧元。ここは怒おこるところだっ」

　里美と総一郎と薫は、まるで示しめし合わせたように無む責せき任にんに煽あおり立てる。

　響は困こまったようにあたふたしている。

「あ、あのね、透のこと信用してないとか、大事に思ってないとかそういうことじゃなくて、別に隠してたわけでもなくて……」

「あー、別にいいって。俺は気にしてないからさ」

　そう言いつつも、やはり胸むねの内に去来する寂さびしさは否いなめない。

「そ、そうじゃないっ。あーっ、もうっ。ただ、私には似に合あわないって思うから、その……、恥ずかしくて……」

　透は辛しん抱ぼう強く待った。響のその言葉にウソはないだろう。薫に確たしかめるまでもない。

　総一郎と薫は、微ほほ笑えましそうに透と響を見守っている。

「ほ……」

　響は振ふり絞しぼるように声を出した。先ほどまでとは比くらべものにならないくらい赤い顔で、両手をぎゅっと握にぎり締しめている。

「ほ？」

「ほ……さん」

「だから聞こえないって」

　肝かん心じんなときに声が消え入ったように小さくなるのは響のくせだ。そして聞き返す透に、開き直ったように怒ど鳴なるのだ。

「保ほ母ぼさんよっ!!」

　教室どころか、校こう舎しや中に響の声が轟とどろき渡わたる。

「それって、保育園の先生？　響が？」

「そうよっ。悪いっ？　自分でも、らしくないって思ってるわよっ」

　なぜか響は挑いどむように透を睨にらみつけている。

「いや、全然悪いことない。というか見直した」

　透と同じような毎日を送っていながら、ちゃんと将しよう来らいのことを考えていたのだ。

　何も考えていないように見えた響は、しっかりと将来を見み据すえており、普ふ段だんは理り屈くつばかり捏こね回している透は、いまだ将来について何も決めていない。

「私……、子どもが好きだから……」

　そういえば、養よう護ご施し設せつの子どもたちから、慕したわれていたことを思い出した。

「立りつ派ぱな目標よ。面談であなたの希望進路を聞いて、血は争えないって思ったもの」

「血？」

　響はパタパタと手で火ほ照てった顔に風を送りながら首を傾かしげた。

　里美は手紙を差し出して響の手を取ると、その手に握らせる。

　だが響はまだ気が進まないようで、なかなかそれを開こうとしない。響は透の目を見た。それは頼たよりなげな幼おさな子ごのようにも見えた。

　透が響のもとに近ちか寄よると、響は透にぴったりと身体からだを寄せて、それからゆっくりと便びん箋せんを開いた。





『響ちゃんへ

　あなたがこれを読むのは、二十二歳さいになっている頃ころね。

　ママは……私の年はどうでもいいわね。

　私はちゃんとあなたのママをしている？

　あなたを一人前のレディに育てることが出来たかしら？

　私に似にて気が強そうだからケンカばかりかもね。

　でもきっと芯しんの強い優やさしい子に育っているはずよ。

　それだけはわかるの。

　親バカかもしれないけど、絶ぜつ対たいに当たってる自信があるわよ。』






「当たってるな……」

　響は透の呟つぶやきを耳にしながら、微かすかに身じろぎした。優しい子などと言われることに慣なれていないので、きっと照れているのだろう。

　透は響の腰こしに手を回して、更さらに抱だき寄せた。





『あなたは古和泉村の血の宿命からは、逃のがれられないかもしれない。

　とんでもない困こん難なんが待ち受けているかもしれない。

　でもあなたは絶対に負けない。

　たとえそこに私がいなくても、あなたならみんなと力を合わせて乗り越えていける。

　だから挫くじけちゃダメ。

　自や棄けになってもダメ。

　最後まで自分を見失わないで、あなたはあなたの道を歩くのよ。』






「やばいときはあったけどね」

　透たちの前から姿を消したときが、まさにその自棄になっていたときだったらしい。

　この夏、透が響を追いかけなかったら、今頃どうなっていたのか、考えただけでもぞっとする。

「やっぱり母親だな。まだ二歳だってのに、響のこと、よくわかってるじゃないか」

「……そうね」





『最後に。

　好きな人は出来ましたか？

　その人のことを愛してる？

　ママはきっと今でもパパのこと、大好きなままよ。

　パパとママは、ずっとあなたのことを見守ってるから。

　あなたは素す敵てきな恋れん愛あいをして人生を楽しんでね。

　あなたを世界一愛してるママより。』






　響は透に寄り添そって、そのぬくもりを確たしかめるように目を閉とじていた。透の手を取って、感かん触しよくを確かめるように手のひらを重ねている。

「ママ、か……。もちろん私は、思いっきり人生を楽しんでいるよ」

　響は力強くそう言い切った。そして透と目を合わせて、にっこりと笑みを浮うかべる。

　透は、自分の両親についてはあまり関心がないのに、響の両親がどんな人だったのかは興味が湧わいた。

「……この人は？」

　聞いていいか迷まよったのだが、透は響の持つ手紙を指差して、里美に問いかけた。響は特に遮さえぎったりしない。

「小学校の先生だったのよ。響さんとそっくりだったかな。性せい格かくも姿すがたもね」

「へえ……」

　里美が「血」と言ったわけがわかった。

「このタイムカプセルの企き画かくを考えたのも彼女。私の恩おん師しなのよ」

「俺の恩師でもある」

　島木が里美の隣で感かん慨がい深ぶかそうに言った。

「そうだ。あなたたちも手紙を書いてみたら？　二十年後の自分たちに。このカプセルを再さい利用すればいいじゃない」

「うわー、それは面おも白しろそうっすね」

　里美の提てい案あんに、総一郎が乗り気になって、何を書こうか早さつ速そく考え始めている。

「二十年後か……。上手く想そう像ぞう出来ないな。ついこの間まで、明あ日す生きてるかどうかもわからない日を送っていたから、俺にとっては気が遠くなるような未来だよ」

「透……」

　透は響と違ちがって、将しよう来らいを見み据すえることはなかった。それは、手に入れた「今」があまりにも素す晴ばらしかったから──。

　だけどそろそろ先を見ていい頃なのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶよ。透は一人じゃない。私がそばにいるって思えば、想像も働くでしょ」

「うっ……」

　一いつ瞬しゆん恐おそろしい未来が垣かい間ま見えた気がしたが、多分気のせいだろう。気のせいと思いたい。響に馬車馬のように扱こき使われて、くたびれ切っている姿が見えたのは、絶対に気のせいだ。

「むうっ。何を想像したのよ」

　顔面を引きつらせた透に、響は憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようで口を尖とがらせた。

　総一郎と薫は、ああでもない、こうでもないと、お互たがいに手紙に書く内ない容ようを言い合っている。

「私は早く子どもが欲ほしいなあ。それでその子に手紙を書くの」

「俺、まだ十八にもなってないんだけど」

　気が早い響に、透は苦く笑しようを返しつつ、それもいいかなと考え始める。

「あら？　私は相手が透だなんて一言も言ってないけど？」

「むっ!!」

　響はいつかの仕返しが出来たとばかりに、得意気な顔でふふんと鼻で笑った。

「ウソよ。透以外に誰だれがいるっていうのよ。しっかりしてちょうだい。あ・な・たっ」

　そう言いながら響は、透の耳元に息を吹ふきかけた。

　ぞわぞわぞわと鳥とり肌はだが立つ。

　からかう響に、透はやれやれと溜ため息を漏もらしつつ、漠ばく然ぜんとながら、少しは輪りん郭かくの見え始めた未来に想いを馳はせた。







　あとがき







　お久ひさし振ぶりです。北山大詩です。




　なんとなんと短編集ですよ。うへへへへ。

　ファンタジアバトルロイヤルで書いたいくつかの短編が、このように文庫になるなんて思ってもいませんでしたから、話が来たときには本当に驚おどろいてしまいました。

　これは五つの短編からなる連作短編集です。誰だれ々だれが死んだとか、誰々が裏うら切ぎったといった本編と違い、透とおるや響ひびきたちの平和で他た愛あいもない学園生活を描えがいたものです。




　いつも枚数はカツカツで、あとがきは三ページしか貰もらえない僕ですが、今回は五ページ。というわけで、各短編について少しよう々しよう解説というか感想を。

　次ページからはネタバレ大いに含ふくみます。出来れば、というか本編の前に見るのはあんまりお勧すすめしません。

　本屋でここを立ち読みしているあなた、今すぐこれを持って、マッハでレジへＧＯ!!

　ＥＸ１．の「受じゆ難なん少年の貧びん乏ぼうくじファイル」は、一巻の後、透と響が半はん同どう棲せいを始めて半月ほどした頃ころの話です。ちょうど薫かおるが国こく流りゆう高校に入学してくる日の出で来き事ごと。

　しかし、薫の晴れの日に何やってんだよお前ら。と作者ながら突っ込みを入れたい。

　普ふ段だんは制服を着ていく決まりのない学校ですが、薫の制服姿が見たかったから、わざわざ入学式の日にしました。

　もちろんスパッツは邪じや道どうです。邪道ですとも。

　ちなみにラストの紙飛行機のシーンは実話をもとにしています。世の中にはありえないような偶ぐう然ぜんが確かに存在しているのです。Ｍ先生は元気だろうか……。




　ＥＸ２．「憤ふん慨がい少女の八つ当たりファイル」は、二巻と三巻の間、梅つ雨ゆのどんより曇くもり空ぞらの季き節せつです。

　誰にも心を開かず、どちらかといえば一いつ匹ぴき狼おおかみだった透が、総一郎と親したしくなって段だん々だんと影響されていく……という話を書きたかったはずなんですが、全然違う話になってしまいました。

　この回はリアリティを無む視しした話です。街まち中なかでナイフ投げちゃダメでしょとか、響の投げたナイフを桃ももで受け止めさせるのはいくらなんでも無む理りだろ、とかいう突っ込み大だい歓かん迎げい。

　いやまあ、主人公が透とう視しできる時点でアレなんですが。




　ＥＸ３．「バカップルのお惚のろ気けファイル」は、四巻で透と響が付き合い始めたはいいものの、いまだに距きよ離り感かんが摑つかめないでいる二人が急接近するお話。書いていて一番楽しかった回です。

　学園祭や修学旅行などのイベント前って、やたらカップルが成立する時期で、学校内もそういう雰ふん囲い気きに包つつまれますよね。なるべく初うい々ういしい感じが出るようにしたつもりですが、楽しんで頂いただけたでしょうか。

　薫のコスプレは、石田様が素す敵てきなイラストを書いてくれるに違いないと思って、無理やり差し込んだシーンです。うははははは、これぞ作者特権!!　大だい感かん謝しやです。




　ＥＸ４．「暴ぼう走そう少年の空から回まわり脱だつ線せんファイル」は、なんと言うか……、どんまい総そう一いち郎ろう（笑）。

　当初、総一郎が薫を……という展てん開かいは全まつたく考えていなくて、本編でも前まえ振ふりはほとんどなかったので、唐とう突とつに思われた方も多いかもしれません。というか僕ぼくもびっくりです。こんなことなら、本編でもっと見みせ場ばを作ってやればよかったなあ。

　しかし、この短編は本当に苦く労ろうしました。担たん当とうさんに何度もダメ出しをされて、自分でも何が書きたいのかわからなくなってしまった回です。もともと暴走系のコメディは苦にが手てで、どう書けば面白くなるのか試し行こう錯さく誤ごしながらやってみたのですが、成功したのかどうか不安です。

　なお、この話は重じゆう大だいなミスが発はつ覚かくし、バトルロイヤルに掲けい載さいされたものとは多少設定が変わっています。というか２巻で正反対のことを書いていました。自分で作った設定を忘れてしまう大ボケ野や郎ろうでごめんなさい。気がついた方は内ない緒しよにしておいて下さい。うひゃひゃひゃ。




　ＥＸ５．「少年少女のお宝発はつ掘くつファイル」は書かき下おろしです。時期的には学園祭から二か月後。早くも倦けん怠たい期きを迎むかえた透と響の前に、妙みよう齢れいの女性が現れ、新たな火ひ種だねが……!?　というお話。

　短編集の話が来たときには、すっかり頭が新作に切り替わっていたので、キャラが上う手まく動いてくれず、勘かんを取り戻もどすのに苦労しました。いつもは短編一つを三日くらいで上げるのですが、これは十日くらい掛かかりました。

　とはいえ、長編短編にかかわらず、毎まい度ど毎度枚まい数すうオーバーで苦労するのですが、この書き下ろしは枚数制限がなくて、その点だけは気が楽でした。

　あの夏の経験を境さかいにして、たくましく小こ悪あく魔まっぽくなっていく薫と対照的に、透と付き合いだした響がどんどん女の子らしくなっていく様を描写をするつもりだったのですが、いつもと変わらぬノリになってしまいました。ああ、何てこったい。

　あと、担当さんに突っ込まれたのですが、三さん者しや面めん談だんって珍めずらしいのでしょうか。僕が通かよった中学・高校では、普通に学期ごとにあったんですが、担当さんからはそんなイベントは知らないと言われてしまい、ちょっとしたカルチャーショックでした。




　これで透や響の両親ネタも出せたし、あとは透の頭ず痛つうネタが未み回かい収しゆうなのですが、さてこれは　どうしよう。透の過去話と桃の恋れん愛あいネタもやりたかったのですが、これも機き会かいがあればいつか書きたいですね。




　最後に恒こう例れいの謝しや辞じを。

　担当Ｙ様、もう少しお手て柔やわらかにお願いします（笑）。だったら俺おれの手を煩わずらわせるな、ですか？　ごもっともです（しくしく）。いつかギャフンと言わせてみせますので、今後ともよろしくお願い致します。

　石田様、毎度毎度、素す敵てきなイラストありがとうございます。配本されてきたときの最大の楽しみは、イラストを見ることなのです。

　友人Ｍ君もサンクス。これからも感想を参考にさせてもらいます。

　その他の友人もありがとう。ネタにさせてもらっているので、エピソードの提てい供きようよろしく。さて次は誰をターゲットにしようか。うけけけけ。

　妹もありがとう。奏真によろしく。

　そして読者様。皆様が買ってくれたお陰かげで、こうしてこのシリーズを五冊も出すことが出来ました。本当に本当に感謝です。

　今後ともご声せい援えんのほどよろしくお願いいたします。


２００７年６月　北山　大詩
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